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１．回答者の属性 

（１）回答者の属性 

それぞれの項目について、あてはまる番号を１つだけ選んでください。（○は１つずつ） 

 

性別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別は「男性（と自認）」が41.2％、「女性（と自認）」が55.9％となっている。また、「どちらとも

いえない、または答えたくない」は1.2％となっている。 

※なお、以降の図表では「どちらともいえない、または答えたくない」は「どちらともいえない」と簡易表記してい

る。（４ページ参照） 

 

 

年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢は「60歳代」が20.7％で最も多く、30歳代から50歳代の年代でそれぞれ１割台後半となってい

る。 

性別にみると、全体の傾向と同様であり、性別による大きな差はみられない。 

  

  全  体 (869)

女性（と自認） (486)

男性（と自認） (358)

どちらともいえない (10)

12.1

12.6

10.0

16.5

15.9

20.0

18.5

16.5

30.0

18.9

18.4

30.0

20.6

21.2

13.2

15.1

0.2

0.3

10.0

(%)
ｎ

12.1 16.0 17.5 18.6 20.7 13.9

1.2

2

0
歳

代

3

0
歳

代

4

0
歳

代

5

0
歳

代

6

0
歳

代

7

0
歳

代

以

上

無

回
答

男性（と自認）

41.2%

女性（と自認）

55.9%

どちらともいえな

い、または答えたく

ない

1.2%

無回答

1.7%

(869)

ｎ
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現在の同居の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在「同居している」は81.7％、「単身者（ひとり暮らし）」は15.2％となっている。 

性別にみると、男女ともに「同居しているひとがいる」は８割台となっている。 

 

 

【同居者あり】 

就学前の子どもの有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同居者のいる方で就学前の子どもが「いる」は13.0％、「いない」は72.4％となっている。 

性別にみると、男女ともに「いる」は７割台となっている。 

  

  全  体 (710)

女性（と自認） (403)

男性（と自認） (293)

どちらともいえない (8)

13.4

13.0

72.0

72.7

75.0

14.6

14.3

25.0

(%)
ｎ

13.0 72.4 14.6

い

る

い

な

い

無

回

答

  全  体 (869)

女性（と自認） (486)

男性（と自認） (358)

どちらともいえない (10)

14.4

17.0

10.0

82.9

81.8

80.0

2.7

1.1

10.0

(%)
ｎ

15.2 81.7 3.1

単

身

者

（

ひ

と

り

暮

ら

し
）

同

居

し

て

い

る

ひ

と

が

い

る

無

回

答
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【同居者あり】 

小学生以上の未成年の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同居者のいる方で、小学生以上の子どもが「いる」は24.8％、「いない」は63.1％となっている。 

性別にみると、男女ともに「いない」は６割台となっている。 

 

 

【同居者あり】 

介護が必要な家族の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同居者のいる方で、介護が必要な家族が「いる」は9.0％、「いない」は81.0％となっている。 

性別にみると、男女ともに「いる」は１割未満で、「いない」が８割前後となっている。 

  

  全  体 (710)

女性（と自認） (403)

男性（と自認） (293)

どちらともいえない (8)

9.2

8.9

82.6

79.2

75.0

8.2

11.9

25.0

(%)
ｎ

9.0 81.0 10.0

い

る

い

な

い

無

回

答

  全  体 (710)

女性（と自認） (403)

男性（と自認） (293)

どちらともいえない (8)

26.6

22.9

12.5

63.0

63.1

62.5

10.4

14.0

25.0

(%)
ｎ

24.8 63.1 12.1

い

る

い

な

い

無

回

答
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婚姻状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

婚姻状況は、「結婚している」が67.0％、「未婚」が19.3％となっている。 

性別にみると、男女ともに「結婚している」は６割台、「未婚」は女性が17.5％、男性が22.6％で、

男性の未婚率がやや多くなっている。 

 

 

【結婚している／パートナーと同居】共働き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結婚している、あるいは結婚していないがパートナーと暮らしている人で、共働きを「している」

は54.8％、「していない」は37.5％となっている。 

性別にみると、男女ともに「している」は５割台、「していない」は３割台となっている。 

  全  体 (610)

女性（と自認） (345)

男性（と自認） (254)

どちらともいえない (7)

57.4

52.0

42.9

35.4

39.8

57.1

7.2

8.3

(%)ｎ

54.8 37.5 7.7

し

て
い

る

し

て
い

な
い

無

回
答

  全  体 (869)

女性（と自認） (486)

男性（と自認） (358)

どちらともいえない (10)

67.7

67.9

60.0

3.3

3.1

10.0

10.9

4.5

17.5

22.6

20.0

0.6

2.0

10.0

(%)ｎ

67.0 3.2 8.2 19.3

2.3

結

婚

し

て

い

る

結

婚

し

て

い

な

い

が

パ
ー

ト

ナ
ー

と

暮

ら

し

て

い

る

離

別

・

死

別

未

婚

無

回

答
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２．男女平等について 

（１）「男は仕事、女は家庭」という考え方 

問１ あなたは「男は仕事、女は家庭」という考え方について、どのように思いますか｡次の

中からあてはまる番号を１つだけ選んでください。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「男は仕事、女は家庭」という考え方に「同感する」は5.8％と少なく、「同感しない」が59.4％と

なっている。また、「どちらともいえない」も31.1％と多くなっている。 

性別にみても、特に大きな違いはみられないが、「同感する」は男性でやや多くなっている。 

 

 

【参考（内閣府調査）】 

 

「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」という考え方に対する意識 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男女共同参画社会に関する世論調査（令和元年９月調査） 

  

  全  体 (869)

女性（と自認） (486)

男性（と自認） (358)

どちらともいえない (10)

ｎ

3.7

7.8

10.0

59.1

59.8

80.0

33.7

28.2

10.0

0.4

1.1

3.1

3.1

(%)
5.8 59.4 31.1

0.7

3.1

同

感

す

る

同

感

し

な

い

ど

ち

ら

と

も

い

え

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

総数 (2,645)

女性 (1,407)

男性 (1,238)

6.5

8.6

24.6

30.8

38.5

34.4

24.9

21.2

5.5

4.9

(%)ｎ

7.5 27.5 36.6 23.2 5.2

賛

成

ど

ち
ら

か
と

い

え
ば

賛
成

ど

ち
ら

か
と

い

え
ば

反
対

反

対

わ

か
ら

な
い



第２章 調査結果（市民アンケート調査） 

 12

性・年代別にみると、男女を通じてほとんどの年代で「同感しない」が５割から６割台となってい

る。また、「どちらともいえない」は、女性でより多くみられる。 

 

性・年代別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  全  体 (869)

女性(と自認)／20歳代 (59)

30歳代 (80)

40歳代 (90)

50歳代 (92)

60歳代 (100)

70歳代以上 (64)

男性(と自認)／20歳代 (45)

30歳代 (57)

40歳代 (59)

50歳代 (66)

60歳代 (76)

70歳代以上 (54)

どちらともいえない (10)

ｎ

1.7

7.5

4.4

1.1

1.0

7.8

11.1

8.8

8.5

4.5

9.2

5.6

10.0

62.7

62.5

54.4

59.8

67.0

43.8

55.6

61.4

55.9

66.7

60.5

57.4

80.0

32.2

26.3

36.7

39.1

28.0

42.2

24.4

26.3

30.5

27.3

26.3

33.3

10.0

1.7

1.3

1.8

3.4

1.3

1.7

2.5

4.4

4.0

6.3

8.9

1.8

1.7

1.5

2.6

3.7

(%)
5.8 59.4 31.1

0.7

3.1

同

感

す

る

同

感

し

な

い

ど

ち

ら

と

も

い

え

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答
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過去の調査と比較すると、「同感しない」は前回（平成27年度）調査の48.4％から今回（令和２年度）

調査の59.4％へと11.0ポイント増加している。 

 

経年比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年度調査 (869)

平成27年度調査 (655)

平成22年度調査 (795)

ｎ

6.6

12.5

48.4

40.6

40.2

43.4

0.5

1.8

4.4

1.8

(%)
5.8 59.4 31.1

0.7

3.1

同

感

す

る

同

感

し

な

い

ど

ち

ら

と

も

い

え

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答
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（２）男女の地位に関する平等感 

問２ あなたは、次の項目について、一般的に見て男女の地位は平等になっていると思いま

すか｡あてはまる番号を１つだけ選んでください。（○は１つずつ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  全  体 (869)

女性（と自認） (486)

男性（と自認） (358)

どちらともいえない (10)

  全  体 (869)

女性（と自認） (486)

男性（と自認） (358)

どちらともいえない (10)

  全  体 (869)

女性（と自認） (486)

男性（と自認） (358)

どちらともいえない (10)

  全  体 (869)

女性（と自認） (486)

男性（と自認） (358)

どちらともいえない (10)

ｎ

14.0

5.0

10.0

14.0

18.7

7.5

10.0

3.0

3.5

2.0

20.0

15.8

18.5

11.5

40.0

51.6

37.2

20.0

52.5

53.3

52.5

20.0

19.6

21.2

17.6

10.0

47.9

47.5

48.9

10.0

22.0

39.4

30.0

19.6

16.3

24.0

30.0

57.3

54.7

61.7

40.0

21.2

18.9

24.6

20.0

5.6

10.1

20.0

5.6

5.1

5.9

20.0

4.9

3.1

7.3

20.0

6.6

5.6

8.1

10.0

0.6

3.6

10.0

0.9

0.2

2.0

0.6

0.4

0.8

1.4

0.4

2.5

10.0

5.3

4.2

10.0

6.9

6.0

7.5

20.0

13.8

16.7

9.2

10.0

6.4

8.0

3.9

10.0

0.8

0.6

0.5

0.4

0.6

0.8

0.4

1.4

0.8

1.0

0.6

(%)
10.1 45.1 29.3 7.6

2.0

5.2

0.7

男

性

の

方

が

非

常

に

優

遇

さ

れ

て

い

る

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

男

性

の

方

が

優

遇

さ

れ

て

い

る

平

等

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

女

性

の

方

が

優

遇

さ

れ

て

い

る

女

性

の

方

が

非

常

に

優

遇

さ

れ

て

い

る

わ

か

ら

な

い

無

回

答

家
庭
の
中
で 

地
域
社
会
の
中
で 
学
校
教
育
の
場
で 

職
場
の
中
で 
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男女の地位に関する平等感は、「平等」が多いものでは“学校教育の場で”が57.3％、“法律や制度

の上で”が32.1％となっており、それ以外のほとんど項目では《男性優遇》（「男性の方が優遇されて

いる」と「どちらかといえば男性の方が優遇されている」の計）が５割以上となっている。 

性別にみると、「平等」は“学校教育の場で”で男女とも５割以上となっているが、それ以外の項目

ではいずれも半数以下となっている。《男性優遇》は“地域社会の中で”、“職場の中で”、“政治の場

で”、“社会通念・慣習・しきたりなどで”、“社会全体で”は男女ともに６割以上となっている。男性

では「平等」で“法律や制度の上で”が21.1ポイント、“家庭の中で”が17.4ポイント、“政治の場で”

が12.5ポイント女性より多く、また、女性では《男性優遇》は“家庭の中で”、“法律や制度の上で”

で男性より22ポイント以上多くなっており、性別による認識の差がみられる。  

全体 (869)

女性（と自認） (486)

男性（と自認） (358)

どちらともいえない (10)

全体 (869)

女性（と自認） (486)

男性（と自認） (358)

どちらともいえない (10)

全体 (869)

女性（と自認） (486)

男性（と自認） (358)

どちらともいえない (10)

全体 (869)

女性（と自認） (486)

男性（と自認） (358)

どちらともいえない (10)

14.0

4.7

10.0

31.8

37.7

23.2

30.0

26.8

34.0

17.0

30.0

14.4

20.2

6.1

30.0

43.8

30.7

44.5

43.8

46.1

40.0

54.4

50.6

59.8

30.0

61.6

62.8

61.2

20.0

23.3

44.4

40.0

13.3

8.2

20.7

10.0

10.2

7.4

14.2

20.0

13.3

8.8

19.3

20.0

4.3

8.9

10.0

1.5

1.0

2.2

2.4

2.1

2.8

10.0

3.6

2.1

5.6

10.0

0.2

2.5

20.0

0.3

0.2

0.3

10.0

0.1

0.3

1.2

0.8

1.4

10.0

13.4

7.3

20.0

7.5

8.0

6.4

10.0

5.3

5.6

4.7

10.0

5.2

4.5

5.6

10.0

1.0

1.4

1.0

1.0

1.1

0.7

0.4

1.1

0.8

0.8

0.8

(%)ｎ

10.2 37.9 32.1 6.4

1.4

10.8

1.2

男

性
の
方

が
非

常
に

優

遇
さ
れ

て
い

る

ど

ち
ら
か

と
い

え
ば

男

性
の
方

が
優

遇
さ

れ

て
い
る

平

等

ど

ち
ら
か

と
い

え
ば

女

性
の
方

が
優

遇
さ

れ

て
い
る

女

性
の
方

が
非

常
に

優

遇
さ
れ

て
い

る

わ

か
ら
な

い

無

回
答

社
会
通
念
・
慣
習
・

し
き
た
り
な
ど
で 

社
会
全
体
で 

政
治
の
場
で 

法
律
や
制
度
の
上
で 
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【参考（内閣府調査）】 

 

各分野の男女の地位の平等感 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男女共同参画社会に関する世論調査（令和元年９月調査） 

 

 

  

職場

法律や制度の上

政治の場

社会通念・慣習・しきたりなど

n = (2,645)

家庭生活

地域活動の場

学校教育の場

社会全体

7.0

3.3

13.6

10.3

35.0

19.1

11.3

27.7

15.2

39.8

36.6

44.0

51.0

62.8

46.5

61.2

30.7

39.7

14.4

22.6

21.2

8.7

2.3

4.5

4.0

1.1

2.1

2.8

1.6

0.3

0.5

0.4

0.1

0.2

0.3

8.6

17.7

10.9

9.0

5.4

5.0

1.6

(%)
9.3 35.6 45.5 6.5

0.7

2.4

男

性

の

方

が

非

常

に

優

遇

さ

れ

て

い

る

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

男

性

の

方

が

優

遇

さ

れ

て

い

る

平

等

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

女

性

の

方

が

優

遇

さ

れ

て

い

る

女

性

の

方

が

非

常

に

優

遇

さ

れ

て

い

る

わ

か

ら

な

い
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女性ではいずれの年代も《男性優遇》が５割以上で、50歳代以上では７割前後となっている。男性

はいずれの年代も《男性優遇》が５割以下となっており、「平等」が３割から４割台と比較的多い。 

 

性・年代別 

家庭の中で 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  全  体 (869)

女性(と自認)／20歳代 (59)

30歳代 (80)

40歳代 (90)

50歳代 (92)

60歳代 (100)

70歳代以上 (64)

男性(と自認)／20歳代 (45)

30歳代 (57)

40歳代 (59)
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70歳代以上 (54)
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《男性優遇》は男女とも50歳代以上で６割以上となっている。「平等」は男性30歳代、40歳代で３割

近くとなっている。 

 

地域社会の中で 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  全  体 (869)
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30歳代 (80)

40歳代 (90)

50歳代 (92)

60歳代 (100)

70歳代以上 (64)

男性(と自認)／20歳代 (45)

30歳代 (57)
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50歳代 (66)

60歳代 (76)

70歳代以上 (54)
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《男性優遇》は女性30歳代から50歳代で３割前後となっているが、それ以外は男女ともに年代を通

じて少なくなっている。「平等」は男女ともに年代を通じて４割以上で、特に女性20歳代、男性70歳代

以上で７割台と多くなっている。 

 

学校教育の場で 

 

 

 

 

 

  

  全  体 (869)

女性(と自認)／20歳代 (59)
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40歳代 (90)

50歳代 (92)

60歳代 (100)
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男女20歳代では《男性優遇》は４割台となっているが、30歳代以上では女性が６割以上、男性が５

割以上となっている。「平等」は男性50歳代、60歳代で３割台となっている。 

 

職場の中で 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  全  体 (869)

女性(と自認)／20歳代 (59)

30歳代 (80)

40歳代 (90)

50歳代 (92)

60歳代 (100)

70歳代以上 (64)

男性(と自認)／20歳代 (45)

30歳代 (57)

40歳代 (59)

50歳代 (66)

60歳代 (76)

70歳代以上 (54)

どちらともいえない (10)
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《男性優遇》は女性30歳代以上で５割から６割台となっているが、男性ではいずれの年代も５割以

下となっている。男性では「平等」が30歳代以上で４割以上となっている。 

 

法律や制度の上で 

 

 

 

  

  全  体 (869)

女性(と自認)／20歳代 (59)

30歳代 (80)

40歳代 (90)

50歳代 (92)

60歳代 (100)

70歳代以上 (64)

男性(と自認)／20歳代 (45)

30歳代 (57)

40歳代 (59)

50歳代 (66)

60歳代 (76)

70歳代以上 (54)

どちらともいえない (10)

8.5

16.3

15.6

16.3

11.0

15.6

4.4

1.8

5.1

9.1

5.3

1.9

10.0

37.3

41.3

48.9

50.0

45.0

35.9
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男女ともに年代を通じて《男性優遇》が５割以上となっており、特に女性の60歳代以下では８割台

を占めている。「平等」は男性60歳代で31.6％と男女通じて他の年代より多くなっている。 

 

政治の場で 

 

 

 

  

  全  体 (869)

女性(と自認)／20歳代 (59)

30歳代 (80)

40歳代 (90)

50歳代 (92)

60歳代 (100)

70歳代以上 (64)

男性(と自認)／20歳代 (45)

30歳代 (57)

40歳代 (59)

50歳代 (66)

60歳代 (76)

70歳代以上 (54)

どちらともいえない (10)
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《男性優遇》は女性30歳代から60歳代で８割以上、男性30歳代以上で７割以上となっている。「平等」

は男性70歳代以上で20.4％と男女ともに年代を通じて他の年代より多くなっている。 

 

社会通念・慣習・しきたりなどで 

 

 

 

  

  全  体 (869)

女性(と自認)／20歳代 (59)

30歳代 (80)

40歳代 (90)

50歳代 (92)

60歳代 (100)

70歳代以上 (64)

男性(と自認)／20歳代 (45)

30歳代 (57)

40歳代 (59)

50歳代 (66)

60歳代 (76)

70歳代以上 (54)

どちらともいえない (10)
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《男性優遇》は女性のすべての年代、男性では50歳代と70歳代以上で７割以上となっている。「平等」

は男性50歳代、60歳代で２割台と男女ともに年代を通じて他の年代より多くなっている。 

 

社会全体で 

 

 

 

 

  

  全  体 (869)
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30歳代 (80)

40歳代 (90)
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60歳代 (100)

70歳代以上 (64)

男性(と自認)／20歳代 (45)
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過去の調査と「平等」感に絞って比較すると、前回（平成27年度）調査から「職場」が5.6ポイント

増加しているが、それ以外では大きな差はみられない。 

 

経年比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

32.6 
20.8 

58.2 

18.0 
34.8 

19.2 
10.9 16.0 

31.1 
19.5 

58.0 

15.6 

35.9 

12.7 
11.1 

12.2 
29.3

19.6

57.3

21.2
32.1

13.3 10.2 13.3

0

20

40

60

80

家
庭

地
域
社
会

学
校
教
育
の
場

職
場

法
律
や
制
度
上

政
治
の
場

社
会
通
念
・慣
習
・

し
き
た
り

社
会
全
体

(%) 平成22年度調査 平成27年度調査 令和２年度調査



第２章 調査結果（市民アンケート調査） 

 26

（３）男女平等な社会にするため、今後必要なこと 

問３ あなたは、男女平等な社会にするために、今後どのようなことが必要だと思います

か。次の中からあてはまる番号をすべて選んでください。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男女平等な社会に必要なことは、「男性が積極的に家事・育児に参加できるよう、働き方や制度を見

直すこと」（64.9％）と「男性自身の意識をあらためること」（63.2％）の２項目が６割台と多く、次

いで「男性が女性の社会参画に理解を持ち、協力すること」（55.9％）、「子どもの時から､ 家庭や学校

で男女平等について教えること」（52.7％）が５割台、「政策決定の場に参画する女性の数を増やすこ

と」（46.7％）、「女性が経済力を持つこと」（44.8％）、「女性自身の意識をあらためること」（40.4％）

が４割台となっている。 

  

無回答

女性が経済力を持つこと

女性自身の意識をあらためること

市など行政機関が男女平等についての
情報を発信し、啓発すること

その他

わからない

特にない

n=(869)  

男性が積極的に家事・育児に参加できるよう、
働き方や制度を見直すこと

男性自身の意識をあらためること

男性が女性の社会参画に理解を持ち、
協力すること

子どもの時から､ 家庭や学校で男女平等に
ついて教えること

政策決定の場に参画する女性の数を増やすこと

64.9

63.2

55.9

52.7

46.7

44.8

40.4

26.5

4.5

1.6

1.0

1.0

0 20 40 60 80
(%)



第２章 調査結果（市民アンケート調査） 

 27

性別にみると、「女性が経済力を持つこと」は女性が52.3％で男性（34.4％）を17.9ポイント、「子

どもの時から、家庭や学校で男女平等について教えること」は女性が59.3％で男性（43.6％）を15.7

ポイント、「男性が積極的に家事・育児に参加できるよう、働き方や制度を見直すこと」は女性が

69.8％で男性(57.8％)を12.0ポイント上回っている。 

 

性別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

男性が積極的に家事・育児に参加できるよう、
働き方や制度を見直すこと

男性自身の意識をあらためること

男性が女性の社会参画に理解を持ち、
協力すること

子どもの時から､ 家庭や学校で男女平等に
ついて教えること

政策決定の場に参画する女性の数を
増やすこと

女性が経済力を持つこと

女性自身の意識をあらためること

市など行政機関が男女平等についての
情報を発信し、啓発すること

その他

わからない

特にない

無回答

69.8

63.0

57.6

59.3

46.7

52.3

39.3

28.2

3.9

1.0

1.2

1.2

57.8

63.7

54.2

43.6

47.2

34.4

41.6

24.3

5.3

2.0

0.8

0.8

70.0

50.0

40.0

60.0

40.0

40.0

60.0

20.0

10.0

20.0

-

-

0 20 40 60 80

女性（と自認) n=(486)  

男性（と自認) n=(358)  

どちらともいえない n=(10)  

(%)



第２章 調査結果（市民アンケート調査） 

 28

性・年代別にみると、「男性が積極的に家事・育児に参加できるよう、働き方や制度を見直すこと」

は女性では20歳代で83.1％、男性では20歳代で68.9％と最も多いが、それぞれ年代があがるにつれて

減少する傾向がみられる。「男性自身の意識をあらためること」は男女ともにほとんどの年代で５割以

上と共通した認識となっており、特に女性では、「男性が女性の社会参画に理解を持ち、協力するこ

と」、「子どもの時から､ 家庭や学校で男女平等について教えること」も年代を通じて５割以上となっ

ている。また、「政策決定の場に参画する女性の数を増やすこと」は20歳代で、「女性が経済力を持つ

こと」は50歳代、60歳代で、「女性自身の意識をあらためること」は50歳代で５割以上と他の年代より

多くなっている。男性では、「男性が女性の社会参画に理解を持ち、協力すること」が60歳代、70歳代

以上で６割台、「子どもの時から、家庭や学校で男女平等について教えること」が70歳代以上で５割台

となっている。「女性が経済力を持つこと」は20歳代から40歳代では２割台と少ないが、以降は年代が

上がるにつれて増加し、70歳代以上で50.0％となっている。 

 

性・年代別（上位８項目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ

□男性が積極的に家事・育
児に参加できるよう、働き
方や制度を見直すこと

□ 男性自身の意識をあら
ためること

□ 男性が女性の社会参
画に理解を持ち、協力
すること

□ 子どもの時から､ 家庭や
学校で男女平等につい
て教えること

  全  体 (869)

女性（と自認）／20歳代 (59)

30歳代 (80)

40歳代 (90)

50歳代 (92)

60歳代 (100)

70歳代以上 (64)

男性（と自認）／20歳代 (45)

30歳代 (57)

40歳代 (59)

50歳代 (66)

60歳代 (76)

70歳代以上 (54)

どちらともいえない (10)

ｎ

□政策決定の場に参画
する女性の数を増やす
こと

□女性が経済力を持つこ
と

□女性自身の意識をあら
ためること

□市など行政機関が男女
平等についての情報を
発信し、啓発すること

  全  体 (869)

女性（と自認）／20歳代 (59)

30歳代 (80)

40歳代 (90)

50歳代 (92)

60歳代 (100)

70歳代以上 (64)

男性（と自認）／20歳代 (45)

30歳代 (57)

40歳代 (59)

50歳代 (66)

60歳代 (76)

70歳代以上 (54)

どちらともいえない (10)

64.9

83.1

72.5

73.3

66.3

68.0

57.8

68.9

66.7

64.4

59.1

47.4

44.4

70.0

0 50 100 (%)

63.2

72.9

63.8

65.6

69.6

58.0

46.9

64.4

61.4

66.1

68.2

63.2

59.3

50.0

0 50 100 (%)

55.9

50.8

50.0

57.8

60.9

67.0

54.7

48.9

50.9

52.5

45.5

64.5

61.1

40.0

0 50 100 (%)

52.7

55.9

61.3

67.8

58.7

50.0

64.1

37.8

45.6

42.4

39.4

44.7

51.9

60.0

0 50 100 (%)

46.7

64.4

43.8

38.9

45.7

50.0

42.2

33.3

45.6

39.0

51.5

51.3

59.3

40.0

0 50 100 (%)

44.8

47.5

48.8

47.8

64.1

58.0

42.2

28.9

21.1

27.1

34.8

42.1

50.0

40.0

0 50 100 (%)

40.4

42.4

37.5

43.3

50.0

37.0

21.9

40.0

31.6

35.6

47.0

44.7

50.0

60.0

0 50 100 (%)

26.5

27.1

18.8

28.9

25.0

38.0

29.7

26.7

24.6

18.6

16.7

26.3

35.2

20.0

0 50 100 (%)
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過去の調査と比較すると、ほとんどの項目で前回（平成27年度）調査から増加しており、特に「子

どもの時から、家庭や学校で男女平等について教えること」は調査年ごとに増加の割合が大きい。 

 

経年比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊「わからない」、「特にない」は今回（令和２年度）調査からの選択肢 

  

男性が積極的に家事・育児に参加できるよう、
働き方や制度を見直すこと

男性自身の意識をあらためること

男性が女性の社会参画に理解を持ち、
協力すること

子どもの時から､ 家庭や学校で男女平等に
ついて教えること

政策決定の場に参画する女性の数を
増やすこと

女性が経済力を持つこと

女性自身の意識をあらためること

市など行政機関が男女平等についての
情報を発信し、啓発すること

その他

わからない

特にない

64.9

63.2

55.9

52.7

46.7

44.8

40.4

26.5

4.5

1.6

1.0

64.0

59.2

56.0

45.8

41.7

39.8

39.7

23.5

4.4

-

-

58.9

59.2

53.3

39.7

35.2

35.6

39.1

23.8

4.0

-

-

0 10 20 30 40 50 60 70

令和2年度調査 n=(869)  

平成27年度調査 n=(655)  

平成22年度調査 n=(795)  

(%)
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３．家庭・教育・介護 

（１）家庭内における性別役割分担 

問４ あなたの家庭では、次の仕事は男性・女性どちらが行っていますか。それぞれあては

まる番号を１つだけ選んでください。（○は１つずつ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  全  体 (869)

女性（と自認） (486)

男性（と自認） (358)

どちらともいえない (10)

  全  体 (869)

女性（と自認） (486)

男性（と自認） (358)

どちらともいえない (10)

  全  体 (869)

女性（と自認） (486)

男性（と自認） (358)

どちらともいえない (10)

  全  体 (869)

女性（と自認） (486)

男性（と自認） (358)

どちらともいえない (10)

2.1

10.3

8.1

3.3

14.8

10.0

6.2

2.9

10.9

5.1

1.4

10.1

10.0

85.6

67.6

90.0

61.9

72.8

46.9

60.0

52.8

65.0

37.4

30.0

68.0

78.0

55.3

60.0

11.1

19.6

10.0

27.8

22.4

35.5

30.0

38.8

30.7

48.9

70.0

24.7

18.9

32.1

30.0

1.2

2.5

2.2

1.4

2.8

2.2

1.4

2.8

2.2

1.6

2.5

(%)ｎ

5.4 78.0 14.6

2.0

主

に

男

性

が

行
っ

て

い

る

主

に

女

性

が

行
っ

て

い

る

男

女

と

も

に

行
っ

て

い

る

無

回

答

食
事
を
つ
く
る 

食
事
の
後
片
付
け
・ 

食
器
洗
い 
食
料
品
・
日
用
品 

の
買
い
物 

洗
濯
・
掃
除 
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  全  体 (869)

女性（と自認） (486)

男性（と自認） (358)

どちらともいえない (10)

  全  体 (869)

女性（と自認） (486)

男性（と自認） (358)

どちらともいえない (10)

  全  体 (869)

女性（と自認） (486)

男性（と自認） (358)

どちらともいえない (10)

42.0

55.3

30.0

15.0

9.7

22.1

10.0

30.8

25.9

38.3

10.0

21.8

8.4

10.0

64.2

72.4

53.9

80.0

38.6

45.1

29.6

50.0

34.2

33.8

60.0

18.4

16.0

21.2

10.0

27.6

26.7

28.8

30.0

2.1

2.5

2.4

1.9

2.8

3.0

2.3

3.4

10.0

(%)
ｎ

47.6 15.8 34.2

2.4
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男

性

が
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て

い
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主

に

女

性

が

行
っ
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無
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答

生
活
費
の
確
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家
計
費
の
管
理 

資
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・
財
産
の
管
理 
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家庭内における役割分担としては、「男女ともに行っている」は“食後の後片付け・食器洗い”、“食

料品・日用品の買い物”、“生活費の確保”で３割から４割台となっているが、それ以外の項目では、

概ねどちらかの性別に偏る傾向がみられる。「主に女性が行っている」は“食事の後片付け・食器洗

い”、“食料品・日用品の買い物”、“洗濯・掃除”といった家事系では22ポイント以上の差がみられ、

女性でより多くなっている。一方で「主に男性が行っている」では、“生活費の確保”、“家計費の管

理”、“資産・財産の管理”などの家計系で、12ポイント以上の差が見られ、男女の認識に隔たりがみ

られる。 

 

  全  体 (869)

女性（と自認） (486)

男性（と自認） (358)

どちらともいえない (10)

  全  体 (869)

女性（と自認） (486)

男性（と自認） (358)

どちらともいえない (10)

  全  体 (869)

女性（と自認） (486)

男性（と自認） (358)

どちらともいえない (10)

0.3

1.3

0.8

2.0

1.4

0.4

2.8

42.4

31.6

40.0

35.9

42.8

26.5

30.0

16.2

19.3

11.5

20.0

16.5

21.5

10.0

16.7

11.7

22.9

10.0

8.3

7.4

9.5

37.9

45.0

50.0

42.8

40.3

46.6

60.0

70.8

68.9

74.0

80.0

3.3

1.7

3.3

4.3

2.0

3.3

3.9

2.2

(%)
ｎ

0.1
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ど
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の
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話 

学
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行
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へ
の
参
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介
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（２）結婚・家庭・離婚観 

問５ 結婚、家庭、離婚についてご意見をお伺いします。次の意見について、それぞれあて

はまる番号を１つだけ選んでください。（○は１つずつ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  全  体 (869)

女性（と自認） (486)

男性（と自認） (358)

どちらともいえない (10)

  全  体 (869)

女性（と自認） (486)

男性（と自認） (358)

どちらともいえない (10)

  全  体 (869)

女性（と自認） (486)

男性（と自認） (358)

どちらともいえない (10)

  全  体 (869)

女性（と自認） (486)

男性（と自認） (358)

どちらともいえない (10)

  全  体 (869)

女性（と自認） (486)

男性（と自認） (358)

どちらともいえない (10)

56.2

47.8

60.0

3.2

2.7

3.6

40.0

44.0

35.2

30.0

30.5

32.5

27.9

40.0

35.0

43.0

24.3

30.0

24.3

24.9

10.0

28.8

32.3

23.7

10.0

23.0

23.5

22.6

30.0

28.8

30.7

27.1

20.0

26.2

25.9

26.5

20.0

10.5

17.6

10.0

31.1

31.9

31.0

20.0

18.5

15.0

23.2

20.0

17.6

15.6

20.1

20.0

6.4

4.5

9.2

10.0

1.2

3.6

23.8

21.8

26.3

40.0

5.2

2.9

8.1

5.6

3.5

8.4

4.6

2.9

7.0

10.0

7.0

5.0

20.0

12.5

10.9

14.5

30.0

12.7

14.2

10.1

20.0

16.7

17.1

15.4

20.0

27.2

23.5

31.8

30.0

0.8

1.1

0.6

0.4

0.8

0.6

0.4

0.8

0.8

0.6

1.1

0.6

0.2

1.1

(%)ｎ

52.9 23.9 13.7
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と
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の
方
が
不
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※
５ 



第２章 調査結果（市民アンケート調査） 

 34

 

※１ 結婚は個人の自由であるから、結婚してもしなくてもどちらでもよい 
※２ 女性は結婚したら、自分自身のことより、夫や子どもなど家族を中心に考えた方がよい 
※３ 結婚しても、必ずしも子どもを持つ必要はない 
※４ 結婚しても、相手に満足できないときは離婚すればよい 
※５ 一般に、今の社会では離婚すると女性の方が不利である 

 

 

結婚、家庭、離婚について聞いたところ、“女性は結婚したら、自分自身のことより、夫や子どもなど

家族を中心に考えた方がよい”以外の項目で、「賛成する」が３割以上となっており、これに「どちらか

といえば賛成する」をあわせた《賛成》は５割以上となっている。「女性は結婚したら、自分自身のこと

より、夫や子どもなど家族を中心に考えた方がよい」は《反対する》（「反対する」と「どちらかといえば

反対する」の計）が54.9％となっている。 

性別にみると、「賛成」は“一般に、今の社会では離婚すると女性の方が不利である”は女性が68.9％で、

男性の50.8％を18.1ポイント上回っており、離婚後の社会生活に温度差がみられる。《賛成》でみると、“結

婚は個人の自由であるから、結婚してもしなくてもどちらでもよい”は男女とも７割以上、“結婚しても、

必ずしも子どもを持つ必要はない”、“結婚しても、相手に満足できないときは離婚すればよい”は女性が

６割台、男性が５割台となっている。 
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女性では《賛成》は20歳代、30歳代で９割台を占め、以降、年代が上がるにつれて少なくなる。男

性では《賛成》は20歳代､30歳代で８割以上を占めている。《反対》は男性60歳代で35.5％、女性60歳

代以上、男性50歳代で２割台と比較的多くなっている。 

 

性・年代別 

結婚は個人の自由であるから、結婚してもしなくてもどちらでもよい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  全  体 (869)

女性(と自認)／20歳代 (59)

30歳代 (80)

40歳代 (90)

50歳代 (92)

60歳代 (100)

70歳代以上 (64)

男性(と自認)／20歳代 (45)

30歳代 (57)

40歳代 (59)

50歳代 (66)

60歳代 (76)

70歳代以上 (54)

どちらともいえない (10)

83.1

77.5

62.2

48.9

37.0

35.9

73.3

70.2

49.2

42.4

27.6

37.0

60.0

15.3

12.5

25.6

34.8

31.0

20.3

11.1

22.8

23.7

25.8

28.9

33.3

10.0

5.0

6.7

8.7

18.0

23.4

6.7

5.3

15.3

24.2

28.9

16.7

10.0

1.1

2.0

4.7

2.2

1.8

3.4

4.5

6.6

1.9

1.7

5.0

4.4

6.5

11.0

12.5

4.4

8.5

3.0

7.9

5.6

20.0

1.1

1.0

3.1

2.2

5.6

(%)ｎ

52.9 23.9 13.7

2.3

6.2

0.9

賛

成
す
る

ど

ち
ら
か

と
い

え
ば

賛

成
す
る

ど

ち
ら
か

と
い

え
ば

反

対
す
る

反

対
す
る

わ

か
ら
な

い

無

回
答
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《賛成》は男女とも年代が上がるにつれて多くなる傾向がみられるが、いずれの年代も半数以下と

なっている。《反対》は女性の20歳代から60歳代、男性の20歳代から50歳代で５割以上となっており、

特に女性20歳代では71.2％と他の年代より多くなっている。 

 

女性は結婚したら、自分自身のことより、夫や子どもなど家族を中心に考えた方がよい 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
  全  体 (869)

女性(と自認)／20歳代 (59)

30歳代 (80)

40歳代 (90)

50歳代 (92)

60歳代 (100)

70歳代以上 (64)

男性(と自認)／20歳代 (45)

30歳代 (57)

40歳代 (59)

50歳代 (66)

60歳代 (76)

70歳代以上 (54)

どちらともいえない (10)

1.3

4.4

4.0

6.3

4.4

1.8

1.7

5.3

9.3

20.3

28.8

36.7

38.0

30.0

37.5

11.1

21.1

20.3

21.2

28.9

37.0

10.0

25.4

28.8

34.4

35.9

32.0

32.8

24.4

33.3

39.0

31.8

35.5

16.7

20.0

45.8

30.0

17.8

15.2

22.0

4.7

37.8

31.6

22.0

31.8

15.8

24.1

40.0

8.5

11.3

5.6

9.8

12.0

18.8

20.0

10.5

16.9

15.2

14.5

11.1

30.0

1.1

1.1

2.2

1.8

1.9

(%)ｎ

3.2 28.8 31.1 23.8 12.5

0.6

賛

成

す

る

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

賛

成

す

る

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

反

対

す

る

反

対

す

る

わ

か

ら

な

い

無

回

答
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《賛成》は男女とも若い年代で多く、年代が上がるにつれて少なくなる傾向がみられ、特に女性20

歳代では95.0％、30歳代でも81.3％を占めている。《反対》は年代が高いほど多く、女性70歳代以上、

男性60歳代以上で４割台となっている。 

 

結婚しても、必ずしも子どもを持つ必要はない 

 

 

 

 

 

  

  全  体 (869)

女性(と自認)／20歳代 (59)

30歳代 (80)

40歳代 (90)

50歳代 (92)

60歳代 (100)

70歳代以上 (64)

男性(と自認)／20歳代 (45)

30歳代 (57)

40歳代 (59)

50歳代 (66)

60歳代 (76)

70歳代以上 (54)

どちらともいえない (10)

81.4

67.5

46.7

34.8

26.0

17.2

57.8

50.9

40.7

30.3

18.4

24.1

30.0

13.6

13.8

26.7

33.7

27.0

20.3

15.6

24.6

18.6

27.3

26.3

20.4

30.0

1.7

10.0

8.9

13.0

23.0

32.8

17.8

8.8

22.0

19.7

35.5

29.6

20.0

2.2

6.0

9.4

4.4

3.5

6.8

7.6

7.9

18.5

3.4

8.8

16.7

16.3

18.0

18.8

2.2

10.5

11.9

15.2

11.8

5.6

20.0

1.1

1.6

2.2

1.8

1.9

(%)ｎ

40.0 23.0 18.5 5.2 12.7

0.6

賛

成
す
る

ど

ち
ら
か

と
い

え
ば

賛

成
す
る

ど

ち
ら
か

と
い

え
ば

反

対
す
る

反

対
す
る

わ

か
ら
な

い

無

回
答
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女性では《賛成》は20歳代で77.9％と多く、以降、年代が上がるにつれて少なくなる。男性では

《賛成》は男性20歳代、30歳代、50歳代で６割以上となっている。《反対》は男女70歳代以上、男性40

歳代と60歳代で３割から４割台と他の年代より多くなっている。 

 

結婚しても、相手に満足できないときは離婚すればよい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  全  体 (869)

女性(と自認)／20歳代 (59)

30歳代 (80)

40歳代 (90)

50歳代 (92)

60歳代 (100)

70歳代以上 (64)

男性(と自認)／20歳代 (45)

30歳代 (57)

40歳代 (59)

50歳代 (66)

60歳代 (76)

70歳代以上 (54)

どちらともいえない (10)

50.8

43.8

37.8

22.8

26.0

17.2

37.8

36.8

22.0

34.8

18.4

20.4

40.0

27.1

27.5

33.3

40.2

27.0

26.6

33.3

24.6

25.4

33.3

21.1

27.8

20.0

6.8

15.0

10.0

15.2

20.0

26.6

8.9

14.0

22.0

12.1

30.3

29.6

20.0

3.4

3.3

4.3

4.0

6.3

11.1

7.0

8.5

7.6

13.2

1.9

11.9

13.8

14.4

17.4

23.0

20.3

6.7

15.8

22.0

10.6

17.1

18.5

20.0

1.1

3.1

2.2

1.8

1.5

1.9

(%)ｎ

30.5 28.8 17.6 5.6 16.7

0.8

賛

成
す
る

ど

ち
ら
か

と
い

え
ば

賛

成
す
る

ど

ち
ら
か

と
い

え
ば

反

対
す
る

反

対
す
る

わ

か
ら
な

い

無

回
答
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女性では《賛成》はいずれの年代も５割以上で、40歳代から60歳代では７割台となっている。男性

では《賛成》は20歳代で37.8％であるが、年代が上がるにつれて多くなり、70歳代以上で57.4％と

なっている。《反対》は男性の20歳代、30歳代で２割台となっている。 

 

一般に、今の社会では離婚すると女性の方が不利である 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
  全  体 (869)

女性(と自認)／20歳代 (59)

30歳代 (80)

40歳代 (90)

50歳代 (92)

60歳代 (100)

70歳代以上 (64)

男性(と自認)／20歳代 (45)

30歳代 (57)

40歳代 (59)

50歳代 (66)

60歳代 (76)

70歳代以上 (54)

どちらともいえない (10)

40.7

38.8

55.6

42.4

41.0

37.5

20.0

15.8

27.1

21.2

28.9

31.5

30.0

25.4

26.3

23.3

29.3

30.0

17.2

17.8

33.3

23.7

30.3

26.3

25.9

20.0

3.4

8.8

2.2

3.3

4.0

6.3

8.9

12.3

10.2

12.1

3.9

9.3

10.0

5.1

2.5

1.1

3.3

4.0

1.6

11.1

10.5

6.8

6.1

6.6

1.9

10.0

25.4

23.8

17.8

21.7

21.0

35.9

40.0

26.3

32.2

30.3

32.9

29.6

30.0

1.6

2.2

1.8

1.3

1.9

(%)ｎ

35.0 26.2 6.4 4.6 27.2

0.6

賛

成
す
る

ど

ち
ら
か

と
い

え
ば

賛

成
す
る

ど

ち
ら
か

と
い

え
ば

反

対
す
る

反

対
す
る

わ

か
ら
な

い

無

回
答
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過去の調査と比較すると、《賛成》では“結婚しても、必ずしも子どもを持つ必要はない”、“結婚し

ても、相手に満足できないときは離婚すればよい”は12ポイント以上、“結婚は個人の自由であるから、

結婚してもしなくてもどちらでもよい”は9.0ポイント前回（平成27年度）調査から増加しており、結

婚観が幅広くなってきていることが伺えるが、“女性は結婚したら、自分自身のことより、夫や子ども

など家族を中心に考えた方がよい”は前々回（平成22年度）調査から今回（令和２年度）調査にかけ

て３割から４割台と一定数みられる。 

 

経年比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般に、今の社会では離婚
すると女性の方が不利である

【各項目のグラフ】
上： R2調査(n=869)
中：H27調査(n=655)
下：H22調査(n=795)

結婚は個人の自由であるから、
結婚してもしなくても

どちらでもよい

女性は結婚したら、自分自身の
ことより、夫や子どもなど家族を

中心に考えた方がよい

結婚しても、必ずしも子どもを
持つ必要はない

結婚しても、相手に満足
できないときは離婚すればよい

23.9 

26.7 

23.6 

28.8 

34.2 

28.1 

23.0 

20.9 

17.5 

28.8 

27.5 

20.4 

26.2 
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51.9 

020406080100
(%)

《賛成》
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（３）「男らしさ、女らしさと」いう考え方を意識すること 

問６ あなたは子どもを教育する場合、「男らしさ、女らしさ」という考え方を意識します

か｡次の中からあてはまる番号を１つだけ選んでください。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男らしさ・女らしさという考え方を「意識する」は16.2％、「多少意識する」は48.4％で、両者をあ

わせた《意識する》は64.6％となっている。一方、「全く意識しない」は6.3％、「あまり意識しない」

は24.5％で両者をあわせた《意識しない》は30.8％となっている。 

性別にみても、特に大きな違いはみられない。 

  

  全  体 (869)

女性（と自認） (486)

男性（と自認） (358)

どちらともいえない (10)

12.6

20.7

20.0

51.6

45.3

40.0

27.0

20.7

30.0

5.1

7.8

10.0

3.3

4.7

0.4

0.8

(%)ｎ

16.2 48.4 24.5 6.3 3.9

0.6

意

識

す

る

多

少

意

識

す

る

あ

ま

り

意

識

し

な

い

全

く

意

識

し

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答



第２章 調査結果（市民アンケート調査） 

 42

性・年代別にみると、《意識する》は女性ではいずれの年代も５割以上で、特に40歳代と70歳代以上

では７割台となっている。男性ではいずれの年代も《意識する》は６割台となっている。 

 

性・年代別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  全  体 (869)

女性(と自認)／20歳代 (59)

30歳代 (80)

40歳代 (90)

50歳代 (92)

60歳代 (100)

70歳代以上 (64)

男性(と自認)／20歳代 (45)

30歳代 (57)

40歳代 (59)

50歳代 (66)

60歳代 (76)

70歳代以上 (54)

どちらともいえない (10)

10.2

12.5

13.3

14.1

12.0

12.5

11.1

15.8

22.0

16.7

28.9

25.9

20.0

40.7

51.3

64.4

47.8

46.0

57.8

53.3

49.1

44.1

47.0

39.5

40.7

40.0

39.0

26.3

15.6

30.4

31.0

21.9

17.8

21.1

22.0

19.7

22.4

20.4

30.0

5.1

5.0

3.3

5.4

8.0

3.1

11.1

7.0

3.4

7.6

9.2

9.3

10.0

5.1

5.0

3.3

2.2

2.0

3.1

4.4

7.0

8.5

7.6

1.9

1.0

1.6

2.2

1.5

1.9

(%)
ｎ

16.2 48.4 24.5 6.3 3.9

0.6

意

識
す
る

多

少
意
識

す
る

あ

ま
り
意

識
し

な
い

全

く
意
識

し
な

い

わ

か
ら
な

い

無

回
答
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過去の調査と比較すると、《意識する》は前回（平成27年度）調査までは７割台で推移していたが、

今回（令和２年度）調査では前回調査から11.1ポイント減少し、《意識しない》が10.5ポイント増加し

ている。 

 

経年比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年度調査 (869)

平成27年度調査 (655)

平成22年度調査 (765)
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し
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な

い

無

回

答
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（４）子どもの教育についての考え方 

問７ あなたは、次の子どもの教育についてどのようにお考えですか。それぞれの中からあ

てはまる番号を１つだけ選んでください。（○は１つずつ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  全  体 (869)

女性（と自認） (486)

男性（と自認） (358)

どちらともいえない (10)

  全  体 (869)

女性（と自認） (486)

男性（と自認） (358)

どちらともいえない (10)

  全  体 (869)

女性（と自認） (486)

男性（と自認） (358)

どちらともいえない (10)

  全  体 (869)

女性（と自認） (486)

男性（と自認） (358)

どちらともいえない (10)

34.4

24.9

40.0

58.6

63.4

52.0

80.0

24.3

23.7

24.9

30.0

77.2

81.1

72.6

70.0

43.0

45.0

30.0

29.1

27.4

31.8

10.0

23.0

23.7

22.3
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15.6
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20.0

15.2

21.8

20.0

7.6

6.8

8.9

36.2

36.8

36.3

50.0

1.3

0.8

2.0

6.6

7.0

10.0

3.6

1.6

5.9

10.0

14.8

14.4

14.8

10.0

2.9

1.9

3.9

10.0

0.8

1.4

1.2

0.8

1.4

1.6

1.4

1.7

1.0

0.6

1.1

(%)
ｎ
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の
出
席
簿
や

座
席
な
ど
を
男
女
で
分

け
る
こ
と
を
な
く
す 

性
別
に
関
係
な
く
能
力

や
個
性
を
生
か
せ
る
よ

う
な
指
導
を
す
る 
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子どもの教育についての考え方は、「重要である」では“性別に関係なく能力や個性を生かせるよう

な指導をする”、“性についての正しい教育をする”で７割台となっている。「やや重要である」をあわ

せた《重要》でみると、多くの項目で７割以上となっており、特に“性別に関係なく能力や個性を生

かせるような指導をする”、“性についての正しい教育をする”は９割台となっている。一方、「重要で

はない」は“小・中学校の出席簿や座席などを男女で分けることをなくす”で36.2％と他の項目より

多くなっている。 

性別にみると、子どもの教育についての考え方は、ほとんどの項目で《重要》が多数を占めている

が、“小・中学校の出席簿や座席などを男女で分かることをなくす”は男女とも４割台となっており、

「重要ではない」が３割台と他の項目よりも多くなっている。 

 

  

  全  体 (869)

女性（と自認） (486)

男性（と自認） (358)

どちらともいえない (10)

  全  体 (869)

女性（と自認） (486)

男性（と自認） (358)

どちらともいえない (10)

  全  体 (869)

女性（と自認） (486)

男性（と自認） (358)

どちらともいえない (10)

41.4

41.1

60.0

70.0

73.3

65.6

80.0

52.0

56.2

46.1

70.0

36.4

36.6

23.8

22.6

26.0

32.1

30.2

35.5

10.0

11.7

12.8

30.0

2.0

0.8

3.4

10.0

7.1

6.8

7.8

9.5

8.1

10.0

3.0

2.3

3.6

10.0

6.9

4.9

8.9

20.0

1.0

1.4

1.3

1.0

1.4

1.8

1.9

1.7

(%)
ｎ

41.3 36.0 12.3 9.1

1.3

重

要

で

あ

る

や

や

重

要

で

あ

る

重

要

で

は

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

男
女
の
差
別
的
な
社
会

の
仕
組
み
や
歴
史
に
つ
い

て
認
識
を
深
め
る 

性
に
つ
い
て
の
正
し
い 

教
育
を
す
る 

多
様
な
結
婚
観
・家
庭
観

が
あ
る
こ
と
を
教
え
る 
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《重要》は女性ではいずれの年代も６割以上となっており、20歳代、40歳代、50歳代で８割台、男

性ではいずれの年代も５割以上となっており、20歳代、30歳代で８割台となっている。「重要ではない」

は女性30歳代と60歳代で、男性40歳代以上で２割台となっている。 

 

性・年代別 

男らしい・女らしい遊びや躾を押し付けない 

 

 

 

  

  全  体 (869)

女性(と自認)／20歳代 (59)

30歳代 (80)

40歳代 (90)

50歳代 (92)

60歳代 (100)

70歳代以上 (64)

男性(と自認)／20歳代 (45)

30歳代 (57)

40歳代 (59)

50歳代 (66)

60歳代 (76)

70歳代以上 (54)

どちらともいえない (10)

55.9

45.0

32.2

21.7

33.0

23.4

40.0

35.1

16.9

24.2

18.4

20.4

40.0

32.2

31.3

48.9

58.7

38.0

45.3

40.0

47.4

40.7

42.4

50.0

48.1

30.0

6.8

20.0

14.4

9.8

22.0

15.6

15.6

12.3

28.8

24.2

25.0

20.4

20.0

3.4

3.8

4.4

9.8

6.0

12.5

2.2

5.3

13.6

9.1

5.3

5.6

10.0

1.7

1.0

3.1

2.2

1.3

5.6

(%)
ｎ

30.5 43.4 18.2 6.8

1.2

重

要
で
あ

る

や

や
重
要

で
あ

る

重

要
で
は

な
い

わ

か
ら
な

い

無

回
答
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男女通じていずれの年代も《重要》が７割以上となっており、女性の40歳代、50歳代では９割以上

を占めている。 

 

男女の区別なく家事の分担をさせる 

 

 

 

 

  

  全  体 (869)

女性(と自認)／20歳代 (59)

30歳代 (80)

40歳代 (90)

50歳代 (92)

60歳代 (100)

70歳代以上 (64)

男性(と自認)／20歳代 (45)

30歳代 (57)

40歳代 (59)

50歳代 (66)

60歳代 (76)

70歳代以上 (54)

どちらともいえない (10)

76.3

75.0

66.7

65.2

58.0

37.5

71.1

63.2

52.5

47.0

42.1

44.4

80.0

13.6

15.0

31.1

29.3

26.0

50.0

17.8

26.3

28.8

40.9

36.8

35.2

10.0

8.5

7.5

1.1

4.3

12.0

7.8

6.7

1.8

10.2

7.6

11.8

13.0

1.7

2.5

1.1

1.1

1.0

3.1

2.2

7.0

8.5

4.5

7.9

3.7

10.0

3.0

1.6

2.2

1.8

1.3

3.7

(%)
ｎ

58.6 29.1 7.6 3.6

1.2

重

要

で

あ

る

や

や

重

要

で

あ

る

重

要

で

は

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答
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《重要》は男女を通じて３割以上となっており、女性では20歳代、60歳代、男性では20歳代、60歳

代以上で５割台となっている。「重要ではない」は男女30歳代から50歳代で４割台となっている。 

 

小・中学校の出席簿や座席などを男女で分けることをなくす 

 

 

 

 

  

  全  体 (869)

女性(と自認)／20歳代 (59)

30歳代 (80)

40歳代 (90)

50歳代 (92)

60歳代 (100)

70歳代以上 (64)

男性(と自認)／20歳代 (45)

30歳代 (57)

40歳代 (59)

50歳代 (66)

60歳代 (76)

70歳代以上 (54)

どちらともいえない (10)

37.3

20.0

22.2

12.0

25.0

31.3

35.6

21.1

18.6

21.2

25.0

31.5

30.0

18.6

21.3

24.4

27.2

30.0

15.6

20.0

21.1

15.3

21.2

28.9

24.1

10.0

33.9

47.5

44.4

41.3

28.0

23.4

33.3

47.4

45.8

40.9

27.6

24.1

50.0

8.5

11.3

8.9

18.5

14.0

26.6

8.9

8.8

20.3

16.7

15.8

16.7

10.0

1.7

1.1

3.0

3.1

2.2

1.8

2.6

3.7

(%)
ｎ

24.3 23.0 36.2 14.8

1.6

重

要
で
あ

る

や

や
重
要

で
あ

る

重

要
で
は

な
い

わ

か
ら
な

い

無

回
答
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男女通じたほとんどの年代で《重要》が９割以上を占めている。 
 

性別に関係なく能力や個性を生かせるような指導をする 

 

 

 

 

  

  全  体 (869)

女性(と自認)／20歳代 (59)

30歳代 (80)

40歳代 (90)

50歳代 (92)

60歳代 (100)

70歳代以上 (64)

男性(と自認)／20歳代 (45)

30歳代 (57)

40歳代 (59)

50歳代 (66)

60歳代 (76)

70歳代以上 (54)

どちらともいえない (10)

91.5

85.0

83.3

77.2

79.0

71.9

86.7

70.2

57.6

75.8

69.7

81.5

70.0

6.8

12.5

15.6

20.7

16.0

20.3

6.7

24.6

30.5

18.2

22.4

14.8

20.0

1.1

2.0

1.6

1.8

3.4

3.0

1.3

1.9

2.5

2.2

2.0

4.7

4.4

1.8

8.5

3.0

5.3

10.0

1.7

1.0

1.6

2.2

1.8

1.3

1.9

(%)
ｎ

77.2 17.6

1.3

2.9

1.0

重

要

で

あ

る

や

や

重

要

で

あ

る

重

要

で

は

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答
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男女通じたすべての年代で《重要》が７割以上となっている。 

 

男女の差別的な社会の仕組みや歴史について認識を深める 

 

 

 

  

  全  体 (869)

女性(と自認)／20歳代 (59)

30歳代 (80)

40歳代 (90)

50歳代 (92)

60歳代 (100)

70歳代以上 (64)

男性(と自認)／20歳代 (45)

30歳代 (57)

40歳代 (59)

50歳代 (66)

60歳代 (76)

70歳代以上 (54)

どちらともいえない (10)

59.3

40.0

37.8

35.9

39.0

42.2

51.1

38.6

27.1

34.8

42.1

57.4

60.0

27.1

35.0

43.3

43.5

32.0

34.4

24.4

47.4

44.1

40.9

34.2

24.1

5.1

17.5

14.4

8.7

17.0

3.1

11.1

10.5

16.9

18.2

10.5

9.3

30.0

6.8

7.5

4.4

12.0

10.0

17.2

11.1

1.8

11.9

6.1

11.8

5.6

10.0

1.7

2.0

3.1

2.2

1.8

1.3

3.7

(%)
ｎ

41.3 36.0 12.3 9.1

1.3

重

要
で
あ

る

や

や
重
要

で
あ

る

重

要
で
は

な
い

わ

か
ら
な

い

無

回
答
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男女通じたすべての年代で《重要》が８割以上となっている。 

 

性についての正しい教育をする 

 

 

  

  全  体 (869)

女性(と自認)／20歳代 (59)

30歳代 (80)

40歳代 (90)

50歳代 (92)

60歳代 (100)

70歳代以上 (64)

男性(と自認)／20歳代 (45)

30歳代 (57)

40歳代 (59)

50歳代 (66)

60歳代 (76)

70歳代以上 (54)

どちらともいえない (10)

79.7

76.3

73.3

68.5

74.0

68.8

75.6

70.2

57.6

63.6

63.2

68.5

80.0

15.3

22.5

25.6

28.3

20.0

21.9

22.2

21.1

30.5

28.8

28.9

20.4

1.1

1.1

2.0

3.5

5.1

3.0

2.6

5.6

10.0

3.4

1.3

2.2

2.0

6.3

3.5

6.8

4.5

3.9

1.9

10.0

1.7

2.0

3.1

2.2

1.8

1.3

3.7

(%)
ｎ

70.0 23.8

2.0

3.0

1.3

重

要

で

あ

る

や

や

重

要

で

あ

る

重

要

で

は

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答



第２章 調査結果（市民アンケート調査） 

 52

男女通じたすべての年代で《重要》が７割以上となっており、特に女性20歳代、30歳代、50歳代で

は９割以上となっている。 

 

多様な結婚観・家庭観があることを教える 

 

 

 

 

 

  

  全  体 (869)

女性(と自認)／20歳代 (59)

30歳代 (80)

40歳代 (90)

50歳代 (92)

60歳代 (100)

70歳代以上 (64)

男性(と自認)／20歳代 (45)

30歳代 (57)

40歳代 (59)

50歳代 (66)

60歳代 (76)

70歳代以上 (54)

どちらともいえない (10)

78.0

66.3

62.2

53.3

42.0

40.6

66.7

47.4

35.6

40.9

40.8

53.7

70.0

15.3

26.3

26.7

37.0

37.0

34.4

22.2

42.1

40.7

37.9

35.5

31.5

10.0

3.4

5.0

8.9

2.2

13.0

6.3

4.4

3.5

6.8

15.2

9.2

3.7

1.7

2.5

2.2

7.6

4.0

12.5

4.4

5.3

15.3

6.1

13.2

7.4

20.0

1.7

4.0

6.3

2.2

1.8

1.7

1.3

3.7

(%)
ｎ

52.0 32.1 7.1 6.9

1.8

重

要
で
あ

る

や

や
重
要

で
あ

る

重

要
で
は

な
い

わ

か
ら
な

い

無

回
答
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過去の調査と比較すると、“小・中学校の出席簿や座席などを男女で分けることをなくす”では《重

要》が前回（平成27年度）調査の42.0％から今回（令和２年度）調査の47.3％へと5.3ポイント増加し

ているが、それ以外では大きな差はみられない。 

 

経年比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性についての正しい
教育をする

多様な結婚観・家庭観が
あることを教える

男女の差別的な社会の
仕組みや歴史について

認識を深める

【各項目のグラフ】
上： R1調査(n=869)
中：H27調査(n=655)
下：H22調査(n=795)

男らしい・女らしい遊びや
躾を押し付けない

男女の区別なく家事の
分担をさせる

小・中学校の出席簿や
座席などを男女で
分けることをなくす

性別に関係なく能力や個性を
生かせるような指導をする

30.5 

24.3 

16.1 

58.6 

53.3 

52.2 

24.3 

21.2 

19.7 

77.2 

74.2 

70.2 

41.3 

40.0 

33.2 

70.0 

67.8 

66.5 

52.0 

47.8 

42.1 

43.4 

46.0 

51.6 

29.1 

34.5 

34.8 

23.0 

20.8 

22.6 

17.6 

18.9 

21.9 

36.0 

34.7 

39.2 

23.8 

26.3 

26.3 

32.1 

35.6 

37.2 

73.9 

70.3 

67.7 

87.7 

87.8 

87.0 

47.3 

42.0 

42.3 

94.8 

93.1 

92.1 

77.3 

74.7 

72.4 

93.8 

94.1 

92.8 

84.1 

83.4 

79.3 

020406080100
(%)

《重要》

重要である やや重要である

18.2 

21.2 

22.6 

7.6 

7.8 

7.8 

36.2 

43.2 

43.6 

1.3 

2.4 

3.3 

12.3 

14.0 

15.5 

2.0 

2.3 

2.0 

7.1 

7.9 

11.2 

0 20 40 60 80 100
(%)

《重要ではない》

重要ではない
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（５）男性にも家事等の家庭内の役割を担ってもらうために 

問８ 家事や育児・介護等の家庭内の役割を男性も担うには、どうしたらよいと思います

か。次の中からあてはまる番号をすべて選んでください。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭内の役割を男性にも担ってもらうためには、「男性も家事・育児・介護の仕方を身につける」が

73.9％で最も多く、次いで「家庭で、男性に家事・育児・介護への参加を働きかける」が51.9％、「行

政が男性の家事・育児・介護への参加を促す啓発活動・学習活動を実施する」が44.9％、「男性が働き

方（就業時間等）を個人の裁量で決められるようにする」（37.9％）、「女性が経済的に自立する」

（34.8％）、「男性が労働時間を短くする」（31.5％）が３割台となっている。 

  

女性が経済的に自立する

男性が労働時間を短くする

男性が家事・育児・介護を担う必要はない

その他

わからない

無回答

n=(869)  

男性も家事・育児・介護の仕方を身につける

家庭で、男性に家事・育児・介護への参加を働きかける

行政が男性の家事・育児・介護への参加を
促す啓発活動・学習活動を実施する

男性が働き方（就業時間等）を個人の
裁量で決められるようにする

73.9

51.9

44.9

37.9

34.8

31.5

1.4

4.5

2.6

0.6

0 20 40 60 80
(%)
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性別にみると、「家庭で、男性に家事・育児・介護への参加を働きかける」は女性が60.3％と男性

（40.2％）を20.1ポイント、「女性が経済的に自立する」は女性が40.9％と男性（26.0％）を14.9ポイ

ント上回っている。 

 

性別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

男性が労働時間を短くする

男性が家事・育児・介護を担う必要はない

その他

わからない

無回答

男性も家事・育児・介護の仕方を身につける

家庭で、男性に家事・育児・介護への参加を働きかける

行政が男性の家事・育児・介護への参加を
促す啓発活動・学習活動を実施する

男性が働き方（就業時間等）を個人の
裁量で決められるようにする

女性が経済的に自立する

78.8

60.3

46.7

35.4

40.9

25.5

1.2

3.5

2.5

0.4

67.9

40.2

42.5

42.2

26.0

38.5

1.7

5.0

2.8

0.6

70.0

60.0

30.0

40.0

60.0

60.0

-

40.0

-

-

0 20 40 60 80 100

女性（と自認) n=(486)  

男性（と自認) n=(358)  

どちらともいえない n=(10)  

(%)
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性・年代別にみると、女性では「男性も家事・育児・介護の仕方を身につける」はすべての年代で

７割以上となっている。女性ではこの他、「家庭で、男性に家事・育児・介護への参加を働きかける」

は20歳代、60歳代で７割台、「行政が男性の家事・育児・介護への参加を促す啓発活動・学習活動を実

施する」は20歳代、50歳代で５割台と他の年代より多い。また、「男性が働き方（就業時間等）を個人

の裁量で決められるようにする」は女性20歳代で52.5％だが、年代が上がるにつれて減少し、70歳代

以上では25.0％となっている。男性では「男性も家事・育児・介護の仕方を身につける」は50歳代以

上で７割台となっている。「男性が働き方（就業時間等）を個人の裁量で決められるようにする」は20

歳代で60.0％と他の年代より多くなっている。 

 

性・年代別（上位６項目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ

□男性も家事・育児・介護
の仕方を身につける

□家庭で、男性に家事・
育児・介護への参加を
働きかける

□行政が男性の家事・育児・
介護への参加を促す啓発
活動・学習活動を実施する

  全  体 (869)

女性（と自認）／20歳代 (59)

30歳代 (80)

40歳代 (90)

50歳代 (92)

60歳代 (100)

70歳代以上 (64)

男性（と自認）／20歳代 (45)

30歳代 (57)

40歳代 (59)

50歳代 (66)

60歳代 (76)

70歳代以上 (54)

どちらともいえない (10)

ｎ

□男性が働き方（就業時
間等）を個人の裁量で
決められるようにする

□女性が経済的に自立
する

□男性が労働時間を短く
する

  全  体 (869)

女性（と自認）／20歳代 (59)

30歳代 (80)

40歳代 (90)

50歳代 (92)

60歳代 (100)

70歳代以上 (64)

男性（と自認）／20歳代 (45)

30歳代 (57)

40歳代 (59)

50歳代 (66)

60歳代 (76)

70歳代以上 (54)

どちらともいえない (10)

73.9

76.3

70.0

76.7

85.9

85.0

75.0

62.2

56.1

54.2

74.2

77.6

79.6

70.0

0 50 100
(%)

51.9

71.2

51.3

50.0

57.6

71.0

62.5

31.1

26.3

28.8

43.9

48.7

57.4

60.0

0 50 100
(%)

44.9

52.5

45.0

45.6

54.3

45.0

37.5

35.6

38.6

44.1

43.9

47.4

42.6

30.0

0 50 100
(%)

37.9

52.5

40.0

37.8

31.5

30.0

25.0

60.0

42.1

45.8

48.5

27.6

35.2

40.0

0 50 100
(%)

34.8

40.7

33.8

40.0

45.7

47.0

35.9

17.8

29.8

25.4

18.2

27.6

35.2

60.0

0 50 100
(%)

31.5

32.2

30.0

24.4

27.2

21.0

20.3

53.3

52.6

42.4

37.9

26.3

25.9

60.0

0 50 100
(%)
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過去の調査と比較しても、前回（平成27年度）調査とは大きな差はみられない。 

 

経年比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊「わからない」は今回（令和２年度）調査からの選択肢 

＊前々回（平成22年度）調査では回答数制限２つまで 

 

  

男性も家事・育児・介護の仕方を身につける

家庭で、男性に家事・育児・介護への参加を働きかける

行政が男性の家事・育児・介護への参加を
促す啓発活動・学習活動を実施する

男性が働き方（就業時間等）を個人の
裁量で決められるようにする

女性が経済的に自立する

男性が労働時間を短くする

男性が家事・育児・介護を担う必要はない

その他

わからない

73.9

51.9

44.9

37.9

34.8

31.5

1.4

4.5

2.6

74.4

47.8

46.0

38.6

30.1

31.1

0.8

4.7

-

46.8

26.9

38.4

31.9

12.3

16.6

1.3

6.8

-

0 20 40 60 80

令和2年度調査 n=(869)  

平成27年度調査 n=(655)  

平成22年度調査 n=(795)  

(%)
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４.職業生活について 

（１）女性が職業を持つことについての考え 

問９ あなたは、女性が職業をもつことについて、どのようにお考えですか。次の中からあ

てはまる番号を１つだけ選んでください。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女性が職業を持つことについての考えとしては、「結婚や出産で一時仕事を辞めても、子どもが大き

くなったら再び仕事を持つ方がよい」が35.4％と最も多く、「結婚し出産しても、ずっと仕事を続ける

方がよい」（27.3％）、「結婚や出産後も仕事は続けるが、フルタイム（常勤）ではなく、パートタイム

（短時間労働）に切り替えるなど、負担を軽くする方がよい」（22.3％）が２割台となっており、ライ

フステージの変化後も何らかの形で仕事の継続を望む声は８割以上と多い。 

性別にみても、特に大きな違いはみられない。 

  

  全  体 (869)

女性（と自認） (486)

男性（と自認） (358)

どちらともいえない (10)

0.3

0.6

0.3
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26.5
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4.7

0.6

0.6

(%)ｎ
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も
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イ
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）

で

は

な

く
、
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イ
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な

ど
、
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を
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く

す

る

方

が

よ

い

そ

の

他

わ

か

ら
な

い

無

回

答
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性・年代別にみると、「結婚や出産で一時仕事を辞めても、子どもが大きくなったら再び仕事を持つ

方がよい」は女性の若年層で２割台となっているが、年代が上がるにつれて多くなり、60歳代以上で

は４割台となっている。男性では「結婚や出産で一時仕事を辞めても、子どもが大きくなったら再び

仕事を持つ方がよい」が20歳代で42.2％と他の年代より多くなっている。「結婚し出産しても、ずっと

仕事を続ける方がよい」は男女30歳代、男性60歳代で３割台となっている。また、「結婚や出産後も仕

事は続けるが、フルタイム（常勤）ではなく、パートタイム（短時間労働）に切り替えるなど、負担

を軽くする方がよい」は女性20歳代で40.7％と男女の年代通じ、より多くなっている。 

 

性・年代別 

 

 

 

 

 

 

 

  

  全  体 (869)

女性(と自認)／20歳代 (59)

30歳代 (80)

40歳代 (90)

50歳代 (92)

60歳代 (100)

70歳代以上 (64)

男性(と自認)／20歳代 (45)

30歳代 (57)

40歳代 (59)

50歳代 (66)

60歳代 (76)

70歳代以上 (54)

どちらともいえない (10)
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1.7

1.1

1.6

1.7
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現在の就業状況別にみても、大きな差はみられないが、「結婚や出産で一時仕事を辞めても、子ども

が大きくなったら再び仕事を持つ方がよい」は未就労者でやや多くなっている。 

 

現在の就業状況別（問11） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

過去の調査と比較すると、「結婚し出産しても、ずっと仕事を続ける方がよい」は前回（平成27年度）

調査の18.0％から今回（令和２年度）調査の27.3％へと9.3ポイント増加している。 

 

経年比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  全  体 (869)
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働いていない (220)
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【参考（内閣府調査）】 

 

女性が職業をもつことに対する意識 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男女共同参画社会に関する世論調査（令和元年９月調査） 

総数 (2,645)
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男性 (1,238)
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（２）職業生活と家庭生活を両立させるために必要なこと 

問10 あなたは、男女とも職業生活と家庭生活を両立させていくために、どのようなことが

必要だと思いますか。次の中からあてはまる番号をすべて選んでください。 

（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職業生活と家庭生活の両立させるために必要なことは、「男女が共に仕事と家庭を両立していくこと

に対して、周囲の理解と協力があること」（68.9％）、「育児・介護休業中の賃金や手当などの経済的支

援を充実する」（66.7％）、「育児・介護休業制度を利用しやすいように代わりの人員の確保など職場環

境を整備する」（65.7％）、「保育所や学童保育の整備、保育時間の延長など保育内容を充実する」

（63.3％）、「在宅勤務、フレックスタイム制など柔軟な勤務制度を導入する」（60.2％）の５項目が６

割台と多く、これに「パート・契約社員・派遣などの非正規社員の労働条件を改善する」（52.4％）、

「企業等が再雇用制度を充実させる」（48.8％）が５割前後で次いでいる。 

 

  

職務上必要な教育・訓練等の機会や内容を充実する

その他

わからない

無回答

保育所や学童保育の整備、保育時間の延長など
保育内容を充実する

在宅勤務、フレックスタイム制など柔軟な
勤務制度を導入する

パート・契約社員・派遣などの非正規社員の
労働条件を改善する

企業等が再雇用制度を充実させる

ホームヘルパーや介護施設を充実させる

男性中心の職場運営を見直す

n=(869)  

男女が共に仕事と家庭を両立していくことに対して、
周囲の理解と協力があること

育児・介護休業中の賃金や手当などの
経済的支援を充実する

育児・介護休業制度を利用しやすいように代わりの
人員の確保など職場環境を整備する

68.9

66.7

65.7

63.3

60.2

52.4

48.8

39.9

34.6

23.0

2.0

1.3

0.2

0 20 40 60 80 (%)



第２章 調査結果（市民アンケート調査） 

 63

性別にみると、多くの項目で女性の方が多くなっており、「男女が共に仕事と家庭を両立していくこ

とに対して、周囲の理解と協力があること」では女性が74.7％と男性（61.7％）を13.0ポイント、「男

性中心の職場運営を見直す」では女性が36.8％と男性（30.7％）を6.1ポイント上回っている。 

 

性別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

男女が共に仕事と家庭を両立していくことに対して、
周囲の理解と協力があること

育児・介護休業中の賃金や手当などの
経済的支援を充実する

育児・介護休業制度を利用しやすいように代わりの
人員の確保など職場環境を整備する

保育所や学童保育の整備、保育時間の延長など
保育内容を充実する

その他

わからない

在宅勤務、フレックスタイム制など柔軟な
勤務制度を導入する

パート・契約社員・派遣などの非正規社員の
労働条件を改善する

企業等が再雇用制度を充実させる

ホームヘルパーや介護施設を充実させる

男性中心の職場運営を見直す

職務上必要な教育・訓練等の機会や内容を充実する

74.7

67.1

66.5

63.4

62.1

53.9

50.0

39.5

36.8

23.3

1.6

0.8

61.7

66.8

63.4

63.1

57.3

50.0

46.6

40.5

30.7

22.1

2.2

2.0

80.0

80.0

90.0

80.0

70.0

70.0

50.0

50.0

70.0

40.0

10.0

-

0 20 40 60 80 100

女性 n=(486)  

男性 n=(358)  

どちらともいえない n=(10)  

(%)
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性・年代別にみると、「男女が共に仕事と家庭を両立していくことに対して、周囲の理解と協力があ

ること」、「育児・介護休業中の賃金や手当などの経済的支援を充実する」、「育児・介護休業制度を利

用しやすいように代わりの人員の確保など職場環境を整備する」、「保育所や学童保育の整備、保育時

間の延長など保育内容を充実する」は男女を通じた多くの年代で５割以上となっており、特に「男女

が共に仕事と家庭を両立していくことに対して、周囲の理解と協力があること」の女性20歳代、「育

児・介護休業制度を利用しやすいように代わりの人員の確保など職場環境を整備する」の男女20歳代

で８割台と多く、共通した認識となっている。「在宅勤務、フレックスタイム制など柔軟な勤務制度を

導入する」は男女とも20歳代で７割台となっており、以降、年代が上がるにつれて少なくなる。「パー

ト・契約社員・派遣などの非正規社員の労働条件を改善する」は男女50歳代以上で５割以上となって

いる。また、「ホームヘルパーや介護施設を充実させる」は男女50歳代で５割台と他の年代より多く

なっている。 

 

性・年代別（上位８項目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ

□男女が共に仕事と家庭を
両立していくことに対して、
周囲の理解と協力があるこ
と

□育児・介護休業中の賃
金や手当などの経済的
支援を充実する

□育児・介護休業制度を利用
しやすいように代わりの人員
の確保など職場環境を整備
する

□保育所や学童保育の整
備、保育時間の延長など
保育内容を充実する

  全  体 (869)

女性（と自認）／20歳代 (59)

30歳代 (80)

40歳代 (90)

50歳代 (92)

60歳代 (100)

70歳代以上 (64)

男性（と自認）／20歳代 (45)

30歳代 (57)

40歳代 (59)

50歳代 (66)

60歳代 (76)

70歳代以上 (54)

どちらともいえない (10)

ｎ

□在宅勤務、フレックスタ
イム制など柔軟な勤務
制度を導入する

□パート・契約社員・派遣
などの非正規社員の労
働条件を改善する

□企業等が再雇用制度
を充実させる

□ホームヘルパーや介護
施設を充実させる

  全  体 (869)

女性（と自認）／20歳代 (59)

30歳代 (80)

40歳代 (90)

50歳代 (92)

60歳代 (100)

70歳代以上 (64)

男性（と自認）／20歳代 (45)

30歳代 (57)

40歳代 (59)

50歳代 (66)

60歳代 (76)

70歳代以上 (54)

どちらともいえない (10)

68.9

81.4

73.8

78.9

80.4

63.0

73.4

68.9

64.9

67.8

62.1

57.9

51.9

80.0

0 50 100 (%)

66.7

88.1

75.0

58.9

69.6

60.0

56.3

82.2

63.2

69.5

59.1

71.1

59.3

80.0

0 50 100 (%)

65.7

76.3

75.0

56.7

68.5

63.0

62.5

71.1

64.9

59.3

66.7

65.8

53.7

90.0

0 50 100 (%)

63.3

66.1

71.3

60.0

60.9

67.0

53.1

46.7

61.4

69.5

71.2

65.8

57.4

80.0

0 50 100 (%)

60.2

78.0

65.0

66.7

62.0

57.0

45.3

71.1

63.2

55.9

62.1

51.3

44.4

70.0

0 50 100 (%)

52.4

52.5

45.0

47.8

57.6

63.0

54.7

40.0

38.6

45.8

54.5

57.9

57.4

70.0

0 50 100 (%)

48.8

49.2

50.0

41.1

58.7

55.0

42.2

48.9

33.3

47.5

48.5

50.0

51.9

50.0

0 50 100 (%)

39.9

33.9

27.5

38.9

51.1

39.0

45.3

22.2

24.6

45.8

59.1

42.1

42.6

50.0

0 50 100 (%)
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過去の調査と比較すると、多くの項目で前回（平成27年度）調査から増加となっており、「育児・介

護休業中の賃金や手当などの経済的支援を充実する」、「育児・介護休業制度を利用しやすいように代

わりの人員の確保など職場環境を整備する」、「在宅勤務、フレックスタイム制など柔軟な勤務制度を

導入する」、「ホームヘルパーや介護施設を充実させる」、「職務上必要な教育・訓練等の機会や内容を

充実する」では５ポイント以上増加している。 

 

経年比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊「わからない」は今回（令和２年度）調査からの選択肢 

＊前々回（平成22年度）調査では回答数制限３つまで 

在宅勤務、フレックスタイム制など柔軟な
勤務制度を導入する

パート・契約社員・派遣などの非正規社員の
労働条件を改善する

企業等が再雇用制度を充実させる

ホームヘルパーや介護施設を充実させる

男性中心の職場運営を見直す

職務上必要な教育・訓練等の機会や内容を充実する

その他

わからない

保育所や学童保育の整備、保育時間の延長など
保育内容を充実する

男女が共に仕事と家庭を両立していくことに対して、
周囲の理解と協力があること

育児・介護休業中の賃金や手当などの
経済的支援を充実する

育児・介護休業制度を利用しやすいように代わりの
人員の確保など職場環境を整備する

68.9

66.7

65.7

63.3

60.2

52.4

48.8

39.9

34.6

23.0

2.0

1.3

65.6

60.0

60.3

66.1

53.4

50.7

47.2

34.7

29.8

17.9

0.6

-

42.6

43.0

42.0

47.4

27.5

21.6

19.0

12.7

9.3

2.0

2.5

-

0 20 40 60 80

令和2年度調査 n=(869)  

平成27年度調査 n=(655)  

平成22年度調査 n=(795)  

(%)
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（３）現在の就業状況 

問11 あなたの現在の就業状況について、次の中からあてはまる番号を１つだけ選んでくだ

さい。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在の就業状況は、「働いている」が69.9％、「働いていない」が25.3％となっている。 

性別にみると、男性では「働いている」が女性より多く、女性では「働いていない」が男性より多

くなっている。 

  

  全  体 (869)

女性（と自認） (486)

男性（と自認） (358)

どちらともいえない (10)

67.9

73.2

70.0

28.2

21.2

30.0

3.9

5.6

(%)ｎ

69.9 25.3 4.8

働
い

て
い

る

働
い

て
い

な
い

無
回

答
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性・年代別にみると、「働いている」は女性20歳代から50歳代で７割以上、男性20歳代から50歳代で

８割台となっており、60歳代でも64.5％となっている。 

 

性・年代別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  全  体 (869)

女性(と自認)／20歳代 (59)

30歳代 (80)

40歳代 (90)

50歳代 (92)

60歳代 (100)

70歳代以上 (64)

男性(と自認)／20歳代 (45)

30歳代 (57)

40歳代 (59)

50歳代 (66)

60歳代 (76)

70歳代以上 (54)

どちらともいえない (10)

83.1

82.5

78.9

84.8

49.0

25.0

84.4

87.7

88.1

87.9

64.5

27.8

70.0

15.3

15.0

16.7

14.1

44.0

68.8

13.3

5.3

5.1

4.5

30.3

68.5

30.0

1.7

2.5

4.4

1.1

7.0

6.3

2.2

7.0

6.8

7.6

5.3

3.7

(%)
ｎ

69.9 25.3 4.8

働
い

て
い

る

働
い

て
い

な
い

無
回

答
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過去の調査と比較すると、「働いていない」は前回（平成27年度）調査の31.1％から今回（令和２年

度）調査の25.3％へと5.8ポイント減少となっている。 

 

経年比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年度調査 (869)

平成27年度調査 (655) 68.7 31.1
0.2

(%)ｎ

69.9 25.3 4.8

働

い
て

い
る

働

い
て

い
な

い

無

回
答
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（４）就業形態 

【問11で「働いている（休業中を含む）」に○の方がお答えください。】 

問11-１ 働き方について、次の中からあてはまる番号を１つだけ選んでください。 

（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在就業中（休業中含む）の方の就業形態は、「正社員（フルタイム）」が54.9％、「パートタイム・

アルバイト」が23.1％、「在宅就労・自営業・その他」が11.7％となっている。 

性別にみると、男性では「正社員（フルタイム）」が68.7％と女性（44.5％）より24.2ポイント多く、

女性では「パートタイム・アルバイト」が34.5％と男性（9.9％）より24.6ポイント多くなっている。 

  全  体 (607)

女性（と自認） (330)

男性（と自認） (262)

どちらともいえない (7)

44.5

68.7

57.1

34.5

9.9

2.4

1.5

14.3

7.6

7.3

14.3

10.9

11.8

14.3

0.8

(%)ｎ

54.9 23.1 2.5 7.6 11.7

0.3

正

社

員
（

フ

ル

タ

イ

ム
）

パ
ー

ト

タ

イ

ム

・

ア

ル

バ

イ

ト

派

遣

社

員

契

約

社

員

・

嘱

託

社

員 在

宅

就

労

・

自

営

業

・

そ

の

他

無

回

答
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性・年代別にみると、「正社員（フルタイム）」は女性20歳代から40歳代で４割以上、特に20歳代で

85.7％となっているが、50歳代を境に「パートタイム・アルバイト」の方が多くなる。男性では20歳

代から50歳代で７割以上、特に30歳代では９割を占めている。また、男女とも60歳代以上では「在宅

就労・自営業・その他」も比較的多くみられる。 

 

性・年代別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  全  体 (607)

女性(と自認)／20歳代 (49)

30歳代 (66)

40歳代 (71)

50歳代 (78)

60歳代 (49)

70歳代以上 (16)

男性(と自認)／20歳代 (38)

30歳代 (50)

40歳代 (52)

50歳代 (58)

60歳代 (49)

70歳代以上 (15)

どちらともいえない (7)

85.7

56.1

47.9

34.6

12.2

6.3

78.9

90.0

88.5

81.0

20.4

13.3

57.1

8.2

30.3

32.4

42.3

51.0

50.0

15.8

3.8

5.2

22.4

26.7

1.5

5.6

1.3

4.1

2.6

1.9

4.1

14.3

6.1

6.1

5.6

10.3

8.2

12.5

2.0

1.9

5.2

22.4

20.0

14.3

6.1

8.5

11.5

24.5

31.3

2.6

6.0

3.8

8.6

30.6

33.3

14.3

2.0

6.7

(%)
ｎ

54.9 23.1 2.5 7.6 11.7

0.3

正

社
員
（

フ
ル

タ
イ

ム
）

パ
ー

ト
タ

イ
ム

・
ア

ル

バ
イ
ト

派

遣
社
員

契

約
社
員

・
嘱

託
社

員 在

宅
就
労

・
自

営

業

・
そ
の

他

無

回
答
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過去の調査と比較しても、特に大きな差はみられない。 

 

経年比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年度調査 (607)

平成27年度調査 (450) 51.6 24.0 1.8 8.4 14.0

0.2

(%)ｎ

54.9 23.1 2.5 7.6 11.7

0.3

正

社

員
（

フ

ル

タ

イ

ム
）

パ
ー

ト

タ

イ

ム

・

ア

ル

バ

イ

ト

派

遣

社

員

契

約

社

員

・

嘱

託

社

員 在

宅

就

労

・

自

営

業

・

そ

の

他

無

回

答
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（５）主な勤務地 

【問11で「働いている（休業中を含む）」に○の方がお答えください。】 

問11-２ 主な勤務地について、次の中からあてはまる番号を１つだけ選んでください。 

（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在就業中の方の主な勤務地は、「市内」が65.6％、「市外」が34.3％となっている。 

性別にみると、いずれも「市内」就業者が「市外」就業者よりも多く、女性では「市内」が72.4％

と男性（56.1％）より16.3ポイント多く、男性では「市外」が43.5％と女性（27.6％）より15.9ポイ

ント多くなっている。 

 

  

  全  体 (607)

女性（と自認） (330)

男性（と自認） (262)

どちらともいえない (7)

72.4

56.1

85.7

27.6

43.5

14.3

0.4

(%)ｎ

65.6 34.3

0.2

市

内

市

外

無

回

答
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性・年代別にみると、男女を通じたほとんどの年代で「市内」の方が多く、女性ではいずれの年代

も６割以上となっている。男性でも概ね５割以上だが、50歳代では「市外」（56.9％）の方が多くなっ

ている。 

 

性・年代別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

過去の調査と比較しても、特に大きな差はみられない。 

 

経年比較 

 

 

 

 

  

  全  体 (607)

女性(と自認)／20歳代 (49)

30歳代 (66)

40歳代 (71)

50歳代 (78)

60歳代 (49)

70歳代以上 (16)

男性(と自認)／20歳代 (38)

30歳代 (50)

40歳代 (52)

50歳代 (58)

60歳代 (49)

70歳代以上 (15)

どちらともいえない (7)

77.6

68.2

66.2

70.5

79.6

87.5

68.4

52.0

53.8

43.1

63.3

73.3

85.7

22.4

31.8

33.8

29.5

20.4

12.5

31.6

46.0

46.2

56.9

36.7

26.7

14.3

2.0

(%)ｎ

65.6 34.3

0.2

市

内

市

外

無

回

答

令和２年度調査 (607)

平成27年度調査 (450) 62.2 36.9

0.9

(%)ｎ

65.6 34.3

0.2

市

内

市

外

無

回

答
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（６）職場における男女平等 

【問11で「働いている（休業中を含む）」に○の方がお答えください。】 

問11-３ あなたの現在の職場では、次の項目について男女平等になっていると思いますか｡

それぞれの中からあてはまる番号を１つだけ選んでください。（○は１つずつ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  全  体 (607)

女性（と自認） (330)

男性（と自認） (262)

どちらともいえない (7)

  全  体 (607)

女性（と自認） (330)

男性（と自認） (262)

どちらともいえない (7)

  全  体 (607)

女性（と自認） (330)

男性（と自認） (262)

どちらともいえない (7)

  全  体 (607)

女性（と自認） (330)

男性（と自認） (262)

どちらともいえない (7)

  全  体 (607)

女性（と自認） (330)

男性（と自認） (262)

どちらともいえない (7)
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  全  体 (607)

女性（と自認） (330)

男性（と自認） (262)

どちらともいえない (7)

  全  体 (607)

女性（と自認） (330)

男性（と自認） (262)

どちらともいえない (7)

  全  体 (607)

女性（と自認） (330)

男性（と自認） (262)
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  全  体 (607)
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職場における男女平等は、ほとんどの項目で「平等」が５割から７割台となっているが、“人事配置

や昇進・昇格”は38.6％と半数以下で、《男性優遇》が40.3％と他の項目よりも多くなっている。 

性別にみると、ほとんどの項目で「平等」は５割以上となっており、“福利厚生”、“定年・退職・解

雇”では男女とも７割台となっている。「平等」ではその他、多くの項目で男性が女性を上回っており、

“賃金”では男性の68.3％に対し、女性では53.3％と15ポイントの差がみられる。《男性優遇》は“人

事配置や昇進・昇格”は男女ともに４割前後と他の項目よりなっている。 

 

男女ともに20歳代から60歳代の年代を通じて「平等」が４割以上となっており、特に女性20歳代で

は73.5％と多くなっている。《男性優遇》は女性40歳代で26.8％、男性30歳代で36.0％、男性20歳代で

29.0％とそれぞれ他の年代より多くなっている。 

 

性・年代別 

募集や採用の条件 
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女性(と自認)／20歳代 (49)

30歳代 (66)

40歳代 (71)

50歳代 (78)

60歳代 (49)

70歳代以上 (16)

男性(と自認)／20歳代 (38)

30歳代 (50)

40歳代 (52)

50歳代 (58)

60歳代 (49)

70歳代以上 (15)

どちらともいえない (7)
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「平等」は男性20歳代で唯一５割台となっているが、それ以外の年代では半数以下となっている。

《男性優遇》は女性ではいずれの年代も３割から４割台、男性では30歳代から60歳代で３割以上、特

に30歳代と50歳代では５割台となっている。 

 

人事配置や昇進・昇格 

 

  

  全  体 (607)

女性(と自認)／20歳代 (49)

30歳代 (66)

40歳代 (71)
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どちらともいえない (7)

10.2

15.2

16.9

9.0

10.2

10.5

18.0

13.5

13.8

8.2

14.3

26.5

30.3

23.9

38.5

20.4

12.5

15.8

34.0

32.7

39.7

24.5

20.0

14.3

49.0

40.9

45.1

30.8

32.7

6.3

57.9

38.0

30.8

34.5

46.9

26.7

14.3

2.0

3.0

2.6

2.0

3.8

1.7

2.0

14.3

2.0

2.6

14.3

12.2

9.1

12.7

20.5

28.6

18.8

7.9

8.0

17.3

8.6

10.2

33.3

28.6

1.5

1.4

1.3

6.1

62.5

2.6

1.9

1.7

8.2

20.0

(%)ｎ

12.0 28.3 38.6

1.6

0.5 14.5 4.4

男

性

の

方

が

非

常

に

優

遇

さ

れ

て

い

る

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

男

性

の

方

が

優

遇

さ

れ

て

い

る

平

等

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

女

性

の

方

が

優

遇

さ

れ

て

い

る

女

性

の

方

が

非

常

に

優

遇

さ

れ

て

い

る

わ

か

ら

な

い

無

回

答



第２章 調査結果（市民アンケート調査） 

 78

男女とも20歳代から60歳代の年代を通じて「平等」が５割以上となっており、特に男女ともに20歳

代で８割台を占めている。 

 

教育訓練や研修制度 

 

  

  全  体 (607)

女性(と自認)／20歳代 (49)

30歳代 (66)

40歳代 (71)

50歳代 (78)

60歳代 (49)

70歳代以上 (16)

男性(と自認)／20歳代 (38)

30歳代 (50)

40歳代 (52)

50歳代 (58)

60歳代 (49)

70歳代以上 (15)

どちらともいえない (7)
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女性では20歳代から60歳代で「平等」は５割以上となっており、特に20歳代、30歳代で８割台を占

めている。男性では20歳代から60歳代で「平等」が７割以上となっている。 

 

福利厚生 
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40歳代 (71)
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60歳代 (49)

70歳代以上 (16)

男性(と自認)／20歳代 (38)

30歳代 (50)

40歳代 (52)

50歳代 (58)

60歳代 (49)

70歳代以上 (15)

どちらともいえない (7)
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男女とも20歳代で「平等」が８割前後を占め、以降、年代が上がるにつれて少なくなる傾向がみら

れる。 

 

定年・退職・解雇 
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40歳代 (52)

50歳代 (58)
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男女とも20歳代で「平等」が８割台を占め、以降、年代が上がるにつれて少なくなる。《男性優遇》

は女性30歳代、40歳代で３割台、女性50歳代以上、男性30歳代、60歳代以上で２割台となっている。 

 

賃金 
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に

優

遇
さ
れ

て
い

る

わ

か
ら
な

い

無

回
答
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男女ともに年代を通じて「平等」は４割以上となっており、女性20歳代から40歳代で、男性20歳代

で６割以上となっている。《男性優遇》は女性30歳から60歳代で、２割以上となっている。 

 

仕事の内容 

 

  

  全  体 (607)

女性(と自認)／20歳代 (49)

30歳代 (66)

40歳代 (71)

50歳代 (78)

60歳代 (49)

70歳代以上 (16)

男性(と自認)／20歳代 (38)

30歳代 (50)

40歳代 (52)

50歳代 (58)

60歳代 (49)

70歳代以上 (15)

どちらともいえない (7)

2.0

10.6

11.3

9.0

2.0

2.6

6.0

3.8

1.7

4.1

6.1

10.6

12.7

11.5

24.5

12.5

13.2

10.0

15.4

17.2

20.4

33.3

14.3

79.6

60.6

63.4

47.4

44.9

12.5

63.2

58.0

44.2

58.6

55.1

40.0

42.9

8.2

10.6

4.2

9.0

4.1

13.2

22.0

17.3

12.1

6.1

6.7

28.6

2.6

2.0

7.9

2.0

7.7

1.7

4.1

7.6

7.0

20.5

18.4

18.8

2.0

9.6

6.9

6.1

13.3

14.3

1.4

4.1

56.3

1.9

1.7

8.2

6.7

(%)ｎ

5.6 14.2 55.2 10.2

2.0

9.6 3.3

男

性

の

方

が

非

常

に

優

遇

さ

れ

て

い

る

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

男

性

の

方

が

優

遇

さ

れ

て

い

る

平

等

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

女

性

の

方

が

優

遇

さ

れ

て

い

る

女

性

の

方

が

非

常

に

優

遇

さ

れ

て

い

る

わ

か

ら

な

い

無

回

答
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女性では20歳代から60歳代で「平等」が６割以上となっており、特に20歳代から40歳代では８割台

を占めている。男性では年代を通じて５割以上となっている。《女性優遇》は女性50歳代、男性20歳代

から50歳代で２割台となっており、特に30歳代では32.0％となっている。 

 

休暇等のとりやすさ 

 

  

  全  体 (607)

女性(と自認)／20歳代 (49)

30歳代 (66)

40歳代 (71)

50歳代 (78)

60歳代 (49)

70歳代以上 (16)

男性(と自認)／20歳代 (38)

30歳代 (50)

40歳代 (52)

50歳代 (58)

60歳代 (49)

70歳代以上 (15)

どちらともいえない (7)

1.5

2.8

1.3

2.0

2.6

2.0

1.7

2.0

2.8

1.3

2.0

4.0

5.2

2.0

85.7

84.8

81.7

62.8

67.3

25.0

73.7

56.0

63.5

60.3

79.6

80.0

57.1

10.2

10.6

7.0

16.7

2.0

12.5

15.8

24.0

21.2

19.0

4.1

14.3

1.5

1.4

3.8

4.1

5.3

8.0

7.7

6.9

2.0

14.3

4.1

1.5

2.8

12.8

18.4

18.8

2.6

6.0

5.8

5.2

2.0

6.7

14.3

1.4

1.3

4.1

43.8

1.9

1.7

8.2

13.3

(%)ｎ

1.5

1.6 70.2 12.5 3.8 7.1 3.3

男

性

の

方

が

非

常

に

優

遇

さ

れ

て

い

る

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

男

性

の

方

が

優

遇

さ

れ

て

い

る

平

等

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

女

性

の

方

が

優

遇

さ

れ

て

い

る

女

性

の

方

が

非

常

に

優

遇

さ

れ

て

い

る

わ

か

ら

な

い

無

回

答
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男女ともに20歳代から60歳代で５割以上となっており、特に女性20歳代では79.8％、男性60歳代で

73.5％と多くなっている。《女性優遇》は男性30歳代、40歳代で３割台と他の年代より多くなっている。 

 

時間外労働の負担 

 

  

  全  体 (607)

女性(と自認)／20歳代 (49)

30歳代 (66)

40歳代 (71)

50歳代 (78)

60歳代 (49)

70歳代以上 (16)

男性(と自認)／20歳代 (38)

30歳代 (50)

40歳代 (52)

50歳代 (58)

60歳代 (49)

70歳代以上 (15)

どちらともいえない (7)

1.5

2.8

1.3

2.6

2.0

1.7

3.0

5.6

1.3

8.2

6.3

2.6

6.0

5.2

4.1

6.7

79.6

69.7

66.2

52.6

61.2

18.8

68.4

50.0

57.7

62.1

73.5

33.3

28.6

12.2

18.2

12.7

14.1

8.2

10.5

30.0

28.8

17.2

4.1

20.0

28.6

2.0

1.5

1.4

2.6

2.0

5.3

8.0

3.8

1.7

6.1

28.6

6.1

4.5

9.9

26.9

18.4

25.0

10.5

4.0

7.7

10.3

4.1

26.7

14.3

1.5

1.4

1.3

2.0

50.0

1.9

1.7

8.2

13.3

(%)ｎ

1.2

3.6 61.0 15.5 3.3 12.0 3.5

男

性

の

方

が

非

常

に

優

遇

さ

れ

て

い

る

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

男

性

の

方

が

優

遇

さ

れ

て

い

る

平

等

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

女

性

の

方

が

優

遇

さ

れ

て

い

る

女

性

の

方

が

非

常

に

優

遇

さ

れ

て

い

る

わ

か

ら

な

い

無

回

答
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過去の調査と平等感に絞って比較すると、いずれの項目も増加となっており、特に“募集や採用の

条件”で10.2ポイント、それ以外の多くの項目で５ポイント以上の増加となっている。 

 

平等感の経年比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「休暇等のとりやすさ」、「時間外労働の負担」は今回（令和２年度）調査からの選択肢 

48.0 
36.2 

61.3 
69.6 66.4 

53.8 47.3 
58.2 

38.6 

68.4 
76.1 71.8 

60.0 55.2 

0
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40
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80

100

募
集
や
採
用
の

条
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人
事
配
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や

昇
進
・昇
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教
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訓
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研
修
制
度

福
利
厚
生

定
年
・退
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・解
雇

賃
金

仕
事
の
内
容

(%) 平成27年度調査 令和２年度調査
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（７）育児・介護休業制度の利用状況 

【問11で「働いている（休業中を含む）」に○の方がお答えください。】 

問11-４ 育児休業制度と介護休業制度の利用状況について、それぞれの中からあてはまる番

号を１つだけ選んでください。（○は１つずつ） 

 

育児休業制度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

育児休業制度の利用経験者は9.9％と、１割未満に留まる。 

性別にみると、利用経験者は女性で17.6％、男性で0.8％となっている。 

  

  全  体 (607)

女性（と自認） (330)

男性（と自認） (262)

どちらともいえない (7)

17.6

0.8

80.3

98.1

100.0

2.1

1.1

(%)ｎ

9.9 88.5

1.6

利
用

し
た

こ
と

が
あ

る

利
用

し
た

こ
と

は
な

い

無
回

答
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性・年代別にみると、利用者は女性30歳代から50歳代で比較的多くみられるが、男女通じたいずれ

の年代も未利用者が７割以上となっており、男性では９割以上から全数を占めている。 

 

性・年代別（育児休業制度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  全  体 (607)

女性(と自認)／20歳代 (49)

30歳代 (66)

40歳代 (71)

50歳代 (78)

60歳代 (49)

70歳代以上 (16)

男性(と自認)／20歳代 (38)

30歳代 (50)

40歳代 (52)

50歳代 (58)

60歳代 (49)

70歳代以上 (15)

どちらともいえない (7)

8.2

28.8

26.8

17.9

4.1

2.0

2.0

91.8

71.2

73.2

80.8

89.8

81.3

100.0

98.0

100.0

100.0

93.9

93.3

100.0

1.3

6.1

18.8

4.1

6.7

(%)ｎ

9.9 88.5

1.6

利
用

し
た

こ
と

が
あ

る

利
用

し
た

こ
と

は
な

い

無
回

答
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過去の調査と比較しても、特に大きな差はみられない。 

 

経年比較（育児休業制度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

介護休業制度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

介護休業制度は、利用経験者は1.3％とわずかであり、未利用者が全数近くを占めている。 

性別にみると、未利用者がいずれも全数近くを占めている。 

  

  全  体 (607)

女性（と自認） (330)

男性（と自認） (262)

どちらともいえない (7)

1.2

1.1

95.8

97.7

100.0

3.0

1.1

(%)ｎ

1.3

96.5

2.1

利
用

し
た

こ
と

が
あ

る

利
用

し
た

こ
と

は
な

い

無
回

答

令和２年度調査 (607)

平成27年度調査 (450) 7.6 88.9 3.6

(%)ｎ

9.9 88.5

1.6

利

用
し

た
こ

と

が

あ
る

利

用
し

た
こ

と

は

な
い

無

回
答
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性・年代別にみると、利用者は男女60歳代でわずかにみられるが、男女を通じたいずれの年代も８

割以上が未利用者となっている。 

 

性・年代別（介護休業制度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  全  体 (607)

女性(と自認)／20歳代 (49)

30歳代 (66)

40歳代 (71)

50歳代 (78)

60歳代 (49)

70歳代以上 (16)

男性(と自認)／20歳代 (38)

30歳代 (50)

40歳代 (52)

50歳代 (58)

60歳代 (49)

70歳代以上 (15)

どちらともいえない (7)

1.3

6.1

2.0

4.1

95.9

100.0

97.2

98.7

87.8

81.3

100.0

98.0

100.0

100.0

91.8

93.3

100.0

4.1

2.8

6.1

18.8

4.1

6.7

(%)ｎ

1.3

96.5

2.1

利

用
し

た
こ

と

が

あ
る

利

用
し

た
こ

と

は

な
い

無

回
答
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過去の調査と比較しても、特に大きな差はみられない。 

 

経年比較（介護休業制度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年度調査 (607)

平成27年度調査 (450)
0.4

96.4 3.1

(%)ｎ

1.3

96.5

2.1

利
用

し
た

こ
と

が
あ

る

利
用

し
た

こ
と

は
な

い

無
回

答
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（８）育児・介護休業制度の今後の利用意向 

【問11で「働いている（休業中を含む）」に○の方がお答えください。】 

問11-５ 育児休業制度と介護休業制度の今後の利用意向について、それぞれの中からあては

まる番号を１つだけ選んでください。（○は１つずつ） 

 

育児休業制度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

育児休業制度の今後の利用意向は、「利用したいと思う」が33.1％となっており、「利用したいと思

うが、不安がある」（14.8％）をあわせた《利用したい》は47.9％となっている。 

性別にみると、女性では「利用したいと思う」が40.6％と多く、男性（23.7％）を16.9ポイント上

回っている。《利用したい》では女性が51.5％、男性が43.9％となっている。 

  

  全  体 (607)

女性（と自認） (330)

男性（と自認） (262)

どちらともいえない (7)

40.6

23.7

42.9

10.9

20.2

14.3

5.2

10.7

12.4

13.0

42.9

27.0

30.5

3.9

1.9

(%)ｎ

33.1 14.8 7.4 13.2 28.5 3.0

利

用

し

た

い

と

思

う

利

用

し

た

い

と

思

う

が
、

不

安

が

あ

る

利

用

し

た

い

と

思

わ

な

い

職

場

に

制

度

が

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答
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性・年代別にみると、「利用したいと思う」は男女20歳代で多く、女性が61.2％、男性が44.7％と

なっている。《利用したい》でみると、女性20歳代は85.7％と多いが、年代が上がるにつれて減少し、

50歳代以上では３割台となっている。男性20歳代では《利用したい》は78.9％、30歳代でも56.0％と

なっている。 

 

性・年代別（育児休業制度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  全  体 (607)

女性(と自認)／20歳代 (49)

30歳代 (66)

40歳代 (71)

50歳代 (78)

60歳代 (49)

70歳代以上 (16)

男性(と自認)／20歳代 (38)

30歳代 (50)

40歳代 (52)

50歳代 (58)

60歳代 (49)

70歳代以上 (15)

どちらともいえない (7)

61.2

48.5

46.5

30.8

24.5

18.8

44.7

18.0

19.2

19.0

20.4

33.3

42.9

24.5

16.7

7.0

5.1

6.1

6.3

34.2

38.0

17.3

13.8

8.2

14.3

2.0

3.0

2.8

11.5

4.1

6.3

5.3

8.0

15.4

15.5

8.2

6.7

4.1

18.2

7.0

15.4

16.3

6.3

2.6

12.0

17.3

12.1

16.3

20.0

42.9

8.2

13.6

35.2

33.3

36.7

43.8

13.2

24.0

28.8

37.9

42.9

33.3

1.4

3.8

12.2

18.8

1.9

1.7

4.1

6.7

(%)ｎ

33.1 14.8 7.4 13.2 28.5 3.0

利

用
し
た

い
と

思
う

利

用
し
た

い
と

思
う

が
、

不
安

が
あ

る

利

用
し
た

い
と

思
わ

な

い

職

場
に
制

度
が

な
い

わ

か
ら
な

い

無

回
答
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過去の調査と比較すると、利用意向の面では大きな差はみられない。「職場に制度がない」が前回

（平成27年度）調査の18.7％から今回（令和２年度）調査の13.2％へと5.5ポイント減少している。 

 

経年比較（育児休業制度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

介護休業制度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

介護休業制度の今後の利用意向は、「利用したいと思う」が35.9％となっており、「利用したいと思

うが、不安がある」（16.6％）をあわせた《利用したい》は52.5％となっている。 

性別にみると、女性では「利用したいと思う」が41.2％と多く、男性（29.4％）を11.8ポイント上

回っている。《利用したい》では女性が54.8％、男性が49.6％となっている。 

  

  全  体 (607)

女性（と自認） (330)

男性（と自認） (262)

どちらともいえない (7)

41.2

29.4

28.6

13.6

20.2

14.3

2.4

6.9

16.4

15.6

42.9

23.6

26.7

14.3

2.7

1.1

(%)
ｎ

35.9 16.6 4.3 16.5 24.7

2.0

利

用

し

た

い

と

思

う

利

用

し

た

い

と

思

う

が
、

不

安

が

あ

る

利

用

し

た

い

と

思

わ

な

い

職

場

に

制

度

が

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

令和２年度調査 (607)

平成27年度調査 (450) 31.6 14.4 6.2 18.7 21.7 7.3

(%)
ｎ

33.1 14.8 7.4 13.2 28.5 3.0

利

用

し

た

い

と

思

う

利

用

し

た

い

と

思

う

が
、

不

安

が

あ

る

利

用

し

た

い

と

思

わ

な

い

職

場

に

制

度

が

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答
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性・年代別にみると、「利用したいと思う」は女性20歳代で55.1％と多く、30歳代、40歳代でも４割

台となっている。《利用したい》でみると、女性20歳代で71.4％となっているが、年代が上がるにつれ

て減少する。男性では《利用したい》は20歳代で63.1％となっているが、それ以降の年代では４割か

ら５割台となっている。 

 

性・年代別（介護休業制度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  全  体 (607)

女性(と自認)／20歳代 (49)

30歳代 (66)

40歳代 (71)

50歳代 (78)

60歳代 (49)

70歳代以上 (16)

男性(と自認)／20歳代 (38)

30歳代 (50)

40歳代 (52)

50歳代 (58)

60歳代 (49)

70歳代以上 (15)

どちらともいえない (7)

55.1

43.9

43.7

37.2

34.7

18.8

36.8

20.0

30.8

27.6

30.6

40.0

28.6

16.3

16.7

14.1

15.4

4.1

12.5

26.3

30.0

17.3

24.1

10.2

14.3

3.0

3.8

4.1

6.3

2.6

8.0

9.6

6.9

6.1

6.7

6.1

18.2

14.1

21.8

20.4

6.3

7.9

8.0

21.2

19.0

16.3

26.7

42.9

20.4

16.7

28.2

21.8

28.6

37.5

26.3

34.0

19.2

22.4

34.7

20.0

14.3

2.0

1.5

8.2

18.8

1.9

2.0

6.7

(%)
ｎ

35.9 16.6 4.3 16.5 24.7

2.0

利

用

し

た

い

と

思

う

利

用

し

た

い

と

思

う

が
、

不

安

が

あ

る

利

用

し

た

い

と

思

わ

な

い

職

場

に

制

度

が

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答
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過去の調査と比較すると、利用意向の面で特に大きな差はみられない。「職場に制度がない」は前回

（平成27年度）調査の21.3％から今回（令和２年度）調査の16.5％へと4.8ポイント減少している。 

 

経年比較（育児休業制度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年度調査 (607)

平成27年度調査 (450) 31.8 18.7 3.3 21.3 22.2

2.7

(%)
ｎ

35.9 16.6 4.3 16.5 24.7

2.0

利

用
し
た

い
と

思
う

利

用
し
た

い
と

思
う

が
、

不
安

が
あ

る

利

用
し
た

い
と

思
わ

な

い

職

場
に
制

度
が

な
い

わ

か
ら
な

い

無

回
答
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（９）今後の就業意向 

【問11で「働いていない」に○の方がお答えください。】 

問11-６ 今後の就業意向について、次の中からあてはまる番号を１つだけ選んでください。

（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在未就業者の今後の就業意向は、「フルタイムで働きたいと思う」が12.3％、「パートタイムで働

きたいと思う」が23.6％となっており、両者をあわせた《働きたい》は35.9％、一方、「働きたいとは

思わない」は41.8％となっている。 

性別にみると、《働きたい》は女性が37.9％、男性が31.6％となっている。「働きたいとは思わない」

は女性の37.2％に対し、男性では51.3％と女性より14.1ポイント多くなっている。 

 

過去の調査と比較すると、「パートタイムで働きたいと思う」が前回（平成27年度）調査から9.2ポ

イント減少し、「フルタイムで働きたいと思う」や「働きたいとは思わない」がやや増加している。 

 

経年比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

  全  体 (220)

女性（と自認） (137)

男性（と自認） (76)

どちらともいえない (3)

12.4

13.2

25.5

18.4

33.3

37.2

51.3

33.3

22.6

15.8

33.3

2.2

1.3

(%)
ｎ

12.3 23.6 41.8 20.5

1.8

フ

ル

タ

イ

ム

で

働

き

た

い

と

思

う

パ
ー

ト

タ

イ

ム

で

働

き

た

い

と

思

う

働

き

た

い

と

は

思

わ

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

令和２年度調査 (220)

平成27年度調査 (204) 8.3 32.8 38.2 18.6

2.0

(%)
ｎ

12.3 23.6 41.8 20.5

1.8

フ

ル

タ

イ

ム

で

働

き

た

い

と

思

う

パ
ー

ト

タ

イ

ム

で

働

き

た

い

と

思

う

働

き

た

い

と

は

思

わ

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答
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５.地域活動について 

（１）参加している地域活動 

問12 あなたは、どのような地域活動に参加していますか。次の中からあてはまる番号をす

べて選んでください。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加している地域活動は、「町内会や自治会・高齢者クラブの活動」が18.9％で最も多く、「スポー

ツなど健康増進のための活動」が11.0％、「趣味や学習などのサークル活動」が10.6％となっている。

また、「参加していない」は52.1％となっている。 

  

n=(869)  

町内会や自治会・高齢者クラブの活動

スポーツなど健康増進のための活動

趣味や学習などのサークル活動

PTA ・子ども会・スポーツ少年団活動

リサイクル等環境保全のための活動

市で行う講座・講演会等への参加

福祉・ボランティア活動

防犯・防災のための活動

国際交流関係の活動

自治体の審議会等の委員

女性団体の活動

その他

参加していない

無回答

18.9

11.0

10.6

8.3

7.7

6.3

6.2

4.8

1.6

1.5

1.0

1.6

52.1

2.3

0 10 20 30 40 50 60 (%)
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性別にみると、「町内会や自治会・高齢者クラブの活動」は男性が女性を9.0ポイント、「防犯・防災

のための活動」は男性が女性を6.1ポイント上回っている。 

 

性別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

町内会や自治会・高齢者クラブの活動

スポーツなど健康増進のための活動

趣味や学習などのサークル活動

PTA ・子ども会・スポーツ少年団活動

リサイクル等環境保全のための活動

市で行う講座・講演会等への参加

福祉・ボランティア活動

防犯・防災のための活動

国際交流関係の活動

自治体の審議会等の委員

女性団体の活動

その他

参加していない

無回答

15.0

11.7

12.3

10.3

7.0

7.4

6.4

2.3

1.6

1.0

1.6

1.2

53.5

2.7

24.0

10.9

8.4

6.1

8.7

4.7

6.4

8.4

1.7

2.2

0.3

1.7

50.0

1.4

10.0

-

10.0

-

-

10.0

-

10.0

-

-

-

10.0

60.0

-

0 10 20 30 40 50 60 70

女性（と自認) n=(486)  

男性（と自認) n=(358)  

どちらともいえない n=(10)  

(%)
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性・年代別にみると、「町内会や自治会・高齢者クラブの活動」は、男性でより多く、60歳代で

40.8％、50歳代でも31.8％と男女通じた他の年代より多くなっている。また、女性では「スポーツな

ど健康増進のための活動」は60歳代で、「趣味や学習などのサークル活動」は60歳代以上で、「ＰＴ

Ａ・子ども会・スポーツ少年団活動」は40歳代で２割台となっている。 

性・年代別（上位４項目」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

過去の調査と比較しても、特に大きな差はみられず、未参加者が多くなっている。 

経年比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊「わからない」は今回（令和２年度）調査からの選択肢 

ｎ

□町内会や自治会・高齢
者クラブの活動

□ スポーツなど健康増進
のための活動

□ 趣味や学習などのサー
クル活動

□ PTA ・子ども会・スポーツ
少年団活動

  全  体 (869)

女性（と自認）／20歳代 (59)

30歳代 (80)

40歳代 (90)

50歳代 (92)

60歳代 (100)

70歳代以上 (64)

男性（と自認）／20歳代 (45)

30歳代 (57)

40歳代 (59)

50歳代 (66)

60歳代 (76)

70歳代以上 (54)

どちらともいえない (10)

18.9

-

7.5

18.9

16.3

23.0

18.8

6.7

8.8

16.9

31.8

40.8

29.6

10.0

0 50 100 (%)

11.0

3.4

5.0

11.1

7.6

23.0

17.2

6.7

10.5

6.8

6.1

18.4

14.8

-

0 50 100 (%)

10.6

-

8.8

7.8

7.6

23.0

25.0

2.2

5.3

-

6.1

15.8

18.5

10.0

0 50 100 (%)

8.3

1.7

17.5

23.3

10.9

3.0

-

2.2

8.8

10.2

10.6

1.3

3.7

-

0 50 100 (%)

町内会や自治会・高齢者クラブの活動

スポーツなど健康増進のための活動

趣味や学習などのサークル活動

PTA ・子ども会・スポーツ少年団活動

リサイクル等環境保全のための活動

市で行う講座・講演会等への参加

福祉・ボランティア活動

防犯・防災のための活動

国際交流関係の活動

自治体の審議会等の委員

女性団体の活動

その他

参加していない

18.9

11.0

10.6

8.3

7.7

6.3

6.2

4.8

1.6

1.5

1.0

1.6

52.1

19.7

11.3

14.2

8.4

9.9

9.2

6.3

5.2

2.0

1.5

0.6

1.2

50.2

0 10 20 30 40 50 60

令和2年度調査 n=(869)  

平成27年度調査 n=(655)  

(%)
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（２）今後参加したい地域活動 

問13 あなたは、将来どのような地域活動に参加したいですか。次の中からあてはまる番号

をすべて選んでください。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後参加したい地域活動は、「スポーツなど健康増進のための活動」（30.4％）、「趣味や学習などの

サークル活動」（30.1％）の２項目が３割台、これに「市で行う講座・講演会等への参加」（20.0％）

が２割台、「福祉・ボランティア活動」（15.3％）、「国際交流関係の活動」、「リサイクル等環境保全の

ための活動」（ともに11.5％）、「町内会や自治会・高齢者クラブの活動」（10.7％）、「防犯・防災のた

めの活動」（10.2％）が１割台で次いでいる。 

  

n=(869)  

スポーツなど健康増進のための活動

趣味や学習などのサークル活動

市で行う講座・講演会等への参加

福祉・ボランティア活動

国際交流関係の活動

リサイクル等環境保全のための活動

町内会や自治会・高齢者クラブの活動

防犯・防災のための活動

PTA ・子ども会・スポーツ少年団活動

女性団体の活動

自治体の審議会等の委員

その他

参加したいと思わない

わからない

無回答

30.4

30.1

20.0

15.3

11.5

11.5

10.7

10.2

6.2

3.0

2.8

0.5

16.7

16.5

2.3

0 10 20 30 40 (%)
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性別にみると、「市で行う講座・講演会等への参加」は女性が24.1％と男性（14.8％）を9.3ポイン

ト、「趣味や学習などのサークル活動」は女性が33.5％と男性（26.3％）を7.2ポイント、「国際交流関

係の活動」は女性が14.2％と男性（8.4％）を5.8ポイント上回っている。一方、「防犯・防災のための

活動」、「リサイクル等環境保全のための活動」などでは男性の方がより多くなっている。 

 

性別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

スポーツなど健康増進のための活動

趣味や学習などのサークル活動

市で行う講座・講演会等への参加

福祉・ボランティア活動

国際交流関係の活動

リサイクル等環境保全のための活動

町内会や自治会・高齢者クラブの活動

防犯・防災のための活動

PTA ・子ども会・スポーツ少年団活動

女性団体の活動

自治体の審議会等の委員

その他

参加したいと思わない

わからない

無回答

30.5

33.5

24.1

16.3

14.2

9.5

8.8

7.0

5.1

4.5

1.2

0.6

15.0

16.0

2.5

30.2

26.3

14.8

14.5

8.4

14.8

13.7

14.8

7.8

1.1

4.7

0.3

18.4

17.3

1.7

30.0

30.0

20.0

10.0

-

10.0

-

10.0

10.0

-

-

-

40.0

-

-

0 10 20 30 40 50

女性（と自認) n=(486)  

男性（と自認) n=(358)  

どちらともいえない n=(10)  

(%)
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性・年代別にみると、「スポーツなど健康増進のための活動」は女性50歳代、60歳代、男性20歳代で

４割台となっている。女性ではこの他、50歳代、60歳代で「趣味や学習などのサークル活動」が４割

台、「市で行う講座・講演会等への参加」が３割台と男女通じた他の年代より多くなっている。 

 

性・年代別（上位４項目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ

□スポーツなど健康増進
のための活動

□ 趣味や学習などのサー
クル活動

□ 市で行う講座・講演会
等への参加

□ 福祉・ボランティア活動

  全  体 (869)

女性（と自認）／20歳代 (59)

30歳代 (80)

40歳代 (90)

50歳代 (92)

60歳代 (100)

70歳代以上 (64)

男性（と自認）／20歳代 (45)

30歳代 (57)

40歳代 (59)

50歳代 (66)

60歳代 (76)

70歳代以上 (54)

どちらともいえない (10)

30.4

23.7

27.5

21.1

41.3

41.0

21.9

40.0

35.1

33.9

25.8

23.7

27.8

30.0

0 30 60 (%)

30.1

27.1

28.8

22.2

44.6

45.0

28.1

22.2

21.1

25.4

31.8

27.6

27.8

30.0

0 30 60 (%)

20.0

6.8

15.0

24.4

32.6

32.0

26.6

8.9

3.5

13.6

15.2

19.7

25.9

20.0

0 30 60 (%)

15.3

20.3

8.8

16.7

22.8

20.0

6.3

17.8

10.5

10.2

15.2

14.5

20.4

10.0

0 30 60 (%)
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過去の調査と比較すると、「趣味や学習などのサークル活動」は前回（平成27年度）調査の43.5％か

ら今回（令和２年度）調査の30.1％へと13.4ポイント減少している。 

 

経年比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊「わからない」は今回（令和２年度）調査からの選択肢 

スポーツなど健康増進のための活動

趣味や学習などのサークル活動

市で行う講座・講演会等への参加

福祉・ボランティア活動

国際交流関係の活動

リサイクル等環境保全のための活動

町内会や自治会・高齢者クラブの活動

防犯・防災のための活動

PTA ・子ども会・スポーツ少年団活動

女性団体の活動

自治体の審議会等の委員

その他

参加したいと思わない

わからない

30.4

30.1

20.0

15.3

11.5

11.5

10.7

10.2

6.2

3.0

2.8

0.5

16.7

16.5

34.8

43.5

24.9

18.8

13.1

11.1

12.5

13.1

7.0

3.2

2.9

0.5

18.0

-

0 10 20 30 40 50

令和2年度調査 n=(869)  

平成27年度調査 n=(655)  

(%)
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（３）地域団体において女性のリーダーが少ない原因 

問14 ＰＴＡや自治会などの地域団体では、会長や副会長などのリーダーに女性は多くあり

ません。その主な原因は何だと思いますか。次の中からあてはまる番号をすべて選んで

ください。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域団体において女性のリーダーが少ない原因は、「女性は家事・育児が忙しく地域活動に専念でき

ないから」が53.0％で最も多く、次いで「女性自身が責任ある地位に就きたがらないから」が44.2％、

「男性がリーダーとなるのが社会慣行だから」が34.9％、「女性のリーダーでは、男性がついてこない

から」（19.6％）、「女性は組織活動の経験が少ないから」（18.6％）、「指導力のある女性が少ないから」

（16.2％）が１割台となっている。 

 

  

わからない

無回答

男性がリーダーとなるのが社会慣行だから

女性のリーダーでは、男性がついてこないから

女性は組織活動の経験が少ないから

指導力のある女性が少ないから

女性のリーダーでは、女性がついてこないから

その他

n=(869)  

女性は家事・育児が忙しく地域活動に専念できないから

女性自身が責任ある地位に就きたがらないから

53.0

44.2

34.9

19.6

18.6

16.2

4.9

4.4

11.0

2.1

0 10 20 30 40 50 60 (%)
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性別にみると、「女性のリーダーでは、男性がついてこないから」、「女性は組織活動の経験が少ない

から」は女性が男性より14ポイント以上、「女性は家事・育児が忙しく地域活動に専念できないから」、

「指導力のある女性が少ないから」は女性が男性より７ポイント以上上回っている。 

 

性別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

女性のリーダーでは、男性がついてこないから

女性は組織活動の経験が少ないから

指導力のある女性が少ないから

女性のリーダーでは、女性がついてこないから

その他

わからない

女性は家事・育児が忙しく地域活動に専念できないから

女性自身が責任ある地位に就きたがらないから

男性がリーダーとなるのが社会慣行だから

無回答

56.4

42.0

36.4

25.5

24.7

19.3

5.6

4.5

9.3

2.3

48.9

47.5

33.5

11.2

10.6

12.0

4.5

3.6

12.8

1.4

30.0

30.0

30.0

20.0

10.0

-

-

30.0

30.0

-

0 10 20 30 40 50 60

女性（と自認) n=(486)  

男性（と自認) n=(358)  

どちらともいえない n=(10)  

(%)
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性・年代別にみると、「女性は家事・育児が忙しく地域活動に専念できないから」は女性ではいずれ

の年代も５割以上、男性も４割以上となっている。「女性自身が責任ある地位に就きたがらないから」

は女性50歳代、60歳代、男性の50歳代以上で５割台、「男性がリーダーとなるのが社会慣行だから」は

女性30歳代、50歳代、男性の30歳代、70歳代以上で４割台となっている。「女性のリーダーでは、男性

がついてこないから」は女性20歳代、40歳代で４割台と男女通じた他の年代より多くなっている。ま

た、「女性は組織活動の経験が少ないから」は女性でより多くなっており、60歳代を中心に３割前後と

なっている。 

 

性・年代別（上位６項目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ

□女性は家事・育児が忙
しく地域活動に専念で
きないから

□女性自身が責任ある地
位に就きたがらないか
ら

□男性がリーダーとなるの
が社会慣行だから

  全  体 (869)

女性（と自認）／20歳代 (59)

30歳代 (80)

40歳代 (90)

50歳代 (92)

60歳代 (100)

70歳代以上 (64)

男性（と自認）／20歳代 (45)

30歳代 (57)

40歳代 (59)

50歳代 (66)

60歳代 (76)

70歳代以上 (54)

どちらともいえない (10)

ｎ

□女性のリーダーでは、
男性がついてこないか
ら

□女性は組織活動の経
験が少ないから

□指導力のある女性が少
ないから

  全  体 (869)

女性（と自認）／20歳代 (59)

30歳代 (80)

40歳代 (90)

50歳代 (92)

60歳代 (100)

70歳代以上 (64)

男性（と自認）／20歳代 (45)

30歳代 (57)

40歳代 (59)

50歳代 (66)

60歳代 (76)

70歳代以上 (54)

どちらともいえない (10)

53.0

67.8

57.5

56.7

53.3

55.0

51.6

53.3

56.1

42.4

50.0

44.7

48.1

30.0

0 40 80
(%)

44.2

32.2

32.5

44.4

50.0

52.0

32.8

42.2

29.8

42.4

59.1

55.3

50.0

30.0

0 40 80
(%)

34.9

39.0

42.5

35.6

44.6

30.0

25.0

22.2

43.9

30.5

30.3

30.3

42.6

30.0

0 40 80
(%)

19.6

45.8

18.8

40.0

30.4

14.0

6.3

17.8

15.8

8.5

7.6

7.9

13.0

20.0

0 40 80
(%)

18.6

15.3

21.3

21.1

27.2

32.0

28.1

11.1

5.3

8.5

13.6

14.5

9.3

10.0

0 40 80
(%)

16.2

8.5

20.0

13.3

20.7

28.0

21.9

8.9

8.8

13.6

15.2

13.2

11.1

-

0 40 80
(%)
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過去の調査と比較すると、「指導力のある女性が少ないから」、「女性自身が責任ある地位に就きたが

らないから」は前回（平成27年度）調査から８ポイント以上減少している。 

 

経年比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊「わからない」は今回（令和２年度）調査からの選択肢 

＊前々回（平成22年度）調査では回答数制限３つまで 

  

わからない

女性は家事・育児が忙しく地域活動に専念できないから

女性自身が責任ある地位に就きたがらないから

男性がリーダーとなるのが社会慣行だから

女性のリーダーでは、男性がついてこないから

女性は組織活動の経験が少ないから

指導力のある女性が少ないから

女性のリーダーでは、女性がついてこないから

その他

53.0

44.2

34.9

19.6

18.6

16.2

4.9

4.4

11.0

53.9

52.7

33.3

19.7

24.6

26.3

7.0

2.9

-

48.6

48.4

38.2

19.0

25.8

25.8

4.4

4.4

-

0 10 20 30 40 50 60

令和2年度調査 n=(869)  

平成27年度調査 n=(655)  

平成22年度調査 n=(795)  

(%)
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６.人権について 

（１）人権が尊重されていないと感じること 

問15 あなたは、｢人権が尊重されていない｣と感じるのはどのようなことですか。次の中か

らあてはまる番号をすべて選んでください。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人権が尊重されていないと感じることは、「レイプなどの女性への性暴力」（65.4％）、「痴漢などの

女性へのわいせつな行為」（62.4％）の２項目が６割台と多く、これに「職場等におけるセクシュア

ル・ハラスメント（性的いやがらせ）」（56.4％）、「家庭内での夫から妻への暴力」（55.2％）、「職場等

におけるモラル・ハラスメント」（54.9％）、「リベンジポルノ（離婚した元配偶者や別れた元恋人の裸

の写真・動画等をインターネット上に流出させる嫌がらせ行為）」（52.7％）が５割台、「職場等におけ

るマタニティ・ハラスメント」（48.6％）、「つきまとい（ストーカー）行為」（44.6％）、「夫婦生活に

おける一方的な性的行為の強要」（40.2％）が４割台で次いでいる。 

  

その他

特に感じない

わからない

無回答

つきまとい（ストーカー）行為

夫婦生活における一方的な性的行為の強要

売春・買春・援助交際

女性の体の一部などを内容と無関係に使用した
雑誌やポスター､ テレビCMなどの広告

ポルノ映画、アダルトビデオなど

女性の容姿を競うミス・コンテスト

痴漢などの女性へのわいせつな行為

職場等におけるセクシュアル・ハラスメント
（性的いやがらせ）

家庭内での夫から妻への暴力

職場等におけるモラル・ハラスメント

リベンジポルノ（離婚した元配偶者や別れた元恋人の裸の
写真・動画等をインターネット上に流出させる嫌がらせ行為）

職場等におけるマタニティ・ハラスメント

n=(869)  

レイプなどの女性への性暴力 65.4

62.4

56.4

55.2

54.9

52.7

48.6

44.6

40.2

38.1

19.0

16.6

14.4

3.2

5.6

8.5

1.6

0 20 40 60 80 (%)
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性別にみると、「職場等におけるセクシュアル・ハラスメント（性的いやがらせ）」は男性が61.5％

と女性（53.5％）を8.0ポイント、「つきまとい（ストーカー）行為」は男性が48.0％と女性（43.0％）

を5.0ポイント上回っている。 

 

性別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

レイプなどの女性への性暴力

痴漢などの女性へのわいせつな行為

夫婦生活における一方的な性的行為の強要

売春・買春・援助交際

女性の体の一部などを内容と無関係に使用した
雑誌やポスター､ テレビCMなどの広告

ポルノ映画、アダルトビデオなど

女性の容姿を競うミス・コンテスト

その他

職場等におけるセクシュアル・ハラスメント
（性的いやがらせ）

家庭内での夫から妻への暴力

職場等におけるモラル・ハラスメント

リベンジポルノ（離婚した元配偶者や別れた元恋人の裸の
写真・動画等をインターネット上に流出させる嫌がらせ行為）

職場等におけるマタニティ・ハラスメント

つきまとい（ストーカー）行為

特に感じない

わからない

無回答

67.1

63.4

53.5

56.0

53.7

53.7

47.3

43.0

42.2

40.5

20.6

18.5

13.6

2.5

5.6

9.3

1.6

64.5

62.8

61.5

55.3

56.7

52.5

50.6

48.0

38.3

35.8

17.0

14.2

15.4

3.6

5.3

7.5

0.8

50.0

40.0

60.0

60.0

60.0

40.0

60.0

30.0

40.0

20.0

20.0

10.0

30.0

30.0

10.0

10.0

-

0 20 40 60 80

女性（と自認) n=(486)  

男性（と自認) n=(358)  

どちらともいえない n=(10)  

(%)
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【参考（内閣府調査）】 

 

「女性に対する暴力」で最も対策が必要なもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男女共同参画社会に関する世論調査（令和元年９月調査） 

  

暴力や脅迫などの手段で売春や労働を
強要される、人身取引

セクシュアルハラスメント（セクハラ）

売春・買春

その他

特にない

わからない

配偶者や交際相手などからの暴力（ＤＶ）

児童買春や虐待、児童ポルノなど、
子供に対する性的な暴力

強制性交等、強制わいせつ、痴漢、盗撮などの、性犯罪

つきまとい、待ち伏せなどのストーカー行為

テレビや雑誌、コンピューターソフト、ビデオや
インターネットなどの性・暴力表現

26.4

21.0

15.6

10.7

8.5

5.2

5.0

1.3

0.9

2.3

3.2

26.0

24.7

16.1

9.0

8.6

3.9

3.8

1.4

0.6

2.2

3.6

26.8

16.7

15.0

12.6

8.4

6.6

6.3

1.2

1.2

2.3

2.7

0 10 20 30

総数 n=(2,645)  

女性 n=(1,407)  

男性 n=(1,238)  

(%)
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性・年代別にみると、男女を通じた20歳代から60歳代の多くの年代で「レイプなどの女性への性暴

力」、「痴漢などの女性へのわいせつな行為」、「職場等におけるセクシュアル・ハラスメント（性的い

やがらせ）」、「家庭内での夫から妻への暴力」、「職場等におけるモラル・ハラスメント」、「リベンジポ

ルノ（離婚した元配偶者や別れた元恋人の裸の写真・動画等をインターネット上に流出させる嫌がら

せ行為）」が５割以上と多くなっている。「職場等におけるマタニティ・ハラスメント」は男女20歳代

で６割台と多く、年代が上がるにつれて少なくなる傾向がみられる。「つきまとい（ストーカー）行為」

は女性40歳代から60歳代、男性20歳代から60歳代で４割以上となっている。また、「夫婦生活における

一方的な性的行為の強要」、「売春・買春・援助交際」もほとんどの年代で３割以上となっており、人

権が尊重されていないと感じることは、概ね男女年代を通じて共通した認識となっている。 

 

性・年代別（上位10項目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ

□ レイプなどの女性への
性暴力

□ 痴漢などの女性への
わいせつな行為( こう
い)

□ 職場等におけるセク
シュアル・ハラスメント
（性的いやがらせ）

□ 家庭内での夫から妻
への暴力

□ 職場等におけるモラル・
ハラスメント

  全  体 (869)

女性（と自認）／20歳代 (59)

30歳代 (80)

40歳代 (90)

50歳代 (92)

60歳代 (100)

70歳代以上 (64)

男性（と自認）／20歳代 (45)

30歳代 (57)

40歳代 (59)

50歳代 (66)

60歳代 (76)

70歳代以上 (54)

どちらともいえない (10)

ｎ

□ ﾘﾍﾟﾝｼﾞﾎﾟﾙﾉ（離婚した元配
偶者や別れた元恋人の裸
の写真・動画等をｲﾝﾀｰﾈｯﾄ
上に流出させる嫌がらせ行
為）

□ 職場等におけるマタニ
ティ・ハラスメント

□ つきまとい（ストー
カー）行為

□ 夫婦生活における一
方的な性的行為の強
要

□ 売春・買春・援助交際

  全  体 (869)

女性（と自認）／20歳代 (59)

30歳代 (80)

40歳代 (90)

50歳代 (92)

60歳代 (100)

70歳代以上 (64)

男性（と自認）／20歳代 (45)

30歳代 (57)

40歳代 (59)

50歳代 (66)

60歳代 (76)

70歳代以上 (54)

どちらともいえない (10)

65.4

71.2

60.0

74.4

71.7

68.0

54.7

66.7

73.7

69.5

63.6

60.5

53.7

50.0

0 40 80 (%)

62.4

67.8

58.8

70.0

66.3

66.0

48.4

68.9

66.7

74.6

60.6

53.9

55.6

40.0

0 40 80 (%)

56.4

66.1

46.3

62.2

57.6

50.0

37.5

66.7

68.4

69.5

62.1

51.3

53.7

60.0

0 40 80 (%)

55.2

61.0

56.3

57.8

64.1

50.0

46.9

60.0

63.2

62.7

51.5

53.9

42.6

60.0

0 40 80 (%)

54.9

62.7

53.8

57.8

57.6

51.0

37.5

62.2

63.2

67.8

60.6

46.1

44.4

60.0

0 40 80
(%)

52.7

57.6

55.0

53.3

58.7

56.0

39.1

62.2

57.9

54.2

53.0

50.0

40.7

40.0

0 40 80
(%)

48.6

66.1

46.3

52.2

48.9

44.0

26.6

62.2

59.6

52.5

57.6

39.5

37.0

60.0

0 40 80
(%)

44.6

47.5

32.5

52.2

47.8

46.0

28.1

48.9

49.1

54.2

53.0

46.1

37.0

30.0

0 40 80
(%)

40.2

49.2

43.8

54.4

48.9

32.0

23.4

48.9

43.9

35.6

43.9

31.6

29.6

40.0

0 40 80
(%)

38.1

44.1

36.3

38.9

39.1

45.0

40.6

40.0

36.8

33.9

34.8

35.5

35.2

20.0

0 40 80
(%)
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過去の調査と比較すると、人権を尊重されていないと感じる項目はいずれも前回（平成27年度）調

査から増加しており、「夫婦生活における一方的な性的行為の強要」、「家庭内での夫から妻への暴力」、

「職場等におけるモラル・ハラスメント」、「リベンジポルノ（離婚した元配偶者や別れた元恋人の裸

の写真・動画等をインターネット上に流出させる嫌がらせ行為）」で16ポイント以上、「職場等におけ

るセクシュアル・ハラスメント（性的いやがらせ）」、「職場等におけるマタニティ・ハラスメント」、

「レイプなどの女性への性暴力」、「痴漢などの女性へのわいせつな行為」、「つきまとい（ストーカー）

行為」で５ポイントから９ポイント近くの増加となっている。 

 

経年比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊「わからない」は今回（令和２年度）調査からの選択肢 

夫婦生活における一方的な性的行為の強要

売春・買春・援助交際

女性の体の一部などを内容と無関係に使用した
雑誌やポスター､ テレビCMなどの広告

ポルノ映画、アダルトビデオなど

女性の容姿を競うミス・コンテスト

その他

特に感じない

わからない

レイプなどの女性への性暴力

痴漢などの女性へのわいせつな行為

職場等におけるセクシュアル・ハラスメント
（性的いやがらせ）

家庭内での夫から妻への暴力

職場等におけるモラル・ハラスメント

リベンジポルノ（離婚した元配偶者や別れた元恋人の裸の
写真・動画等をインターネット上に流出させる嫌がらせ行為）

職場等におけるマタニティ・ハラスメント

つきまとい（ストーカー）行為

65.4

62.4

56.4

55.2

54.9

52.7

48.6

44.6

40.2

38.1

19.0

16.6

14.4

3.2

5.6

8.5

59.4

56.6

47.5

38.9

36.6

35.4

43.1

38.8

24.1

35.6

17.1

16.5

10.4

2.7

9.9

-

0 10 20 30 40 50 60 70

令和2年度調査 n=(869)  

平成27年度調査 n=(655)  

(%)
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（２）ＤＶの経験や見聞き 

問16 あなたは、これまでにあなたの夫や妻（事実婚や別居中、離・死別を含む）または恋

人等のパートナーから、次ののようなＤＶにあたる行為を、経験したり、身近で見聞き

したりしたことがありますか。それぞれの中からあてはまる番号をひとつ選んでくださ

い。（○は１つずつ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  全  体 (869)

女性（と自認） (486)

男性（と自認） (358)

どちらともいえない (10)

  全  体 (869)

女性（と自認） (486)

男性（と自認） (358)

どちらともいえない (10)

  全  体 (869)

女性（と自認） (486)

男性（と自認） (358)

どちらともいえない (10)

  全  体 (869)

女性（と自認） (486)

男性（と自認） (358)

どちらともいえない (10)

23.9

7.3

50.0

7.9

11.5

3.1

20.0

4.9

8.0

0.8

10.0

5.8

7.0

3.9

20.0

2.7

14.5

10.0

2.6

1.4

4.2

0.6

1.0

3.6

4.3

2.8

23.3

24.9

17.0

18.3

15.4

20.0

14.0

11.9

17.3

20.0

9.2

8.2

10.6

20.0

47.3

49.2

40.0

67.4

64.4

72.9

60.0

74.0

73.5

75.4

70.0

75.1

74.9

76.5

60.0

2.9

4.2

4.9

4.3

4.5

6.4

5.6

6.4

6.3

5.6

6.1

(%)
ｎ

17.0 7.7 23.5 47.9 3.9

被

害
経
験

が
あ

る

加

害
経
験

が
あ

る

身

近
で
見

聞
き

し
た

こ

と
が
あ

る

全

く
な
い

無

回
答

大
声
で
ど
な
る 

「
誰
の
お
か
げ
で
生
活
で
き

る
ん
だ
」と
か「
か
い
し
ょ
う

な
し
」な
ど
と
言
う 

何
を
言
っ
て
も
、 

長
期
間
無
視
す
る 

交
友
関
係
や
電
話
を 

必
要
以
上
に
、
細
か
く 

監
視
す
る 
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  全  体 (869)

女性（と自認） (486)

男性（と自認） (358)

どちらともいえない (10)

  全  体 (869)

女性（と自認） (486)

男性（と自認） (358)

どちらともいえない (10)

  全  体 (869)

女性（と自認） (486)

男性（と自認） (358)

どちらともいえない (10)

  全  体 (869)

女性（と自認） (486)

男性（と自認） (358)

どちらともいえない (10)

  全  体 (869)

女性（と自認） (486)

男性（と自認） (358)

どちらともいえない (10)

4.7

2.5

10.0

2.8

4.5

0.6

3.3

4.9

1.4

0.7

1.2

4.9

8.4

0.3

10.0

1.2

0.6

0.5

0.6

0.3

0.3

0.4

0.3

0.1

0.2

0.8

0.2

1.7

6.6

7.5

10.0

6.0

5.6

6.7

10.0

11.6

12.3

10.3

20.0

2.3

1.9

2.8

10.0

5.6

5.8

5.3

10.0

81.9

83.0

80.0

83.9

82.9

86.0

90.0

78.7

77.0

82.1

80.0

90.7

91.2

91.3

90.0

82.4

79.6

87.4

80.0

5.6

6.4

6.9

6.4

6.4

6.0

5.3

5.9

6.2

5.6

5.9

6.2

6.0

5.3

(%)
ｎ

3.8

0.9

6.9 81.9 6.4

被

害
経
験

が
あ

る

加

害
経
験

が
あ

る

身

近
で
見

聞
き

し
た

こ

と
が
あ

る

全

く
な
い

無

回
答

大
切
に
し
て
い
る
も
の 

を
わ
ざ
と
捨
て
た
り 

壊
し
た
り
す
る 

社
会
的
な
活
動
や 

就
職
な
ど
を 

ゆ
る
さ
な
い 

家
に
生
活
費
を 

入
れ
な
い 
嫌
が
っ
て
い
る
の
に
、
ポ
ル

ノ
ビ
デ
オ
や
ポ
ル
ノ
雑
誌

を
見
せ
る 

嫌
が
っ
て
い
る
の
に
、 

性
的
行
為
を
強
要
す
る 
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※裸の写真・動画等をインターネット上に流出（被害の場合は自分、加害の場合はパートナー） 

  

  全  体 (869)

女性（と自認） (486)

男性（と自認） (358)

どちらともいえない (10)

  全  体 (869)

女性（と自認） (486)

男性（と自認） (358)

どちらともいえない (10)

  全  体 (869)

女性（と自認） (486)

男性（と自認） (358)

どちらともいえない (10)

  全  体 (869)

女性（と自認） (486)

男性（と自認） (358)

どちらともいえない (10)

  全  体 (869)

女性（と自認） (486)

男性（と自認） (358)

どちらともいえない (10)

0.6

4.7

7.6

0.6

10.0

5.5

8.8

0.8

20.0

1.6

2.9

1.5

2.3

0.3

10.0

0.2

1.7

0.8

3.1

0.9

0.2

2.0

0.1

0.2

0.1

0.2

2.3

3.4

7.9

8.2

7.5

10.0

8.4

8.8

8.1

10.0

3.9

3.9

4.2

2.3

2.1

2.8

90.7

90.5

100.0

79.4

77.6

83.2

80.0

79.3

77.0

83.5

70.0

87.9

87.0

89.9

100.0

89.4

89.1

91.1

90.0

6.2

6.1

6.2

5.8

5.6

5.9

5.1

5.6

6.4

6.0

5.9

6.7

6.4

5.9

(%)
ｎ

0.30.1

2.6 90.2 6.7

被

害

経

験

が

あ

る

加

害

経

験

が

あ

る

身

近

で

見

聞

き

し

た

こ

と

が

あ

る

全

く

な

い

無

回

答

裸
の
写
真
・動
画
等
を
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
流
出 

※ 

な
ぐ
る
ふ
り
を 

し
て
、
お
ど
す 

医
師
の
治
療
が
必
要
と

な
ら
な
い
程
度
の
暴
行 

医
師
の
治
療
が
必
要
と

な
る
ほ
ど
の
暴
行 

命
の
危
険
を
感
じ
る 

ほ
ど
の
暴
行 
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ＤＶの経験や見聞きとしてほとんどの項目で「全くない」が７割以上と占めている。「被害経験があ

る」は“大声でどなる”が17.0％、「加害経験がある」はいずれも１割未満であるが“大声でどなる”

が7.7％と他の項目より多くなっている。「身近で見聞きしたことがある」は“大声でどなる”が

23.5％、“「誰のおかげで生活できるんだ」とか、「かいしょうなし」などと言う”が17.0％となってい

る。 

 

性別にみると、「被害経験がある」は、いずれの項目も女性が男性より多くなっており、“大声でど

なる”が23.9％、“「誰のおかげで生活できるんだ」とか、「かいしょうなし」などと言う”が11.5％と

なっている。「加害経験がある」はほとんどの項目で１割未満であるが、“大声でどなる”は男性で

14.5％となっている。「身近で見聞きしたことがある」をあわせた何らかＤＶ経験がある人は、男女と

もに“大声でどなる”が４割以上、“「誰のおかげで生活できるんだ」とか、「かいしょうなし」などと

言う”が女性で31.2％、男性で22.7％となっている。 
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性・年代別にみると、「被害経験がある」は“大声でどなる”で女性の40歳代から70歳代以上で２割

から３割台となっている。「加害経験がある」は“大声でどなる”が男性で多く、特に70歳代以上で

31.5％となっている。「身近で見聞きしたことがある」は“大声でどなる”が女性30歳代、50歳代、60

歳代、男性は年代を通じて、“「誰のおかげで生活できるんだ」とか、「かいしょうなし」などと言う”

は男女50歳代、女性60歳代、男性70歳代以上で、“交友関係や電話を必要以上に、細かく監視する”は

男性20歳代、30歳代で２割台となっている。それ以外の項目では「全くない」が多くを占めている。 

 

性・年代別 

大声でどなる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  全  体 (869)

女性(と自認)／20歳代 (59)

30歳代 (80)

40歳代 (90)

50歳代 (92)

60歳代 (100)

70歳代以上 (64)

男性(と自認)／20歳代 (45)

30歳代 (57)

40歳代 (59)

50歳代 (66)

60歳代 (76)

70歳代以上 (54)

どちらともいえない (10)

10.2

17.5

24.4

32.6

25.0

29.7

2.2

14.0

8.5

6.1

5.3

7.4

50.0

3.4

3.8

2.2

2.2

3.0

1.6

2.2

3.5

11.9

15.2

19.7

31.5

10.0

18.6

25.0

17.8

29.3

28.0

17.2

24.4

24.6

23.7

25.8

26.3

22.2

66.1

53.8

54.4

32.6

42.0

40.6

71.1

52.6

52.5

43.9

46.1

35.2

40.0

1.7

1.1

3.3

2.0

10.9

5.3

3.4

9.1

2.6

3.7

(%)ｎ

17.0 7.7 23.5 47.9 3.9

被

害
経
験

が
あ

る

加

害
経
験

が
あ

る

身

近
で
見

聞
き

し
た

こ

と
が
あ

る

全

く
な
い

無

回
答
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「誰のおかげで生活できるんだ」とか、「かいしょうなし」などと言う 

 

 

  

  全  体 (869)

女性(と自認)／20歳代 (59)

30歳代 (80)

40歳代 (90)

50歳代 (92)

60歳代 (100)

70歳代以上 (64)

男性(と自認)／20歳代 (45)

30歳代 (57)

40歳代 (59)

50歳代 (66)

60歳代 (76)

70歳代以上 (54)

どちらともいえない (10)

5.1

10.0

16.7

13.0

8.0

15.6

4.4

8.8

3.4

1.3

1.9

20.0

1.3

1.1

5.4

1.8

6.8

4.5

5.3

5.6

16.9

18.8

14.4

20.7

22.0

15.6

8.9

10.5

10.2

21.2

17.1

20.4

20.0

76.3

68.8

66.7

57.6

63.0

56.3

86.7

71.9

76.3

68.2

72.4

66.7

60.0

1.7

1.3

1.1

3.3

7.0

12.5

7.0

3.4

6.1

3.9

5.6

(%)ｎ

7.9

2.6

17.0 67.4 4.9

被

害

経

験

が

あ

る

加

害

経

験

が

あ

る

身

近

で

見

聞

き

し

た

こ

と

が

あ

る

全

く

な

い

無

回

答
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交友関係や電話を必要以上に、細かく監視する 

 

  

  全  体 (869)

女性(と自認)／20歳代 (59)

30歳代 (80)

40歳代 (90)

50歳代 (92)

60歳代 (100)

70歳代以上 (64)

男性(と自認)／20歳代 (45)

30歳代 (57)

40歳代 (59)

50歳代 (66)

60歳代 (76)

70歳代以上 (54)

どちらともいえない (10)

15.3

10.0

7.8

6.5

5.0

6.3

1.8

1.7

1.5

10.0

2.5

1.1

1.1

1.6

10.2

16.3

14.4

13.0

7.0

10.9

22.2

28.1

16.9

16.7

11.8

11.1

20.0

72.9

70.0

74.4

75.0

78.0

67.2

77.8

63.2

76.3

74.2

82.9

77.8

70.0

1.7

1.3

2.2

4.3

10.0

14.1

7.0

5.1

7.6

5.3

11.1

(%)ｎ

4.9

0.6

14.0 74.0 6.4

被

害
経
験

が
あ

る

加

害
経
験

が
あ

る

身

近
で
見

聞
き

し
た

こ

と
が
あ

る

全

く
な
い

無

回
答
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何を言っても、長期間無視する 

 

  

  全  体 (869)

女性(と自認)／20歳代 (59)

30歳代 (80)

40歳代 (90)

50歳代 (92)

60歳代 (100)

70歳代以上 (64)

男性(と自認)／20歳代 (45)

30歳代 (57)

40歳代 (59)

50歳代 (66)

60歳代 (76)

70歳代以上 (54)

どちらともいえない (10)

3.4

8.8

6.7

6.5

10.0

4.7

8.8

5.1

1.5

1.3

7.4

20.0

1.7

6.3

4.4

6.5

4.0

1.6

1.8

4.5

5.3

3.7

10.2

6.3

11.1

7.6

4.0

12.5

8.9

10.5

11.9

7.6

11.8

13.0

20.0

83.1

77.5

76.7

73.9

72.0

67.2

91.1

71.9

78.0

78.8

76.3

66.7

60.0

1.7

1.3

1.1

5.4

10.0

14.1

7.0

5.1

7.6

5.3

9.3

(%)ｎ

5.8 3.6 9.2 75.1 6.3

被

害
経
験

が
あ

る

加

害
経
験

が
あ

る

身

近
で
見

聞
き

し
た

こ

と
が
あ

る

全

く
な
い

無

回
答
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大切にしているものをわざと捨てたり壊したりする 

  

  全  体 (869)

女性(と自認)／20歳代 (59)

30歳代 (80)

40歳代 (90)

50歳代 (92)

60歳代 (100)

70歳代以上 (64)

男性(と自認)／20歳代 (45)

30歳代 (57)

40歳代 (59)

50歳代 (66)

60歳代 (76)

70歳代以上 (54)

どちらともいえない (10)

1.7

5.0

7.8

5.4

3.0

4.7

7.0

3.4

1.5

1.3

1.9

10.0

3.8

1.1

3.1

2.2

1.3

6.8

7.5

3.3

9.8

6.0

6.3

8.9

8.8

6.8

6.1

10.5

3.7

10.0

89.8

82.5

87.8

79.3

80.0

71.9

88.9

75.4

84.7

84.8

81.6

85.2

80.0

1.7

1.3

1.1

4.3

11.0

14.1

8.8

5.1

7.6

5.3

9.3

(%)ｎ

3.8

0.9

6.9 81.9 6.4

被

害
経
験

が
あ

る

加

害
経
験

が
あ

る

身

近
で
見

聞
き

し
た

こ

と
が
あ

る

全

く
な
い

無

回
答
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社会的な活動や就職などをゆるさない  

 

  

  全  体 (869)

女性(と自認)／20歳代 (59)

30歳代 (80)

40歳代 (90)

50歳代 (92)

60歳代 (100)

70歳代以上 (64)

男性(と自認)／20歳代 (45)

30歳代 (57)

40歳代 (59)

50歳代 (66)

60歳代 (76)

70歳代以上 (54)

どちらともいえない (10)

8.8

3.3

5.4

2.0

7.8

1.7

1.5

1.1

1.0

1.6

1.3

5.1

8.8

5.6

6.5

4.0

3.1

6.7

7.0

3.4

7.6

9.2

5.6

10.0

93.2

81.3

90.0

80.4

82.0

70.3

93.3

86.0

89.8

83.3

84.2

83.3

90.0

1.7

1.3

1.1

6.5

11.0

17.2

7.0

5.1

7.6

5.3

11.1

(%)ｎ

2.8

0.5

6.0 83.9 6.9

被

害
経
験

が
あ

る

加

害
経
験

が
あ

る

身

近
で
見

聞
き

し
た

こ

と
が
あ

る

全

く
な
い

無

回
答
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家に生活費を入れない  

 

 

  

  全  体 (869)

女性(と自認)／20歳代 (59)

30歳代 (80)

40歳代 (90)

50歳代 (92)

60歳代 (100)

70歳代以上 (64)

男性(と自認)／20歳代 (45)

30歳代 (57)

40歳代 (59)

50歳代 (66)

60歳代 (76)

70歳代以上 (54)

どちらともいえない (10)

1.7

1.3

12.2

4.3

3.0

6.3

1.8

1.7

1.5

3.7

1.1

1.6

2.2

10.2

13.8

12.2

19.6

11.0

4.7

13.3

10.5

11.9

7.6

13.2

5.6

20.0

86.4

83.8

74.4

68.5

77.0

75.0

84.4

80.7

81.4

84.8

82.9

79.6

80.0

1.7

1.3

1.1

6.5

9.0

12.5

7.0

5.1

6.1

3.9

11.1

(%)ｎ

3.3

0.3

11.6 78.7 6.0

被

害

経

験

が

あ

る

加

害

経

験

が

あ

る

身

近

で

見

聞

き

し

た

こ

と

が

あ

る

全

く

な

い

無

回

答
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嫌がっているのに、ポルノビデオやポルノ雑誌を見せる 

 

  

  全  体 (869)

女性(と自認)／20歳代 (59)

30歳代 (80)

40歳代 (90)

50歳代 (92)

60歳代 (100)

70歳代以上 (64)

男性(と自認)／20歳代 (45)

30歳代 (57)

40歳代 (59)

50歳代 (66)

60歳代 (76)

70歳代以上 (54)

どちらともいえない (10)

1.7

2.5

2.2

1.1

1.1

1.7

1.1

1.1

3.0

4.7

2.2

5.3

1.7

5.3

1.9

10.0

94.9

96.3

96.7

90.2

87.0

81.3

97.8

87.7

93.2

93.9

89.5

88.9

90.0

1.7

1.3

6.5

10.0

14.1

7.0

5.1

6.1

5.3

9.3

(%)ｎ

0.7

0.1

2.3

90.7 6.2

被

害
経
験

が
あ

る

加

害
経
験

が
あ

る

身

近
で
見

聞
き

し
た

こ

と
が
あ

る

全

く
な
い

無

回
答
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嫌がっているのに、性的行為を強要する 

  

  全  体 (869)

女性(と自認)／20歳代 (59)

30歳代 (80)

40歳代 (90)

50歳代 (92)

60歳代 (100)

70歳代以上 (64)

男性(と自認)／20歳代 (45)

30歳代 (57)

40歳代 (59)

50歳代 (66)

60歳代 (76)

70歳代以上 (54)

どちらともいえない (10)

5.1

7.5

14.4

6.5

8.0

7.8

1.7

10.0

1.1

1.5

5.3

1.9

5.1

10.0

4.4

7.6

3.0

4.7

2.2

8.8

1.7

4.5

6.6

7.4

10.0

88.1

81.3

80.0

78.3

78.0

73.4

97.8

86.0

91.5

87.9

82.9

83.3

80.0

1.7

1.3

1.1

6.5

11.0

14.1

5.3

5.1

6.1

5.3

7.4

(%)
ｎ

4.9

0.8

5.6 82.4 6.2

被

害

経

験

が

あ

る

加

害

経

験

が

あ

る

身

近

で

見

聞

き

し

た

こ

と

が

あ

る

全

く

な

い

無

回

答
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裸の写真・動画等をインターネット上に流出（被害の場合は自分、加害の場合はパートナー） 

  

  全  体 (869)

女性(と自認)／20歳代 (59)

30歳代 (80)

40歳代 (90)

50歳代 (92)

60歳代 (100)

70歳代以上 (64)

男性(と自認)／20歳代 (45)

30歳代 (57)

40歳代 (59)

50歳代 (66)

60歳代 (76)

70歳代以上 (54)

どちらともいえない (10)

1.3

2.2

1.1

1.7

2.2

4.3

2.0

3.1

2.2

3.5

3.4

4.5

2.6

3.7

96.6

97.5

94.4

88.0

88.0

79.7

97.8

89.5

91.5

87.9

92.1

87.0

100.0

1.7

1.3

1.1

6.5

10.0

17.2

7.0

5.1

7.6

5.3

9.3

(%)
ｎ

0.30.1
2.6 90.2 6.7

被

害
経
験

が
あ

る

加

害
経
験

が
あ

る

身

近
で
見

聞
き

し
た

こ

と
が
あ

る

全

く
な
い

無

回
答
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なぐるふりをして、おどす 

 

  

  全  体 (869)

女性(と自認)／20歳代 (59)

30歳代 (80)

40歳代 (90)

50歳代 (92)

60歳代 (100)

70歳代以上 (64)

男性(と自認)／20歳代 (45)

30歳代 (57)

40歳代 (59)

50歳代 (66)

60歳代 (76)

70歳代以上 (54)

どちらともいえない (10)

6.8

10.0

8.9

7.6

5.0

7.8

1.8

1.5

10.0

2.5

1.1

1.1

2.2

1.8

3.4

1.5

2.6

7.4

6.8

10.0

6.7

12.0

5.0

9.4

6.7

8.8

8.5

7.6

6.6

7.4

10.0

84.7

76.3

82.2

75.0

79.0

67.2

91.1

82.5

83.1

83.3

85.5

75.9

80.0

1.7

1.3

1.1

4.3

11.0

15.6

5.3

5.1

6.1

5.3

9.3

(%)
ｎ

4.7

1.7

7.9 79.4 6.2

被

害

経

験

が

あ

る

加

害

経

験

が

あ

る

身

近

で

見

聞

き

し

た

こ

と

が

あ

る

全

く

な

い

無

回

答
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医師の治療が必要とならない程度の暴行  

 

 

 

  

  全  体 (869)

女性(と自認)／20歳代 (59)

30歳代 (80)

40歳代 (90)

50歳代 (92)

60歳代 (100)

70歳代以上 (64)

男性(と自認)／20歳代 (45)

30歳代 (57)

40歳代 (59)

50歳代 (66)

60歳代 (76)

70歳代以上 (54)

どちらともいえない (10)

3.4

10.0

11.1

9.8

7.0

10.9

1.8

1.7

1.5

20.0

1.1

1.8

1.7

1.5

7.4

13.6

13.8

5.6

8.7

6.0

7.8

11.1

5.3

11.9

9.1

7.9

3.7

10.0

81.4

75.0

82.2

76.1

78.0

67.2

88.9

84.2

81.4

81.8

86.8

79.6

70.0

1.7

1.3

1.1

4.3

9.0

14.1

7.0

3.4

6.1

5.3

9.3

(%)
ｎ

5.5

0.9

8.4 79.3 5.9

被

害
経
験

が
あ

る

加

害
経
験

が
あ

る

身

近
で
見

聞
き

し
た

こ

と
が
あ

る

全

く
な
い

無

回
答
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医師の治療が必要となるほどの暴行  

 

 

 

 

  

  全  体 (869)

女性(と自認)／20歳代 (59)

30歳代 (80)

40歳代 (90)

50歳代 (92)

60歳代 (100)

70歳代以上 (64)

男性(と自認)／20歳代 (45)

30歳代 (57)

40歳代 (59)

50歳代 (66)

60歳代 (76)

70歳代以上 (54)

どちらともいえない (10)

1.7

5.0

4.4

3.3

3.1

1.1

5.0

2.2

6.5

2.0

7.8

2.2

7.0

6.8

3.0

3.9

1.9

96.6

88.8

92.2

83.7

88.0

71.9

97.8

86.0

88.1

90.9

90.8

88.9

100.0

1.7

1.3

1.1

5.4

10.0

17.2

7.0

5.1

6.1

5.3

9.3

(%)
ｎ

1.6 0.1

3.9 87.9 6.4

被

害

経

験

が

あ

る

加

害

経

験

が

あ

る

身

近

で

見

聞

き

し

た

こ

と

が

あ

る

全

く

な

い

無

回

答
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命の危険を感じるほどの暴行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  全  体 (869)

女性(と自認)／20歳代 (59)

30歳代 (80)

40歳代 (90)

50歳代 (92)

60歳代 (100)

70歳代以上 (64)

男性(と自認)／20歳代 (45)

30歳代 (57)

40歳代 (59)

50歳代 (66)

60歳代 (76)

70歳代以上 (54)

どちらともいえない (10)

3.4

5.0

4.4

1.6

1.5

10.0

1.1

1.7

1.3

3.3

3.3

1.0

1.6

2.2

5.3

5.1

3.9

93.2

92.5

91.1

89.1

89.0

78.1

97.8

87.7

89.8

92.4

90.8

90.7

90.0

1.7

1.3

1.1

6.5

10.0

18.8

7.0

5.1

6.1

5.3

9.3

(%)
ｎ

1.5 0.1
2.3 89.4 6.7

被

害
経
験

が
あ

る

加

害
経
験

が
あ

る

身

近
で
見

聞
き

し
た

こ

と
が
あ

る

全

く
な
い

無

回
答
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被害や加害といった各経験では、過去の調査と比較しても、特に大きな差はみられない。 

ＤＶ経験（被害・加害・見聞き）全体で比較すると、“大声でどなる”は前回（平成27年度）調査よ

り減少が目立っているが、それ以外では特に大きな差はみられない。 

 

経年比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会的な活動や就職などをゆるさない

大声でどなる

「誰のおかげで生活できるんだ」とか、
「かいしょうなし」などと言う

交友関係や電話を必要以上に、
細かく監視する

何を言っても、長期間無視する

大切にしているものをわざと
捨てたり壊したりする

医師の治療が必要となるほどの暴行

命の危険を感じるほどの暴行

家に生活費を入れない

嫌がっているのに、ポルノビデオや
ポルノ雑誌を見せる

嫌がっているのに、性的行為を強要する

裸の写真・動画等をインターネット上に
流出（被害の場合は自分、加害の場合

はパートナー）

なぐるふりをして、おどす

医師の治療が必要とならない程度の暴行

17.0

17.6

7.9

8.4

4.9

5.6

5.8

4.6

3.8

3.2

2.8

2.6

3.3

3.2

0.7

0.9
4.9

4.3

0.3

-
4.7

6.1

5.5

5.2

1.6

1.1

1.5

1.4

7.7

13.0

2.6

2.6

0.6

2.0
3.6

3.5

0.9

2.3

0.5

-

0.3

0.9

0.1

1.1

0.8

1.1

0.1

0.2

1.7

1.5

0.9

1.1

0.1

-

0.1

-

23.5

24.7

17.0

16.8

14.0

13.9

9.2

8.5

6.9

7.0

6.0

7.2

11.6

13.6

2.3

0.3

5.6

4.7

2.6

1.8

7.9

6.4

8.4

6.6

3.9

4.0

2.3

2.1

0 10 20 30 40 50 60

令和２年度調査

平成27年度調査

令和２年度調査

平成27年度調査

令和２年度調査

平成27年度調査

令和２年度調査

平成27年度調査

令和２年度調査

平成27年度調査

令和２年度調査

平成27年度調査

令和２年度調査

平成27年度調査

令和２年度調査

平成27年度調査

令和２年度調査

平成27年度調査

令和２年度調査

平成27年度調査

令和２年度調査

平成27年度調査

令和２年度調査

平成27年度調査

令和２年度調査

平成27年度調査

令和２年度調査

平成27年度調査

(%)被害経験がある 加害経験がある 身近で見聞きしたことがある
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（３）ＤＶの被害・加害経験者の相談状況 

【問16のＤＶの項目のいずれかで「被害経験がある」または「加害経験がある」に１つ以上

○の方がお答えください。】 

問16-１ そのことを誰かに相談しましたか。次の中からあてはまる番号を１つだけ選んでく

ださい｡（○は１つ） 

 

《相談していない》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＤＶの加害あるいは被害経験者の相談有無は、「相談した」が20.6％、それ以外の選択肢（「その他」

と無回答を除く）を合計した《相談していない》が71.1％となっており、相談をしていない人の方が

多くなっている。《相談していない》のうち、「相談するほどのことではないと思った」が26.0％で最

も多くなっている。 

性別にみると、女性では「相談した」が28.3％と男性(7.3％)より21.0ポイント多く、《相談してい

ない》では男性が84.5％と女性（63.0％）より多くなっている。《相談していない》のうち、男女とも

「相談するほどのことではないと思った」（女性20.8％：男性34.4％）が最も多くなっている。 

 

  

  全  体 (277)

女性（と自認） (173)

男性（と自認） (96)

どちらともいえない (6)

28.3

7.3

16.7

2.3

5.2

16.7

2.9

2.1

8.1

6.3
1.0

11.0

16.7

10.4

4.2

16.7

7.5

14.6

16.7

20.8

34.4

33.3

3.5

3.1

5.2

5.2

(%)
ｎ

20.6 3.6

2.5

7.2

0.4

13.0 8.3 10.1 26.0 3.2 5.1

相

談

し

た

誰

に

相

談

し

て

良

い

か

わ

か

ら

な

か
っ

た

恥

ず

か

し

く

て

誰

に

も

言

え

な

か
っ

た

相

談

し

て

も

無

駄

だ

と

思

い
、

相

談

し

な

か
っ

た

相

談

し

た

こ

と

が

わ

か

る

と

仕

返

し

を

受

け

た

り
、

も
っ

と

ひ

ど

い

暴

力

を

受

け

た

り

す

る

と

思

い
、

相

談

し

な

か
っ

た

個

人

的

な

問

題

な

の

で
、

自

分

で

解

決

し

よ

う

と

思

い
、

相

談

し

な

か
っ

た

自

分

が

我

慢

す

れ

ば
、

こ

の

ま

ま

や
っ

て

い

け

る

と

思

い
、

相

談

し

な

か
っ

た

自

分

に

も

悪

い

と

こ

ろ

が

あ

る

と

思

い
、

相

談

し

な

か
っ

た

相

談

す

る

ほ

ど

の

こ

と

で

は

な

い

と

思
っ

た そ

の

他

無

回

答
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過去の調査と比較しても、特に大きな差はみられないが、「自分が我慢すれば、このままやっていけ

ると思い、相談しなかった」はやや増加し、「相談するほどのことではないと思った」はやや減少と

なっている。 

 

経年比較 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年度調査 (277)

平成27年度調査 (209) 20.1 1.9

1.4

5.7

0.5

12.9 3.8 9.6 30.6

1.0

12.4

(%)
ｎ

20.6 3.6

2.5

7.2

0.4

13.0 8.3 10.1 26.0 3.2 5.1

相

談

し

た

誰
（

ど

こ
）

に

相

談

し

て

良

い

か

わ

か

ら

な

か
っ

た

恥

ず

か

し

く

て

誰

に

も

言

え

な

か
っ

た

相

談

し

て

も

無

駄

だ

と

思

い
、

相

談

し

な

か
っ

た

相

談

し

た

こ

と

が

わ

か

る

と

仕

返

し

を

受

け

た

り
、

も
っ

と

ひ

ど

い

暴

力

を

受

け

た

り

す

る

と

思

い
、

相

談

し

な

か
っ

た

個

人

的

な

問

題

な

の

で
、

自

分

で

解

決

し

よ

う

と

思
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、
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ま
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と

思

い
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相

談

し

な

か
っ

た

自

分

に

も
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い

と

こ
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が

あ
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と

思

い
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相

談

し

な

か
っ

た

相

談

す

る

ほ

ど

の

こ
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で

は

な

い

と

思
っ

た そ

の

他

無

回

答



第２章 調査結果（市民アンケート調査） 

 134

（４）相談相手・機関等 

【問16-１で「相談した」に○の方がお答えください。】 

問16-２ 実際に誰またはどこに相談しましたか。次の中からあてはまる番号をすべて選んで

ください。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相談経験のある人の相談相手・機関等は、「知人・友人」が54.4％で最も多く、次いで「親族」が

47.4％となっている。また、公的な相談機関である「市役所の相談窓口」や専門的な機関・職業（家

庭裁判所・弁護士等／医師・カウンセラー／警察署）への相談は１割前後に留まる。 

 

過去の調査と比較すると、「親族」は前回（平成27年度）調査の69.0％から今回（令和２年度）調査

の47.4％へと21.6ポイント減少している。 

 

経年比較 

 

 

 

 

 

 

 

  

n=(57)  

知人・友人

親族

市役所の相談窓口

家庭裁判所・弁護士等

医師・カウンセラー

警察署

その他

無回答

54.4

47.4

14.0

14.0

8.8

8.8

7.0

1.8

0 10 20 30 40 50 60 (%)

知人・友人

親族

市役所の相談窓口

家庭裁判所・弁護士等

医師・カウンセラー

警察署

その他

54.4

47.4

14.0

14.0

8.8

8.8

7.0

52.4

69.0

9.5

9.5

7.1

7.1

7.1

0 20 40 60 80

令和2年度調査 n=(57)  

平成27年度調査 n=(42)  

(%)
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（５）ＤＶや被害者支援等のために今後必要なこと 

問17 あなたは、パートナーからの暴力防止や被害者支援等のために、今後どのようなこと

が必要だと思いますか。次の中からあてはまる番号をすべて選んでください。 

（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＤＶ防止に必要なことは、「被害者の安全確保対策を充実させる」（56.6％）、「被害者のための相談

機能を充実させる」（52.7％）、「法律による規制強化や見直しを行う」（51.0％）の３項目が５割台と

多く、これに「学校において、男女平等や性についての教育を充実する」が45.1％、「被害者の自立支

援対策を充実させる」が39.7％で次いでいる。 

 

  

n=(869)  

被害者の安全確保対策を充実させる

被害者のための相談機能を充実させる

法律による規制強化や見直しを行う

学校において、男女平等や性についての
教育を充実する

被害者の自立支援対策を充実させる

加害者更生のための支援対策を充実させる

暴力防止の啓発活動を積極的に行う

地域において、男女平等や性についての
教育を充実する

その他

わからない

無回答

56.6

52.7

51.0

45.1

39.7

29.2

28.9

19.8

2.3

8.5

13.6

0 10 20 30 40 50 60 (%)
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性別にみると、「加害者更生のための支援対策を充実させる」は女性が34.6％と男性(22.1％)を12.5

ポイント上回り、「法律による規制強化や見直しを行う」、「被害者の安全確保対策を充実させる」でも

女性が男性を５ポイント以上上回っている。「暴力防止の啓発活動を積極的に行う」は男性が34.6％と

女性（25.9％）を8.7ポイント上回っている。 

 

性別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

被害者の安全確保対策を充実させる

被害者のための相談機能を充実させる

法律による規制強化や見直しを行う

学校において、男女平等や性についての
教育を充実する

被害者の自立支援対策を充実させる

加害者更生のための支援対策を充実させる

暴力防止の啓発活動を積極的に行う

地域において、男女平等や性についての
教育を充実する

その他

わからない

無回答

59.5

54.5

54.3

47.1

42.2

34.6

25.9

20.2

1.9

7.8

13.0

54.2

52.0

48.3

43.9

37.2

22.1

34.6

19.6

2.8

8.7

13.1

50.0

40.0

20.0

30.0

30.0

40.0

-

20.0

10.0

20.0

10.0

0 10 20 30 40 50 60 70

女性（と自認) n=(486)  

男性（と自認) n=(358)  

どちらともいえない n=(10)  

(%)
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性・年代別にみると、女性20歳代では「被害者の安全確保対策を充実させる」、「被害者のための相

談機能を充実させる」で７割台、「法律による規制強化や見直しを行う」、「学校において、男女平等や

性についての教育を充実する」で６割以上と他の年代より多くなっている。「被害者の安全確保対策を

充実させる」、「被害者のための相談機能を充実させる」、「学校において、男女平等や性についての教

育を充実する」は男女通じた多くの年代で４割以上となっている。「法律による規制強化や見直しを行

う」は女性の年代を通じて４割以上、男女40歳代で６割台半ばとなっており、以降、年代が上がるに

つれて少なくなる。「被害者の自立支援対策を充実させる」は女性20歳代、40歳代、男女50歳代、60歳

代で４割以上となっている。また、「加害者更生のための支援対策を充実させる」は女性で多く、20歳

代から60歳代で３割以上となっている。「暴力防止の啓発活動を積極的に行う」は男性で多く、30歳代、

60歳代で４割前後となっている。 

 

性・年代別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ

□被害者の安全確保対
策を充実させる

□ 被害者のための相談機
能を充実させる

□ 法律による規制強化や
見直しを行う

□ 学校において、男女平
等や性についての教育
を充実する

  全  体 (869)

女性（と自認）／20歳代 (59)

30歳代 (80)

40歳代 (90)

50歳代 (92)

60歳代 (100)

70歳代以上 (64)

男性（と自認）／20歳代 (45)

30歳代 (57)

40歳代 (59)

50歳代 (66)

60歳代 (76)

70歳代以上 (54)

どちらともいえない (10)

ｎ

□被害者の自立支援対
策を充実させる

□加害者更生のための支
援対策を充実させる

□暴力防止の啓発活動
を積極的に行う

□地域において、男女平
等や性についての教育
を充実する

  全  体 (869)

女性（と自認）／20歳代 (59)

30歳代 (80)

40歳代 (90)

50歳代 (92)

60歳代 (100)

70歳代以上 (64)

男性（と自認）／20歳代 (45)

30歳代 (57)

40歳代 (59)

50歳代 (66)

60歳代 (76)

70歳代以上 (54)

どちらともいえない (10)

56.6

74.6

62.5

62.2

64.1

56.0

35.9

66.7

50.9

62.7

56.1

47.4

46.3

50.0

0 40 80 (%)

52.7

71.2

50.0

47.8

59.8

56.0

43.8

62.2

45.6

52.5

59.1

53.9

38.9

40.0

0 40 80 (%)

51.0

67.8

58.8

64.4

52.2

43.0

42.2

60.0

38.6

66.1

50.0

46.1

29.6

20.0

0 40 80 (%)

45.1

62.7

43.8

50.0

50.0

42.0

37.5

48.9

42.1

45.8

43.9

40.8

44.4

30.0

0 40 80 (%)

39.7

45.8

33.8

41.1

50.0

45.0

34.4

37.8

29.8

35.6

45.5

43.4

27.8

30.0

0 40 80 (%)

29.2

44.1

33.8

34.4

38.0

35.0

21.9

17.8

24.6

22.0

19.7

26.3

20.4

40.0

0 40 80 (%)

28.9

25.4

22.5

24.4

29.3

27.0

26.6

31.1

40.4

35.6

27.3

39.5

31.5

-

0 40 80 (%)

19.8

28.8

17.5

23.3

25.0

13.0

14.1

24.4

28.1

20.3

21.2

14.5

9.3

20.0

0 40 80 (%)
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過去の調査と比較すると、いずれの項目も前回（平成27年度）調査から増加しており、「法律による

規制強化や見直しを行う」、「被害者の自立支援対策を充実させる」、「被害者の安全確保対策を充実さ

せる」で５ポイント以上増加している。 

 

経年比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊「わからない」は今回（令和２年度）調査からの選択肢 

 

被害者の安全確保対策を充実させる

被害者のための相談機能を充実させる

法律による規制強化や見直しを行う

学校において、男女平等や性についての
教育を充実する

被害者の自立支援対策を充実させる

加害者更生のための支援対策を充実させる

暴力防止の啓発活動を積極的に行う

地域において、男女平等や性についての
教育を充実する

その他

わからない

56.6

52.7

51.0

45.1

39.7

29.2

28.9

19.8

2.3

8.5

51.5

52.4

44.0

42.6

33.9

28.5

26.4

18.5

2.6

-

0 10 20 30 40 50 60

令和2年度調査 n=(869)  

平成27年度調査 n=(655)  

(%)
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７．男女共同参画施策 

（１）男女共同参画に関する名称や事柄の認知度 

問18 あなたは、次の名称や事柄について、ご存じですか。それぞれの中からあてはまる番

号を１つだけ選んでください。（○は１つずつ） 

 

条約・法律関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男女共同参画に関する名称や事柄の認知度としては、「内容までよく知っている」は“男女雇用機会

均等法”（29.2％）、“ストーカー規制法”（22.4％）が２割台となっている。これに「聞いたことはあ

る」をあわせた《認知度》でみると、“ストーカー規制法”、“男女雇用機会均等法”、“ＤＶ防止法”が

８割台を占め、“男女共同参画社会基本法”でも59.0％となっている。 

  

n = (869)

女子差別撤廃条約

男女雇用機会均等法

男女共同参画社会基本法

ストーカー規制法

ＤＶ防止法

女性活躍推進法

候補者男女均等法

29.2

12.4

22.4

17.4

4.3

2.6

57.4

46.6

68.0

65.1

36.9

24.9

10.8

37.9

7.1

15.0

55.9

69.5

2.5

3.1

2.4

2.5

2.9

3.0

(%)
2.6 32.2 62.1 3.0

内

容

ま

で

よ

く

知
っ

て

い

る

聞

い

た

こ

と

は

あ

る

知

ら

な

い

無

回

答
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過去の調査と比較しても、認知度、内容理解度ともに前回（平成27年度）調査と特に大きな差はみ

られない。 

 

経年比較（条約・法律関連） 
    (%) 

    ｎ 認知度*1 内容理解度*2 

女子差別撤廃条約 

令和２年度調査 869 34.8  2.6  

平成27年度調査 655 36.2  2.3  

平成22年度調査 795 46.8  4.7  

男女雇用機会均等法 

令和２年度調査 869 86.6  29.2  

平成27年度調査 655 85.8  26.3  

平成22年度調査 795 83.5  28.2  

男女共同参画社会基本法 

令和２年度調査 869 59.0  12.4  

平成27年度調査 655 59.2  7.6  

平成22年度調査 795 53.0  6.7  

ストーカー規制法 

令和２年度調査 869 90.4  22.4  

平成27年度調査 655 90.7  19.4  

平成22年度調査 795 84.7  18.7  

ＤＶ防止法 

令和２年度調査 869 82.5  17.4  

平成27年度調査 655 82.4  14.0  

平成22年度調査 795 78.7  16.1  

 
*1:「聞いたことはある」と「内容までよく知っている」の計  *2:「内容までよく知っている」 

（以降の用語関連、市の施策関連も同様） 

 

用語関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

n = (869)

ポジティブ・アクション
(積極的改善措置)

ジェンダー

デートＤＶ

ＪＫビジネス

セクシュアル・マイノリティ（ＬＧＢＴ）

リプロダクティブ・ヘルス／ライツ

エンパワーメント

ワーク・ライフ・バランス
（仕事と生活の調和）

25.3

29.9

2.3

4.1

22.2

10.8

17.1

44.2

45.9

10.9

16.8

32.1

23.6

37.5

27.4

21.4

83.9

75.7

42.7

62.4

42.1

3.1

2.8

2.9

3.3

3.0

3.2

3.2

(%)
2.0 16.1 78.9 3.0

内
容

ま
で

よ
く

知
っ

て
い

る

聞
い

た
こ

と
は

あ
る

知
ら

な
い

無
回

答
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男女共同参画に関する用語の認知度としては、「内容までよく知っている」は“セクシュアル・マイ

ノリティ（ＬＢＧＴ）”（29.9％）、“ジェンダー”（25.3％）、“ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活

の調和）”（22.2％）が２割台となっている。《認知度》でみると、“セクシュアル・マイノリティ（Ｌ

ＢＧＴ）”が75.8％、“ジェンダー”が69.5％、“ＪＫビジネス”、“ワーク・ライフ・バランス（仕事と

生活の調和）”でも５割台となっている。 

 

過去の調査と比較すると、認知度では「ジェンダー」、「セクシュアル・マイノリティ（ＬＧＢＴ）」

は前回（平成27年度）調査から27ポイント以上、「ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）」

は7.0ポイント増加している。 

内容理解度では「セクシュアル・マイノリティ（ＬＧＢＴ）」で17.7ポイント、「ジェンダー」で

14.0ポイント、「ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）」で11.1ポイント増加している。 

 

経年比較（用語関連） 
    (%) 

    ｎ 認知度 内容理解度 

ポジティブ・アクション(積極的改善措

置)  

令和２年度調査 869 18.1  2.0  

平成27年度調査 655 19.6  2.0  

平成22年度調査 795 23.7  2.3  

ジェンダー 

令和２年度調査 869 69.5  25.3  

平成27年度調査 655 40.5  11.3  

平成22年度調査 795 33.1  9.3  

セクシュアル・マイノリティ（ＬＧＢ

Ｔ） 

令和２年度調査 869 75.8  29.9  

平成27年度調査 655 48.5  12.2  

リプロダクティブ・ヘルス／ライツ 

令和２年度調査 869 13.2  2.3  

平成27年度調査 655 14.5  1.8  

平成22年度調査 795 10.5  1.1  

エンパワーメント 

令和２年度調査 869 20.9  4.1  

平成27年度調査 655 19.8  3.2  

平成22年度調査 795 18.4  2.9  

ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活

の調和） 

令和２年度調査 869 54.3  22.2  

平成27年度調査 655 47.3  11.1  

平成22年度調査 795 38.9  6.4  
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市の施策関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男女共同参画に関する市の施策関連の認知度としては、「内容までよく知っている」はいずれもわず

かとなっており、《認知度》でもいずれも半数以下となっているが、“成田市男女共同参画センター”、

“女性のための相談”が３割台となっている。 

 

過去の調査と比較すると、認知度では「成田市男女共同参画センター」は前回（平成27年度）調査

から10.8ポイント増加している。 

内容理解度では、特に前回調査と比較して大きな差はみられない。 

 

経年比較（市の施策関連） 

    (%) 

    ｎ 認知度 内容理解度 

第３次成田市男女共同参画計画 

※H27 年度は、第２次成田市～計画 

令和２年度調査 869 16.3  0.9  

平成27年度調査 655 16.2  0.8  

男女共同参画講座の開催 
令和２年度調査 869 22.4  2.5  

平成27年度調査 655 19.4  1.7  

男女共同参画推進員の設置 
令和２年度調査 869 17.8  2.3  

平成27年度調査 655 14.8  1.2  

情報紙「さざなみ」の発行 
令和２年度調査 869 22.3  4.1  

平成27年度調査 655 24.1  2.7  

女性のための相談 
令和２年度調査 869 33.4  3.8  

平成27年度調査 655 30.8  2.3  

成田市男女共同参画センター 
令和２年度調査 869 30.4  3.8  

平成27年度調査 655 19.6  1.7  

n = (869)

第３次成田市男女共同参画計画

成田市男女共同参画センター

男女共同参画講座の開催

男女共同参画推進員の設置

情報紙「さざなみ」の発行

女性のための相談

2.5

2.3

4.1

3.8

3.8

19.9

15.5

18.2

29.6

26.6

74.8

79.3

74.7

63.9

66.9

2.8

2.9

3.0

2.8

2.8

(%)

0.9

15.4 80.8

2.9

内
容

ま
で

よ
く

知
っ

て
い

る

聞
い

た
こ

と
は

あ
る

知
ら

な
い

無
回

答
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女性のための相談を女性・年代別にみると、「聞いたことはある」は30歳代、50歳代、70歳代以上で

４割台となっている。 

 

女性・年代別 女性のための相談 

 

 

 

 

 

 

 

  全  体 (869)

女性(と自認)／20歳代 (59)

30歳代 (80)

40歳代 (90)

50歳代 (92)

60歳代 (100)

70歳代以上 (64)

8.5

7.5

5.6

5.4

2.0

3.1

20.3

40.0

35.6

40.2

32.0

42.2

71.2

52.5

58.9

53.3

62.0

46.9

1.1

4.0

7.8

(%)ｎ

3.8 29.6 63.9

2.8

内

容
ま
で

よ
く

知
っ

て

い
る

聞

い
た
こ

と
は

あ
る

知

ら
な
い

無

回
答
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（２）議会や審議会等で女性委員（議員）が少ない理由 

問19 政治の分野や方針を決定する過程において、議会や審議会、委員会等への女性の参画

が進んでいますが、いまだ少ない状況です。女性委員（議員）の少ないのはなぜだと思

いますか。次の中からあてはまる番号をすべて選んでください。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議会や審議会等で女性委員（議員）が少ない理由は、「男性優位の組織運営」が61.3％で特に多く、

次いで「女性の参画を進めようと意識している人が少ない」（46.6％）、「家庭、職場、地域における性

別による役割分担や差別の意識」（41.1％）が４割台、「家族の支援・協力が得られない」（37.7％）、

「女性側の積極性が足りない」（35.1％）が３割台となっている。 

  

n=(869)  

男性優位の組織運営

女性の参画を進めようと
意識している人が少ない

家庭、職場、地域における性別による
役割分担や差別の意識

家族の支援・協力が得られない

女性側の積極性が足りない

女性の能力開発の機会が充分でない

その他

わからない

無回答

61.3

46.6

41.1

37.7

35.1

25.2

2.2

8.3

4.1

0 10 20 30 40 50 60 70 (%)
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性別にみると、「女性の能力開発の機会が充分でない」、「家庭、職場、地域における性別による役割

分担や差別の意識」、「男性優位の組織運営」では女性が男性より５ポイント以上多くなっている。 

 

性別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

男性優位の組織運営

女性の参画を進めようと
意識している人が少ない

家庭、職場、地域における性別による
役割分担や差別の意識

家族の支援・協力が得られない

女性側の積極性が足りない

女性の能力開発の機会が充分でない

その他

わからない

無回答

64.0

46.1

44.4

40.1

36.8

28.8

1.4

8.0

3.3

58.9

48.6

38.0

36.0

34.1

21.2

2.5

7.8

3.9

60.0

40.0

20.0

20.0

20.0

20.0

20.0

20.0

-

0 10 20 30 40 50 60 70

女性（と自認) n=(486)  

男性（と自認) n=(358)  

どちらともいえない n=(10)  

(%)
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性・年代別にみると、「男性優位の組織運営」は男女ともに年代を通じて５割以上、「女性の参画を

進めようと意識している人が少ない」が４割以上となっており、共通した認識となっている。「家庭、

職場、地域における性別による役割分担や差別の意識」は女性の20歳代から40歳代で５割台と男女通

じて他の年代よりも多くなっている。また、「家族の支援・協力が得られない」は男女40歳代と50歳代、

男性70歳代以上で、「女性側の積極性が足りない」は女性の50歳代から70歳代以上、男性50歳代で４割

以上となっている。 

 

性・年代別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ

□男性優位の組織運営 □女性の参画を進めよう
と意識している人が少
ない

□家庭、職場、地域における
性別による役割分担や差別
の意識

  全  体 (869)

女性（と自認）／20歳代 (59)

30歳代 (80)

40歳代 (90)

50歳代 (92)

60歳代 (100)

70歳代以上 (64)

男性（と自認）／20歳代 (45)

30歳代 (57)

40歳代 (59)

50歳代 (66)

60歳代 (76)

70歳代以上 (54)

どちらともいえない (10)

ｎ

□家族の支援・協力が得
られない

□女性側の積極性が足り
ない

□女性の能力開発の機会
が充分でない

  全  体 (869)

女性（と自認）／20歳代 (59)

30歳代 (80)

40歳代 (90)

50歳代 (92)

60歳代 (100)

70歳代以上 (64)

男性（と自認）／20歳代 (45)

30歳代 (57)

40歳代 (59)

50歳代 (66)

60歳代 (76)

70歳代以上 (54)

どちらともいえない (10)

61.3

78.0

70.0

68.9

65.2

54.0

50.0

57.8

70.2

54.2

54.5

57.9

61.1

60.0

0 40 80
(%)

46.6

40.7

43.8

44.4

48.9

51.0

45.3

42.2

43.9

49.2

53.0

50.0

50.0

40.0

0 40 80
(%)

41.1

57.6

50.0

53.3

44.6

35.0

26.6

40.0

38.6

37.3

36.4

38.2

38.9

20.0

0 40 80
(%)

37.7

33.9

36.3

46.7

51.1

36.0

32.8

20.0

33.3

42.4

43.9

31.6

40.7

20.0

0 40 80
(%)

35.1

27.1

20.0

33.3

45.7

47.0

43.8

35.6

29.8

23.7

40.9

35.5

37.0

20.0

0 40 80
(%)

25.2

25.4

21.3

23.3

33.7

34.0

34.4

22.2

21.1

18.6

16.7

18.4

33.3

20.0

0 40 80
(%)
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過去の調査と比較すると、多くの項目で前回（平成27年度）調査から減少傾向となっており、「女性

側の積極性が足りない」では前回（平成27年度）調査の43.4％から今回（令和２年度）調査の35.1％

へと8.3ポイント減少している。 

 

経年比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊「わからない」は今回（令和２年度）調査からの選択肢 

男性優位の組織運営

女性の参画を進めようと
意識している人が少ない

家庭、職場、地域における性別による
役割分担や差別の意識

家族の支援・協力が得られない

女性側の積極性が足りない

女性の能力開発の機会が充分でない

その他

わからない

61.3

46.6

41.1

37.7

35.1

25.2

2.2

8.3

60.5

48.2

42.0

40.9

43.4

28.1

1.4

-

57.9

46.0

36.2

29.3

35.6

25.9

2.9

-

0 10 20 30 40 50 60 70

令和2年度調査 n=(869)  

平成27年度調査 n=(655)  

平成22年度調査 n=(795)  

(%)
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（３）ポジティブ・アクションの取組の考え 

問20 女性があまり進出していない分野（たとえば、企業・行政等の管理職や審議会委員な

ど）で、女性の登用を計画的に進めていくことなどを「ポジティブ・アクション」（積極

的改善措置）といいます。このような取組を行うことについてどのように思いますか。

次の中からあてはまる番号を１つだけ選んでください。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポジティブ・アクションの取組を行うことに「賛成する」は49.4％、「どちらかといえば賛成する」

は32.9％で両者をあわせた《賛成》は82.3％を占めている。《反対》（「どちらかといえば反対する」と

「反対する」の計）は2.8％となっている。 

性別にみると、男女とも「賛成する」が５割前後、《賛成》では８割台となっており、特に大きな差

はみられない。 

  

  全  体 (869)

女性（と自認） (486)

男性（と自認） (358)

どちらともいえない (10)

47.9

52.0

50.0

35.8

30.4

10.0

0.6

4.2

10.0

0.2

1.1

12.6

8.1

30.0

2.9

4.2

(%)
ｎ

49.4 32.9 2.2

0.6

10.8 4.1

賛

成

す

る

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

賛

成

す

る

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

反

対

す

る

反

対

す

る

わ

か

ら

な

い

無

回

答
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性・年代別にみると、男女を通じてほとんどの年代で《賛成》が７割以上を占めている。一方、《反

対》はほとんどの年代で１割未満となっているが、男性30歳代で唯一１割台となっている。 

 

性・年代別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  全  体 (869)

女性(と自認)／20歳代 (59)

30歳代 (80)

40歳代 (90)

50歳代 (92)

60歳代 (100)

70歳代以上 (64)

男性(と自認)／20歳代 (45)

30歳代 (57)

40歳代 (59)

50歳代 (66)

60歳代 (76)

70歳代以上 (54)

どちらともいえない (10)

66.1

45.0

48.9

45.7

51.0

31.3

55.6

43.9

47.5

50.0

52.6

64.8

50.0

27.1

38.8

35.6

40.2

36.0

34.4

28.9

36.8

27.1

33.3

31.6

22.2

10.0

2.5

1.1

4.4

10.5

3.4

3.0

3.9

10.0

1.1

2.2

3.4

1.3

5.1

13.8

13.3

10.9

8.0

26.6

4.4

5.3

18.6

6.1

5.3

9.3

30.0

1.7

1.1

2.2

5.0

7.8

4.4

3.5

7.6

5.3

3.7

(%)ｎ

49.4 32.9 2.2

0.6

10.8 4.1

賛

成

す

る

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

賛

成

す

る

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

反

対

す

る

反

対

す

る

わ

か

ら

な

い

無

回

答
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過去の調査と比較しても、特に大きな差はみられない。 

 

経年比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年度調査 (869)

平成27年度調査 (655) 51.1 31.0 1.7

0.9

13.3

2.0

(%)
ｎ

49.4 32.9 2.2

0.6

10.8 4.1

賛

成

す

る

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

賛

成

す

る

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

反

対

す

る

反

対

す

る

わ

か

ら

な

い

無

回

答
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（４）施策要望 

問21 あなたは、成田市の男女共同参画を促進させるために、今後どのようなことが必要だ

と思いますか｡次の中からあてはまる番号をすべて選んでください。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

保育園や児童ホームの整備など子育て支援の充実

育児休業・介護休業制度などの休暇制度の啓発

市の審議会や委員会など、市の政策方針決定の場へ
女性の登用の推進

女性の再就職・起業など自立支援のための
教育・学習機会の充実

幼児教育や学校教育において、男女平等の意識の育成

高齢者福祉や障がい者福祉の充実

n=(869)  

市職員の男女平等意識の推進

配偶者等に対する暴力の防止対策の充実

性教育・性に関する学習機会の充実

男性のための相談業務の充実

男女共同参画推進センターの活用推進

男女共同参画推進条例の整備

各種団体などの女性リーダーの養成

男性の家事・育児等への参画を促すための
学習機会の充実

職場における、男女の均等な取扱いについて周知徹底

男女平等に関する法律や制度についての情報提供の充実

女性のための相談業務の充実

配偶者暴力被害者保護施設（シェルター）の整備

分からない

無回答

健康診断・成人病予防など健康管理対策の充実

ボランティア活動・NPO 活動の充実

外国人との交流活動の充実

農業従事者への家族経営協定の啓発

その他

特にない

53.4

51.8

49.8

46.5

44.1

44.1

41.7

37.2

36.5

34.6

28.5

25.5

24.3

22.6

20.5

20.0

19.2

18.9

18.4

12.5

12.0

9.3

1.3

2.1

5.4

4.5

0 10 20 30 40 50 60 (%)
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施策要望は、「保育園や児童ホームの整備など子育て支援の充実」（53.4％）、「育児休業・介護休業

制度などの休暇制度の啓発」（51.8％）の２項目が５割台で多く、これに「市の審議会や委員会など、

市の政策方針決定の場へ女性の登用の推進」（49.8％）、「女性の再就職・起業など自立支援のための教

育・学習機会の充実」（46.5％）、「幼児教育や学校教育において、男女平等の意識の育成」、「高齢者福

祉や障がい者福祉の充実」（ともに44.1％）、「各種団体などの女性リーダーの養成」（41.7％）が４割

台、「男性の家事・育児等への参画を促すための学習機会の充実」（37.2％）、「職場における、男女の

均等な取扱いについて周知徹底」（36.5％）、「男女平等に関する法律や制度についての情報提供の充実」

（34.6％）が３割台で次いでいる。 

 

性別にみると、女性では「女性の再就職・起業など自立支援のための教育・学習機会の充実」、「男

性の家事・育児等への参画を促すための学習機会の充実」が12ポイント以上、「幼児教育や学校教育に

おいて、男女平等の意識の育成」、「高齢者福祉や障がい者福祉の充実」は５ポイント以上男性を上

回っている。男性では「市の審議会や委員会など、市の政策方針決定の場へ女性の登用の推進」、「各

種団体などの女性リーダーの養成」が５ポイント以上女性を上回っている。 

 

性別（上位15項目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

配偶者等に対する暴力の防止対策の充実

性教育・性に関する学習機会の充実

男性の家事・育児等への参画を促すための
学習機会の充実

職場における、男女の均等な取扱いについて周知徹底

男女平等に関する法律や制度についての情報提供の充実

女性のための相談業務の充実

配偶者暴力被害者保護施設（シェルター）の整備

市職員の男女平等意識の推進

育児休業・介護休業制度などの休暇制度の啓発

市の審議会や委員会など、市の政策方針決定の場へ
女性の登用の推進

女性の再就職・起業など自立支援のための
教育・学習機会の充実

幼児教育や学校教育において、男女平等の意識の育成

高齢者福祉や障がい者福祉の充実

各種団体などの女性リーダーの養成

保育園や児童ホームの整備など子育て支援の充実
53.9

53.9

47.5

53.3

47.5

47.3

39.9

42.6

37.7

35.8

27.4

26.7

21.4

22.4

21.4

54.2

49.4

54.7

38.3

39.4

40.2

45.5

30.4

35.2

33.5

30.7

24.3

28.5

23.2

18.4

50.0

70.0

30.0

40.0

70.0

40.0

40.0

40.0

50.0

30.0

40.0

40.0

40.0

40.0

50.0

0 20 40 60 80

女性（と自認) n=(486)  

男性（と自認) n=(358)  

どちらともいえない n=(10)  

(%)
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性・年代別に女性の上位５位をみると、「保育園や児童ホームの整備など子育て支援の充実」、「育児

休業・介護休業制度などの休暇制度の啓発」、「女性の再就職・起業など自立支援のための教育・学習

機会の充実」はすべての年代からあげられ共通した要望となっている。「幼児教育や学校教育において、

男女平等の意識の育成」は20歳代から40歳代、70歳代以上から、「市の審議会や委員会など、市の政策

方針決定の場へ女性の登用の推進」は20歳代、40歳代、50歳代から上位にあげられている。この他、

「男性の家事・育児等への参画を促すための学習機会の充実」は30歳代と40歳代から、「高齢者福祉や

障がい者福祉の充実」は50歳代以上の年代からあげられるなど、年代による違いもみられる。 

 

性・年代別（女性上位５位表） 

（％） 

  第１位 第２位 第３位 第４位 第５位 

女性（と自認）

／20 歳代 

女性の自立支援

のための教育・

学習機会の充実 

子育て支援の充

実 

女性の登用の推進／休暇制度の啓発 教育における男

女平等の意識の

育成 

n=59 74.6  61.0  57.6  54.2  

30 歳代 子育て支援の充

実 

休暇制度の啓発 教育における男

女平等の意識の

育成 

女性の自立支援

のための教育・

学習機会 

男性の家事等へ

の参画を促すた

めの学習機会 

n=80 60.0  53.8  51.3  46.3  42.5  

40 歳代 休暇制度の啓発 子育て支援の充

実 

教育における男

女平等の意識の

育成 

女性の登用の推進／男性の家事等へ

の参画を促すための学習機会／女性

の自立支援のための教育・学習機会 

n=90 63.3  61.1  57.8  54.4  

50 歳代 女性の自立支援のための教育・学習

機会／休暇制度の啓発 

女性の登用の推

進 

子育て支援の充

実  

福祉の充実 

n=92 56.5  55.4  50.0  48.9  

60 歳代 子育て支援の充実／福祉の充実 休暇制度の啓発 女性リーダーの養成／女性の自立支

援のための教育・学習機会  
n=100 50.0  49.0  47.0  

70 歳代以上 福祉の充実 女性の自立支援

のための教育・

学習機会 

休暇制度の啓発／子育て支援の充実 教育における男

女平等の意識の

育成 

n=64 53.1  45.3  40.6  39.1  
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性・年代別に男性の上位５位をみると、「保育園や児童ホームの整備など子育て支援の充実」、「育児

休業・介護休業制度などの休暇制度の啓発」、「市の審議会や委員会など、市の政策方針決定の場へ女

性の登用の推進」はすべての年代からあげられ、「各種団体などの女性リーダーの養成」もほとんどの

年代からあげられ共通した要望となっている。「高齢者福祉や障がい者福祉の充実」は40歳代、50歳代、

70歳代以上からあげられている。また、「女性の再就職・起業など自立支援のための教育・学習機会の

充実」は20歳代と60歳代から、「職場における、男女の均等な取扱いについて周知徹底」と「幼児教育

や学校教育において、男女平等の意識の育成」は30歳代と50歳代から、「男性の家事・育児等への参画

を促すための学習機会の充実」と「男女平等に関する法律や制度についての情報提供の充実」は20歳

代からあげられるなど年代による違いもみられる。 

 

性・年代別（男性／どちらともいえない、答えたくない 上位５位表） 

（％） 

  第１位 第２位 第３位 第４位 第５位 

男性（と自認）

／20 歳代 

休暇制度の啓発 女性の登用の推

進 

女性の自立支援

のための教育・

学習機会 

女性リーダーの養成／情報提供の充

実／男性の家事等への参画を促すた

めの学習機会／子育て支援の充実 

n=45 51.1  48.9  46.7  42.2  

30 歳代 子育て支援の充

実 

女性リーダーの

養成 

教育における男

女平等の意識の

育成 

休暇制度の啓発 女性の登用の推

進／職場におけ

る男女均等の取

扱い周知徹底 

n=57 50.9  49.1  47.4  45.6  42.1  

40 歳代 休暇制度の啓発 子育て支援の充

実 

福祉の充実 女性の登用の推進／女性リーダーの

養成  
n=59 55.9  54.2  49.2  47.5  

50 歳代 子育て支援の充

実 

女性の登用の推

進 

福祉の充実 休暇制度の啓発 教育における男女

平等の意識の育成

／職場における男

女均等の取扱いの

周知徹底 

n=66 68.2  53.0  51.5  48.5  40.9  

60 歳代 
女性の登用の推

進 

子育て支援の充

実 

休暇制度の啓発 女性リーダーの養成／女性の自立支

援のための教育・学習機会 

n=76 67.1  52.6  46.1  42.1  

70 歳代以上 
女性の登用の推

進 

女性リーダーの

養成  

子育て支援の充

実 

休暇制度の啓発 福祉の充実 

n=54 66.7  55.6  53.7  50.0  48.1  

どちらともいえない 教育における男女平等の意識の育成

／休暇制度の啓発  

子育て支援の充実／職場における男女均等の取扱い周知

徹底／性教育・性に関する学習機会の充実 

n=10 70.0  50.0  
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過去の調査と比較すると、「男性の家事・育児等への参画を促すための学習機会の充実」、「高齢者福

祉や障がい者福祉の充実」、「性教育・性に関する学習機会の充実」は前回（平成27年度）調査から５

ポイント以上増加している。 

経年比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

」 

 

＊「わからない」は今回（令和２年度）調査からの選択肢 

※１：平成27年度調査では「保育園や学童保育の整備など子育て支援の充実」 

※２：平成27年度調査では「男性も生活者として自立できるよう、家事講座などの学習機会の充実」 

女性のための相談業務の充実

保育園や児童ホームの整備など子育て支援の充実※1

育児休業・介護休業制度などの休暇制度の啓発

市の審議会や委員会など、市の政策方針決定の場へ
女性の登用の推進

女性の再就職・起業など自立支援のための
教育・学習機会の充実

幼児教育や学校教育において、男女平等の意識の育成

高齢者福祉や障がい者福祉の充実

各種団体などの女性リーダーの養成

男性の家事・育児等への参画を促すための
学習機会の充実※2

職場における、男女の均等な取扱いについて周知徹底

男女平等に関する法律や制度についての情報提供の充実

その他

配偶者暴力被害者保護施設（シェルター）の整備

市職員の男女平等意識の推進

配偶者等に対する暴力の防止対策の充実

性教育・性に関する学習機会の充実

男性のための相談業務の充実

男女共同参画推進センターの活用推進

男女共同参画推進条例の整備

健康診断・成人病予防など健康管理対策の充実

ボランティア活動・NPO 活動の充実

外国人との交流活動の充実

農業従事者への家族経営協定の啓発

特にない

わからない
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（５）自由回答 

女性と男性が対等で差別のない社会づくりに向けて、ご意見がありましたら、ご自由にお

書きください。（自由回答） 

 

女性と男性が対等で差別のない社会づくりに向けた意見を自由に記述していただいたところ、125件

の貴重な意見をいただいた。１人で２つ以上の項目に回答している場合は、それぞれ１とカウントし

ているため、件数は延べ件数となる。以下はランダムに抽出した意見となる。 

 

◆身体的な差異への考慮／理解（24件） 

 

・女性だけが優遇されるべきではないし、男性だけが優遇されるべきでもないと思う。男女関係な

く、それぞれの長所や個性を生かし、短所を補えるような社会になれば良いと思う。〔女性（と

自認）／20 歳代〕 

・体力面など違いがあるので、男女の平等は無理だと思う。育児についても、病気の時は母の方が

いいという子どもの気持ちもあると思うので、男性が休みやすければよいというものでもないと

思う。女性に経済力がつくと離婚もしやすくなると思うが、子どもがいた場合、よい事なのかわ

からない。男性が重い物を持つとか、そういう差別はあってもいい事だと思うし、人を大事にす

る教育をするのが大事だと思います。〔女性（と自認）／40 歳代〕 

・女性だから、男性だからと性別で優遇するのはやめるべき。あくまでも本人の能力、適性で登用

するべき。〔女性（と自認）／50歳代〕 

・差別は自分の心の中に作ってしまうのではないかと思います。皆が平等でやりたい事のできる社

会であってほしいです。認め合える世の中であってほしいです。〔女性（と自認）／60歳代〕 

・性別の区別は男女共にないと困るが、差別することにより、挑戦できなくなることはよくない。

差別はかなりなくなってきていると思うが、差別と区別を混合せずに、慎重に、今までも行って

いる差別のない社会づくりを推進してもらいたい。〔男性（と自認）／40歳代〕 

・身体の違いがある以上、差は生まれる。それを全て平等化することは、不幸な社会ができあがる。

男女共に違いを理解し合える社会ができなければ、日本人はいなくなる。〔男性（と自認）／40

歳代〕 

・女性の求める男女平等は、女性に得のある部分を主張している。家庭では簡単な事は女性で判断

するが、面倒な事は男性に全て任せる。男女平等と言うが、男性と女性はそもそも違う。男性の

中でも不平等は存在する。平等ということは難しい問題。誰もが平等を望んではいないと思う。

〔男性（と自認）／50歳代〕 

・性の違いは認めなければならない。しかし、対等にできることは、平等に行っていくべきと考え

る。女性は保護が必要と思います。その上で平等が必要です。〔男性（と自認）／50 歳代〕 

・男性と女性は同じではなく、それぞれ能力に違いがあるということをお互いに理解すべきだと思

う。それは能力の良し悪しではなく、向き不向きがあるということ。そこを理解せずに、無理に
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男女平等を訴えると上手く回らないところがでてくる。永遠のテーマであると考えます。〔男性

（と自認）/30 歳代〕 

・妊娠出産という点で、どうしても男女の違いがあり、男女の役割という物があると思う。どこま

での平等を求めるか、とても難しく思います。〔女性（と自認）/40 歳代〕 

 

◆意識改革や啓発、教育（23件） 

 

・男性の意識改革をしない限り、平等な社会は無理だと思う。〔女性（と自認）／40 歳代〕 

・長く浸透してきたことは、なかなか変えられない。〔女性（と自認）／40 歳代〕 

・高齢者ほど男性上位の意識があるのは、昔の生活上、仕方ないので改善の余地はないと思う。若

い世代にこそ、こういう取り組みは必要です。〔女性（と自認）／50 歳代〕 

・女性側も甘えは許されない。男性側も「女なんか」の見方も許されない。〔女性（と自認）／70

歳代以上〕 

・男女は違うものなので、無理に平等・対等にする必要ないと思う（違うものなので、平等・対等

にできない）。但し、お互いに違うものであるということを理解し合い、お互いに補い合う関係

を築けるようにする必要はあると思う。 

男性は女性を、女性は男性を尊敬するということの意識の育成は、老若男女必要だと思う。〔男

性（と自認）／30歳代〕 

・女性、男性、共に意識改革が必要だと思います。〔男性（と自認）／50歳代〕 

・男女の役割分担が根強く残っている現代、意識を変えていくことが大切であると思う。これは、

学校教育の場も大切であるが、今はそれがなされている。地域の中に広めていくためには、男性

が料理をしたり、洗濯をしたり、手伝っている姿が普通と思えるような情報を広めることが大切

であると思える。みんなの目（見方）が変わっていくことが大事かなと考える。〔男性（と自認）

／60歳代〕 

・男女の意識を変えることが重要だが、意識を変えるための活動をティーチング方式でやっても効

果はあまりない。コーチングやディスカッション方式をやると効果が上がってくる。〔男性（と

自認）／70 歳代以上〕 

・差別のない社会づくりには一人一人の意識付けや意思が重要だと思っています。知っていても意

見を言うだけの人、また、自分は関係ないと知らないフリをする人十人十色です。その方々の意

識改革には時間がとてもかかり、施策を打ち出すのも大変かと思います。ですが、差別のない社

会に近づく事で、生きづらく感じている人が少しでも少なくなればと思います。〔女性（と自認）

/20 歳代〕 

 

◆施策や制度等（23件） 

 

・国が出生率の増加を望むのであれば、それにかかる保障を担うべきです。自治体にも同じように

責任があると思います。〔女性（と自認）／30歳代〕 
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・何でもかんでも男女平等は無理がある。息苦しい平等などいらない。無理強いする平等は平等で

はない。〔女性（と自認）／40 歳代〕 

・男女平等はもちろん、少子化対策、子ども手当の充実、更に手当が充実すれば、女性が社会に進

出しやすくなるのでは？〔男性（と自認）／30歳代〕 

・法律や制度等があっても、あまり活用されていないのではないか？市単位での取り組みには限界

があると思うが、推進計画を策定するだけでは無駄に終わるので、投資した労力に見合った成果

をあげてほしい。〔男性（と自認）／60 歳代〕 

・呼び掛けだけでは進まない。差別が目立つところには、法律・制度で強制力を持たせることも必

要と思う。〔男性（と自認）／60歳代〕 

・設問の中で女性の社会進出に関するものがありましたが、社会進出については賛成です。但し、

女性が社会に進出し出してから、子どもの出生率がどんどん下がってきたと思われます。難しい

問題です。保育園、子ども手当を充実させても出生率は良くなりません。日本の人口はどんどん

減ります。〔男性（と自認）／70歳代以上〕 

・女性や男性という立場ではなく、ひとりの人間としてその価値を見出せる社会になってほしいと

感じます。また、同性婚を可決し、様々な人々がジェンダーやセクシュアリティー、セクシャル

マイノリティに寛大な心で理解を示せる社会になってほしいです。〔女性（と自認）/20 歳代〕 

・現在日本では非常に女性優位な社会になっている。昔とは違い、女尊男卑の世界。 男性側から

すると非常に息苦しく感じる。 正直これ以上女性を優遇するような措置はいらない。男性の地

位回復または向上のほうが重要。〔男性（と自認）/40 歳代〕 

 

◆就業・組織のあり方、意識等（22件） 

 

・家庭内でもそうですが、女性側の収入が少ないことが差別の原因となると思うので、女性の賃金

を上げるべきだと思います。〔女性（と自認）／20 歳代〕 

・男性がパートやアルバイトを見下すことが多い。特に職場でよくみられる。ドラッグストアで最

低賃金で、かなりハードな仕事をしている。昇給もなし。コロナで感染リスクの高い状態であっ

ても、特別手当等もなし。子ども達の学校が休校でも休めなかった。主人に相談しても「じゃあ

辞めれば？」だけ。〔女性（と自認）／30歳代〕 

・女性の多くは妊娠、子育て期間に仕事を中断、もしくは離れることがある事実は避けられないの

で、育休・産休・再雇用の充実を中小企業も確保できるような世の中になってほしい。〔女性

（と自認）／30 歳代〕 

・家庭の事をやることが女性の方が多く、サポートも少ない。男性の職場環境も見直し、男性の時

間外労働の負担を減らすことで、女性のサポートにまわってもらえる。そのような事で女性も社

会に少しでも多く出られたらと思う。女性の市議会議員さんにもう少し前に出て頂いてもいいの

ではないかと思う。〔女性（と自認）／30歳代〕 
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・女性と男性が対等なのは普通の事で、特別な事ではない。地域、学校、職場で特別な法則を作ら

なくても能力のある人は管理職になる。子育てで男性が休むことをなんでもないと皆が思えるよ

うになれば良いと思う。〔女性（と自認）／60歳代〕 

・職場での上司となる人の意識改革、及び研修教育が必要。部下を一人一人よく見て、力を伸ばす

指導、男女平等に優れた人材を作って育てる力を持つことが大切。そして、部下の意見をよく聞

き、会話する。〔女性（と自認）／60歳代〕 

・男性中心の組織運営の見直しをしないと、何も始まらない。〔男性（と自認）／60 歳代〕 

・会議の場に女性が増えれば良い案が出ると思います。男性だけの視点ではなく、女性からの視点

を取り入れた差別のない社会づくりを進めてほしい。〔女性（と自認）/20 歳代〕 

・形の上だけで男女共同参画社会を推進する行政や企業が多い。何割を女性にするかなど、本人の

能力や適性を超えて数ありきの政策になると、後々、だから女性はダメだという意見の下地を作

ることになる。結果として男女共同参画社会から遠くなってしまいます。 優秀な人は男女問わ

ずに登用していく意識が最も大事だと思います。 特に役所や大企業において男子優先の雰囲気

があると思います。〔男性（と自認）/40 歳代〕 

・ＤＶ、性暴力＝男性から女性というイメージがありますが、逆の場合もありますので、「女性の

ための相談室」など、限定するのではなく、行政にはもっと視野を広げて様々な方に対応できる

場所を設けてもらいたい。〔男性（と自認）/20 歳代〕 

 

◆教育のあり方（10件） 

 

・小さい頃からのしつけにおける意識を変える必要がある。男と女の役割ではなく、個人の個性を

尊重するようにする。男らしくとか女らしいという言葉はもう不要、なくしてほしい。〔女性

（と自認）／50 歳代〕 

・幸いなことに私の周りは男女平等です（もしかしたら女性の方が強いかも）。家庭にも職場にも

恵まれています。平等の感覚は子どもの頃に植え付けることが大切だと思います。子どもが社会

を知る方法の一つに読書があります。子どもも大人も学べる充実した図書館ができることを要望

します（今の図書館は利用しにくいです）。〔女性（と自認）／50歳代〕 

・学校教育で調理等、男女共に家庭科に力を入れ、結婚後も平等に家事がこなせるようになればよ

いと思う。〔女性（と自認）／70歳代以上〕 

・現状については、それぞれの既成の家庭状況があるので、急激な変革は難しい部分がある。幼・

若年期の教育を強力に推進し、次世代に確実に意識付けを行い、社会全体として変革されていく

ことが重要と考える（男女共同参画についてです。ハラスメントや性暴力などは別です）。〔男

性（と自認）／50歳代〕 

・全ては、教育から始まると思う。家庭や学校で学ぶ基礎的な事柄の中に、人間として男女や人種

や立場を差別せず、多様性や違いは誰にでもあるものと認め合うことを、これからの社会で教え

ていくべきだ。〔女性（と自認）/50 歳代〕 

 



第２章 調査結果（市民アンケート調査） 

 160

◆その他（15件） 

 

・男だから女だからという考え方はやめた方が良い。核家族化が進んだ今、夫、子ども、妻、家族

が力を合わせることが必要。家庭内で話をする機会を設けるべきだと思う。〔女性（と自認）／

40 歳代〕 

・死亡事件が起きてからではなく、もっとＤＶに対して真剣に取り組んだ方がいいと思う。〔男性

（と自認）／40 歳代〕 

・幼少期からのジェンダーの押し付け、あらゆるメディアに存在する女性差別意識、社会全体にお

ける女性差別、女性蔑視、女性軽視が仕方がないと容認されている状況を変えない限り、永遠に

実現は不可能。〔男性（と自認）/30 歳代〕 

・映画館などでみかけるレディースデイなども平等ではないのかなと感じます。〔男性（と自認）

/20 歳代〕 

 

◆今回のアンケート調査について（８件） 

 

・より良い社会づくりに向けての市役所職員の方々の活動に頭が下がります。市民のためにいつも

ありがとうございます。〔女性（と自認）／60歳代〕 

・「女性が･･･」「男性が･･･」という考え方や言い方ではなく、「誰もが･･･」「性別に関わら

ず･･･」という考え方に変えていくことが必要。アンケートからも前者の考え方が非常に伝わっ

てくる内容で、答えにくかった。〔男性（と自認）／50 歳代〕 

・まずこのアンケートが男女平等になってない。〔男性（と自認）/20 歳代〕 

 

  


